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対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどのGUI要素は、イタリッ
ク体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[Main titles]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（this font）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger.You are in a situation that could cause bodily injury.Before you work
on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with standard
practices for preventing accidents.Use the statement number provided at the end of each warning to locate
its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-docfeedback@external.cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力をよろ
しくお願いいたします。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

• 新機能および変更された機能に関する情報, 1 ページ

新機能および変更された機能に関する情報
ここでは、Cisco UCS Managerリリース 3.1 (x)の新機能および変更された機能について説明しま
す。

Cisco UCS Managerリリース 3.1 (3) の新機能と変更された動作

参照先説明機能

サービスプロファイルのアセッ

トタグの設定, （206ページ）
サービスプロファイルにカス

タムラベルフィールドが追加

されました。サーバで稼働して

いるオペレーティングシステ

ムまたはハイパーバイザは、

SMBIOSアセットタグフィー
ルドを介してこのフィールドを

認識します。

カスタムユーザラベル –ア
セットタグ

CiscoUCSManager診断の概要,
（351ページ）

Cisco UCS Manager診断ツール
では、サーバのハードウェア

コンポーネントの状態を検証で

きます。

診断

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
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参照先説明機能

ハードウェア変更検出ポリ

シー, （311ページ）
UCSMがサーバハードウェア
コンポーネントの変更を検出す

ると、クリティカルハードウェ

アインベントリ不一致エラー

が発生します。エラーをクリア

してハードウェアインベント

リを完了するには、サーバを確

認する必要があります。

ハードウェア変更検出ポリシー

Power Transition Logの表示, （
86ページ）

Power Transition Logが追加され
ました。これは、最後の 5つ
のサーバ電力遷移、最新の電力

遷移の電力遷移ソースタイム

スタンプ、および同一ソースか

らの最後の連続サーバ電力遷移

の回数を記録するログです。

Power Transition Log

グラフィックスカードポリ

シー, （284ページ）
このリリースではグラフィック

スカードサポートが拡張さ

れ、グラフィックスカードポ

リシーからグラフィックスカー

ドモードを変更できるように

なりました。

グラフィックスカードポリ

シー

Smart SSD, （67ページ）Cisco UCSManagerでは SSDヘ
ルスのモニタリングがサポート

されています。この機能は

Smart SSDと呼ばれます。

Smart SSD

Cisco UCS Managerリリース 3.1 (2) の新機能と変更された動作

参照先説明機能

電源同期ポリシー, （41ペー
ジ）

Cisco UCS Managerは、サービ
スプロファイルの電源状態が

オンに設定されている場合、

シャローディスカバリの後、

ブレードサーバの電源をオン

にしません。

更新された電源同期ポリシー

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
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第 2 章

サーバ管理の概要

• サーバ管理の概要, 3 ページ

• Cisco UCS Managerユーザマニュアル, 3 ページ

サーバ管理の概要
CiscoUCSManagerでは、一般的なサーバ導入と複雑なサーバ導入を管理できます。たとえば、最
初のシャーシで取得される冗長なサーバアクセスレイヤとなる 1ペアのファブリックインター
コネクト（FI）を用いた一般的な導入を管理でき、それらを最大 20台のシャーシと 160台の物理
サーバまで拡張することができます。これは、環境のワークロードをサポートするために、ブレー

ドサーバとラックマウントサーバの組み合わせとなる場合があります。さらにサーバを追加し

て、引き続き、サーバのプロビジョニング、デバイス検出、インベントリ、設定、診断、監視、

障害検出、監査を実行できます。

デフォルトでは、Cisco UCS 6332 40 GB FI、UCS Mini 6324 40 GB FI、および UCS 6200シリーズ
10 GB FIには一元管理が含まれます。1つのコンソールから同じドメイン内にある UCSブレード
サーバとラックマウントサーバを管理できます。また、Cisco UCSManagerから UCSMiniを管理
することもできます。

最適なサーバパフォーマンスを確保するために、サーバに割り当てる電力量を設定できます。ま

た、サーバのブートポリシー、サーバの起動元となる場所、ブートデバイスの起動順序を設定で

きます。UCS Bシリーズブレードサーバおよび UCS Mini用のサービスプロファイルを作成し
て、サーバに割り当てることができます。サービスプロファイルを使用して、BIOS設定、セキュ
リティ設定、vNICとvHBAの数、およびサーバに適用するその他の設定を割り当てることができ
ます。

Cisco UCS Manager ユーザマニュアル
Cisco UCS Managerでは、次の表に示す、使用例を基本とした従来よりもコンパクトな新しいマ
ニュアルが用意されています。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
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説明ガイド

CiscoUCSアーキテクチャのほか、CiscoUCS
Managerの初期設定や構成のベストプラク
ティスなど、稼働前に必要な操作について説

明しています。

『Cisco UCS Manager Getting Started Guide』

パスワード管理、ロールベースアクセスの

設定、リモート認証、通信サービス、CIMC
セッション管理、組織、バックアップと復

元、スケジューリングオプション、BIOS
トークン、および遅延展開について説明して

います。

『Cisco UCS Manager Administration Guide』

Cisco UCS Managerによって使用および管理
される物理インフラストラクチャと仮想イン

フラストラクチャのコンポーネントについて

説明します。

『Cisco UCS Manager Infrastructure Management
Guide』

ファームウェアのダウンロードと管理、自動

インストールによるアップグレード、サー

ビスプロファイルによるアップグレード、

ファームウェアの自動同期によるエンドポイ

ントでの直接アップグレード、機能カタログ

の管理、展開シナリオ、およびトラブル

シューティングについて説明しています。

『Cisco UCSManager FirmwareManagement Guide』

新しいライセンス、Cisco UCS Centralへの
Cisco UCSドメインの登録、電力制限、サー
バのブート、サーバプロファイルおよびサー

バ関連ポリシーについて説明しています。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』

Cisco UCS Managerの SANや VSANなど、
ストレージ管理のあらゆる側面について説明

しています。

『Cisco UCS Manager Storage Management Guide』

Cisco UCS Managerの LANや VLAN接続な
ど、ネットワーク管理のあらゆる側面につい

て説明しています。

『Cisco UCS Manager Network Management Guide』

Cisco UCS Managerにおける、システム統計
を含むシステムおよびヘルスモニタリング

のあらゆる側面について説明しています。

『Cisco UCS Manager System Monitoring Guide』
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Infrastructure-Mgmt/3-1/b_UCSM_GUI_Infrastructure_Management_Guide_3_1.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Infrastructure-Mgmt/3-1/b_UCSM_GUI_Infrastructure_Management_Guide_3_1.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Firmware-Mgmt/3-1/b_UCSM_GUI_Firmware_Management_Guide_3_1.html
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/System-Monitoring/3-1/b_UCSM_GUI_System_Monitoring_Guide_3_1.html
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サーバライセンスの管理

• ライセンス, 5 ページ

• Cダイレクトラックのライセンスのサポート, 7 ページ

• ファブリックインターコネクトのホスト IDの入手方法, 9 ページ

• ライセンスの取得, 9 ページ

• ローカルファイルシステムからファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ド, 10 ページ

• リモートロケーションからファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロード,
11 ページ

• ライセンスのインストール, 12 ページ

• ファブリックインターコネクトにインストールされているライセンスの表示, 13 ページ

• ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定, 14 ページ

• ライセンスの失効日の決定, 14 ページ

• ライセンスのアンインストール, 14 ページ

ライセンス
各 Cisco UCSファブリックインターコネクトにはいくつかのポートライセンスが付属していま
す。これらはプレインストールされ、ハードウェアとともに出荷されます。ファブリックイン

ターコネクトは、完全ライセンスまたは部分ライセンスで購入できます。また、納入後に追加ラ

イセンスを購入することもできます。

次の 4つの新しいライセンスは 6300シリーズ FI向けに追加され、6332および 6332-16UP FIでの
み有効です。

• 40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG：40 GBイーサネットポート用ライセンス

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
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• 40G_ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKG：ラックサーバに直接接続された（Cダイレクト）
40 GBイーサネットポート用ライセンス

• 10G_C_PORT_ACTIVATION_PKG：ラックサーバに直接接続された（Cダイレクト）6332-16UP
の最初の 16個の 10 GBユニファイドポート用ライセンス

• 10G_PORT_ACTIVATION_PKG：6332-16UPの最初の 16個の 10 GBユニファイドポート用
ライセンス

10G_PORT_ACTIVATION_PKGおよび 10G_C_PORT_ACTIVATION_PKGライ
センスは 6332-16UP FIでのみ有効で、それらにだけインストールできます。

（注）

各ファブリックインターコネクトは、少なくとも次のカウントされたライセンスがプリインス

トールされた状態で出荷されます。

デフォルトの基本ライセンスファブリックインターコネクト

拡張モジュールの最初の 12個の有効なイーサ
ネットポートおよび任意のファイバチャネル

ポート用。

Cisco UCS 6248（ユニファイドポート）

拡張モジュールの最初の 18個の有効なイーサ
ネットポートおよび任意のファイバチャネル

ポート用。

Cisco UCS 6296（ユニファイドポート）

4個の非ブレークアウトポート専用。ライセン
スを含まない 5番目のポートは、さらに 4個の
10 GBポートに分割されます。

Cisco UCS 6324

4個の 40 GBポートと 8個の 10 GBポート用。
最初の 16個のポートは 10 GBです。
残りは 40 GBです。

（注）

Cisco UCS 6332 16UP

8個の 40 GBポート用。Cisco UCS 6332

ポートライセンスの使用

ポートライセンスは物理ポートにバインドされません。ライセンスされているポートをディセー

ブルにすると、そのライセンスは次にイネーブルにされたポートで使用するために保持されます。

追加の固定ポートを使用するには、それらのポート用のライセンスを購入し、インストールする

必要があります。タイプ（ファイバ、イーサネット）に関係なく、ポートがイネーブルの場合は、

すべてのポートがライセンスを使用します。

6332および 6332-16UPプラットフォームで使用可能なブレークアウト対応ポートの場合は、ポー
トがブレークアウトポートで、そのポートが引き続き 40 GBライセンスを 1つだけ使用する場合
でも、40 GBのライセンスがメインポートに適用されたままになります。
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ポートの初期設定でそれをイネーブルにし、ライセンスを使用します。（注）

製品の世代間でライセンスを移動させることはできません。6200シリーズファブリックイン
ターコネクト用に購入したライセンスを使用して 6300シリーズファブリックインターコネク
トのポートをイネーブルにすることはできません。その逆も同様です。

重要

各 Cisco UCS 6324 Fabric Interconnectにはポートライセンスが付属します。このライセンスは工場
でインストールされ、ハードウェアと共に出荷されます。このライセンスは8個の40GBユニファ
イドポートに対応し、サポートされているあらゆる用途に使用できます。Cダイレクトポートラ
イセンスは猶予期間にプレインストールされ、Cisco UCSラックサーバで使用できます。

猶予期間

ライセンスがインストールされていないポートを使用しようとすると、Cisco UCSは 120日間の
猶予期間を開始します。猶予期間は、最初にライセンスなしでポートを使用した時点から測定さ

れ、有効なライセンスファイルがインストールされると一時停止されます。猶予期間中に使用さ

れた時間数はシステムに保存されます。

各物理ポートには固有の猶予期間があります。1つのポートで猶予期間を開始しても、すべて
のポートの猶予期間が開始するわけではありません。

（注）

ライセンスされているポートの設定を解除すると、そのライセンスは、猶予期間内で機能してい

るポートに移行されます。複数のポートが猶予期間内で動作している場合、ライセンスは猶予期

間の終了が最も近いポートに移動されます。

High Availability コンフィギュレーション

フェールオーバー中の不整合を避けるため、クラスタ内の両方のファブリックインターコネクト

に同数のライセンスされたポートを用意することを推奨します。均衡が保たれていない状態で

フェールオーバーが発生すると、CiscoUCSは欠けているライセンスを有効化して、フェールオー
バーノードで使用される各ポートに対して猶予期間を開始します。

C ダイレクトラックのライセンスのサポート
各Cisco UCSファブリックインターコネクトは、デフォルトの数のポートライセンスが工場で付
与され、ハードウェアと一緒に出荷されます。Cダイレクトサポートは、ラックサーバに接続さ
れたポートにのみ適用可能です。10G_C_PORT_ACTIVATION_PKGおよび
40G_ETH_C_PORT_ACTIVATION _PKGは、既存のライセンス機能と同じプロパティがすべて設
定された既存のライセンスパッケージに追加されます。[SubordinateQuantity]プロパティは、ラッ
クサーバに接続されたポートを追跡するために、10G_PORT_ACTIVATION_PKGおよび
40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKGに追加されます。
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Cisco UCS Manager GUIの [License]タブに、新しいライセンスとそのライセンスの [Subordinate
Quantity]が表示されます。scope licensescope licenseの下で show featureshow featureコマンドおよ
び show usageshow usageコマンドを使用して、ライセンス機能、ベンダーバージョンタイプ、各
ライセンスの猶予期間を表示することもできます。

ラックサーバに接続されたポートは、ライセンスが使用可能であるか、またはライセンスが使用

中でない場合に、既存の10G_PORT_ACTIVATION_PKGおよび40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG
を使用できます。それ以外の場合は、10G_C_PORT_ACTIVATION_PKGおよび
40G_ETH_C_PORT_ACTIVATIONを購入してライセンスの猶予期間を無効にする必要がありま
す。

10 GBポートでの変更はありません。10G_PORT_ACTIVATION_PKGおよび
10G_C_PORT_ACTIVATION_PKGライセンスパッケージには、ETH_PORT_ACTIVATION_PKG
および ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKGライセンス機能と同じプロパティがすべて含まれてい
ます。

設定と制約事項

• Cダイレクトラックライセンス機能は、CIMCポートではなく、FIに直接接続されたラック
サーバポートを構成します。10G_C_PORT_ACTIVATION_PKGおよび
40G_ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKGのデフォルトの数量は常に 0です。

• 40 GBポートまたは 40 GBブレークアウトポート配下のブレークアウトポートが接続なし
で有効な場合、このポートには 40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG（使用可能な場合）に
基づいてライセンスが割り当てられます。このポートがタイムラグの後にダイレクトコネク

トラックサーバに接続されると、ライセンスの完全な再割り当てがトリガーされ、このポー

トは、次のライセンス割り当てシナリオのいずれかで処理されます。

40GBブレークアウトポート配下のブレークアウトポートがイネーブルで、そのポートがダ
イレクトコネクトラックサーバに接続され、40G_C_PORT_ACTIVATION_PKGライセンス
ファイルが FIにインストールされている場合は、次のライセンス割り当てが行われます。

•ブレークアウトポート配下の他のポートがイネーブルでない場合は、
40G_C_PORT_ACTIVATION_PKGに基づいて親の 40 GBポートにライセンスが割り当
てられ、このライセンスの使用済み数量が増分されます。

•他のポートが有効で、1つ以上のポートがダイレクトコネクトラックサーバに接続さ
れていない場合は、ポートが使用されていない場合でも、

40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKGに基づいて親の 40 GBポートにライセンスが割り
当てられ、このライセンスの使用済み数量が増分されます。

• 40GBブレークアウトポート配下のブレークアウトポートがイネーブルで、そのポートがダ
イレクトコネクトラックサーバに接続され、40G_C_PORT_ACTIVATION_PKGライセンス
ファイルがFIにインストールされていない場合は、次のライセンス割り当てが行われます。

◦ブレークアウトポート配下のポートがイネーブルでない場合は、
40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKGに基づいて親の 40 GBポートにライセンスが割り
当てられます。ライセンスが 40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKGで使用可能な場合

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
8

サーバライセンスの管理

C ダイレクトラックのライセンスのサポート



は、下位の数量が増分されます。ライセンスが使用可能でない場合は、この機能の使用

済み数量が増分され、ポート全体が猶予期間に入ります。

◦他のポートがイネーブルで、1つ以上のポートがダイレクトコネクトラックサーバに接
続されていない場合は、ポートが使用されていない場合でも、

40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKGに基づいて親の 40 GBポートにライセンスが割り
当てられ、このライセンスの使用済み数量が増分されます。

ファブリックインターコネクトのホスト ID の入手方法
ホスト IDはシリアル番号とも呼ばれます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects]の順に展開します。
ステップ 3 ホスト IDを取得するファブリックインターコネクトのノードをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域の [Serial Number (SN)]フィールドにホスト IDが表示されます。

次の作業

シスコから必要なライセンスを入手します。

ライセンスの取得

このプロセスは、このマニュアルのリリース後に変更される場合があります。このマニュアル

の手順が 1つ以上当てはまらない場合は、シスコの担当者にライセンスファイルの入手方法
をお問い合わせください。

（注）

はじめる前に

次を入手します。

•ファブリックインターコネクトのホスト IDまたはシリアル番号

•ファブリックインターコネクトまたは拡張モジュールの権利証明書またはその他の購入証明
書
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手順

ステップ 1 権利証明書またはその他の購入証明書から、製品認証キー（PAK）を取得します。
ステップ 2 権利証明書またはその他の購入証明書でWebサイトの URLを確認します。
ステップ 3 ファブリックインターコネクトのWebサイトURLにアクセスし、シリアル番号と PAKを入力し

ます。

シスコからライセンスファイルが電子メールで送信されます。ライセンスファイルは、要求され

たファブリックインターコネクトでの使用だけを許可するようにデジタル署名されています。

CiscoUCSManagerがライセンスファイルにアクセスすると、要求された機能も有効になります。

次の作業

ファブリックインターコネクトにライセンスをインストールします。

ローカルファイルシステムからファブリックインター

コネクトへのライセンスのダウンロード

クラスタ構成の場合、マッチングペアの両方のファブリックインターコネクトにライセンス

をダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウンロー

ドを開始するために使用するファブリックインターコネクトのみにダウンロードされます。

（注）

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。
ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Download Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License]をクリックします。
ステップ 6 [Download License]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Local File

System]オプションボタンをクリックします。
ステップ 7 [Filename]フィールドに、ライセンスファイルのフルパスと名前を入力します。
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パス名またはファイル名ではスペースは使用できません。たとえば、

c:\Path\Folder_Name\License.licは有効なパスですが、c:\Path\Folder
Name\License.licは「Folder Name」内にスペースがあるため無効です。

ライセンスファイルが配置されているフォルダへの正確なパスがわからない場合は、[Browse]を
クリックしてファイルに移動します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによってファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロード
が開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。
Cisco UCS Managerからブートフラッシュの領域が不足していることが報告された場合
は、[Packages]タブで古いバンドルを削除し、領域を空けます。ブートフラッシュの空
き領域を表示するには、そのファブリックインターコネクトに移動し、[Equipment]を
クリックし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開します。

（注）

ステップ 10 必要なライセンスがすべてファブリックインターコネクトにダウンロードされるまで、このタス

クを繰り返します。

次の作業

すべてのダウンロードタスクが完了した後、ライセンスをインストールします。

リモートロケーションからファブリックインターコネク

トへのライセンスのダウンロード

クラスタ構成の場合、マッチングペアの両方のファブリックインターコネクトにライセンス

をダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウンロー

ドを開始するために使用するファブリックインターコネクトのみにダウンロードされます。

（注）

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを入手します。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
11

サーバライセンスの管理

リモートロケーションからファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロード



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。
ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Download Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License]をクリックします。
ステップ 6 [Download License]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Remote File

System]オプションボタンをクリックします。
ステップ 7 プロトコルを指定し、必要な情報を入力します。

パス名またはファイル名にスペースを含めることはできません。たとえば、

c:\Path\Folder_Name\License.licは有効なパスですが、c:\Path\Folder
Name\License.licは「Folder Name」内にスペースがあるため無効です。

IPv4または IPv6アドレスではなくホスト名を使用する場合は、DNSサーバを設定する
必要があります。Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されていないか、DNS
管理が [local]に設定されている場合、DNSサーバをCisco UCSManagerに設定します。
Cisco UCSドメインがCisco UCS Centralに登録されていないか、DNS管理が [global]に
設定されている場合は、Cisco UCS Centralで DNSサーバを設定します。

（注）

ステップ 8 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによってファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロード
が開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。
Cisco UCS Managerからブートフラッシュの領域が不足していることが報告された場合
は、[Packages]タブで古いバンドルを削除し、領域を空けます。ブートフラッシュの空
き領域を表示するには、そのファブリックインターコネクトに移動し、[Equipment]を
クリックし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開します。

（注）

ステップ 10 必要なライセンスがすべてファブリックインターコネクトにダウンロードされるまで、このタス

クを繰り返します。

次の作業

すべてのダウンロードタスクが完了した後、ライセンスをインストールします。

ライセンスのインストール

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを入手します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインの [Downloaded License Files]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルからインストールするライセンスを選択します。

新しいポートライセンスをインストールする場合、ダウンタイムは不要で、トラフィッ

クへの影響はありません。

（注）

ステップ 5 [Install License]ボタンをクリックします。
ステップ 6 [Install License]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

Cisco UCSManager GUIによってライセンスがインストールされ、未ライセンスのポートまたは機
能がアクティブ化されます。

ファブリックインターコネクトにインストールされてい

るライセンスの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[Installed Licenses]タブをクリックし、ファブリックインターコネクトにインス

トールされているすべてのライセンスの詳細を表示します。

ステップ 4 表内のライセンスをクリックし、[Contents]タブにライセンスの詳細を表示します。
ファイル内の個々のライセンスの詳細を表示するには、ライセンスファイルを展開する必要があ

ります。
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ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 動作状態、適用された猶予期間など機能の詳細を表示するには、テーブル中でその機能をクリッ

クします。

ライセンスの失効日の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで [Installed Licenses]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブル内のライセンスをクリックして、ライセンスの詳細を下の [Contents]タブに表示します。
ステップ 5 [Contents]タブでライセンスファイルを展開して、ファイル内のすべてのライセンスを表示しま

す。

ステップ 6 [Expiry]列でライセンスの失効日を参照します。

ライセンスのアンインストール

使用中の永続ライセンスはアンインストールできません。未使用の永久ライセンスだけをアン

インストールできます。使用中の永続ライセンスを削除しようとすると、Cisco UCS Manager
はその要求を拒否し、エラーメッセージを表示します。

（注）

はじめる前に

Cisco UCS Managerの設定をバックアップします。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで [Installed Licenses]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルからアンインストールするライセンスを選択します。

ステップ 5 [Clear License]ボタンをクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

CiscoUCSManagerはライセンスを非アクティブ化し、ライセンスのリストからそのライセンスを
削除し、ファブリックインターコネクトからライセンスを削除します。ポートは、ライセンスな

しモードに移行します。クラスタ構成の場合は、他のファブリックインターコネクトからもライ

センスをアンインストールする必要があります。
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• Cisco UCS Centralへの Cisco UCSドメインの登録, 19 ページ

• Cisco UCS ManagerとCisco UCS Central間でのポリシー解決の設定, 20 ページ

• Cisco UCS Managerでの Cisco UCS Central登録プロパティの設定, 21 ページ

• Cisco UCS Centralからの Cisco UCSドメインの登録解除, 22 ページ

Cisco UCS ドメインの登録
データセンター内の Cisco UCSドメインの一部またはすべてを Cisco UCS Centralが管理するよう
設定できます。

Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメインを管理させる場合は、そのドメインを登録する必要があ
ります。登録するときには、Cisco UCSCentralとCisco UCSManagerで管理するポリシーとその他
の設定の種類を選択する必要があります。Cisco UCS Centralは、登録されているすべての Cisco
UCSドメインについて、同じ種類のポリシーを管理できます。また、登録されている Cisco UCS
ドメインごとに異なる設定を持つように選択することもできます。

Cisco UCSドメインを Cisco UCS Centralに登録する前に以下のことを行います。

• Cisco UCSManagerと Cisco UCS Centralの両方において NTPサーバおよび正しいタイムゾー
ンを設定し、それらが同期していることを確認します。Cisco UCSドメインと Cisco UCS
Centralの日時が同期していないと、登録に失敗する可能性があります。

• Cisco UCS Centralのホスト名または IPアドレスの入手

• Cisco UCS Centralを導入したときに設定した共有秘密を入手します。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
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Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解決
Cisco UCS Centralで登録する各 Cisco UCSドメインでは、特定のポリシーおよび設定を管理する
アプリケーションを選択できます。このポリシー解決は、同じ Cisco UCS Centralに登録したすべ
ての Cisco UCSドメインで同じである必要はありません。

Cisco UCSドメインを Cisco UCS Centralから登録解除すると、オープンセッションがすべて
終了します。

（注）

これらのポリシーおよび設定を解決するには、次のオプションを使用します。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。

次のテーブルには、Cisco UCSManagerまたはCisco UCSCentralのいずれかで管理するように選択
できるポリシーと設定のリストを示します。

説明名前

機能カタログとインフラストラクチャファームウェアポリシー

が、ローカルで定義されるかまたは Cisco UCS Centralから取得
されるかを決定します。

[Infrastructure & Catalog
Firmware]

日付と時刻がローカルまたは Cisco UCS Centralのどちらで定義
されるかを決定します。

[Time Zone Management]

HTTP、CIM XML、Telnet、SNMP、Webセッション制限、管理
インターフェイスモニタリングポリシー設定を、ローカルまた

は Cisco UCS Centralのどちらで定義するかを決定します。

[Communication Services]

グローバル障害ポリシーがローカルまたは Cisco UCS Centralの
どちらで定義されるかを決定します。

[Global Fault Policy]

認証およびネイティブドメイン、LDAP、RADIUS、TACACS+、
トラストポイント、ロケールおよびユーザロールをローカルま

たは Cisco UCS Centralのどちらで定義するかを決定します。

[User Management]

DNSサーバがローカルまたはCisco UCSCentralのどちらで定義
されるかを決定します。

[DNS Management]

Full Stateバックアップポリシーおよび All Configurationエクス
ポートポリシーが、ローカルまたはCisco UCSCentralのどちら
で定義されるかを決定します。

[Backup & Export Policies]

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
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説明名前

Call Home、Syslog、TFTP Core Exporter設定が、ローカルまた
は Cisco UCS Centralのどちらで定義されるかを決定します。

[Monitoring]

管理対象エンドポイントがローカルまたは Cisco UCS Centralの
どちらで定義されるかを決定します。

[SEL Policy]

電源管理がローカルまたは Cisco UCS Centralのどちらで定義さ
れるかを決定します。

[Power Management]

電源モジュールがローカルまたは Cisco UCS Centralのどちらで
定義されるかを決定します。

[Power Supply Unit]

ポート設定をローカルに定義するか、Cisco UCS Centralで定義
するかを指定します。

[Port Configuration]

Cisco UCS Centralへの Cisco UCS ドメインの登録
はじめる前に

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralの両方において NTPサーバおよび正しいタイムゾーンを
設定し、それらが同期していることを確認します。Cisco UCSドメインと Cisco UCS Centralの日
時が同期していないと、登録に失敗する可能性があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Communication Management]の順に展開します。
ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。
ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。
ステップ 5 [Actions]領域で、[Register With UCS Central]をクリックします。
ステップ 6 [Register with UCS Central]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

Cisco UCS Centralが展開されている仮想マシンのホスト名ま
たは IPアドレス。

IPv4または IPv6アドレスではなくホスト名を使用
する場合は、DNSサーバを設定する必要がありま
す。Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録
されていないか、DNS管理が [local]に設定されて
いる場合、DNSサーバをCisco UCSManagerに設定
します。Cisco UCSドメインがCisco UCS Centralに
登録されていないか、DNS管理が [global]に設定さ
れている場合は、Cisco UCS Centralで DNSサーバ
を設定します。

（注）

[Hostname/IPAddress]フィール
ド

Cisco UCS Centralを導入したときに設定された共有秘密（ま
たはパスワード）

[Shared Secret]フィールド

b) [Policy Resolution Control]領域の各フィールドで、次のいずれかのオプションボタンをクリッ
クします。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。

c) [OK]をクリックします。

Cisco UCS ManagerとCisco UCS Central間でのポリシー解
決の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Communication Management]の順に展開します。
ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。
ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。
ステップ 5 [PolicyResolutionControl]領域の各フィールドで、次のいずれかのオプションボタンをクリックし

ます。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。
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• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS Managerでの Cisco UCS Central登録プロパティ
の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Communication Management]の順に展開します。
ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。
ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。
ステップ 5 [Status]領域で、必要に応じて次を実行します。

a) 使用する [Cleanup Mode]のラジオボタンをクリックします。
次のいずれかになります。

• [Localize Global]：Cisco UCSドメインが登録解除されると、Cisco UCSドメインは Cisco
UCSManagerにローカライズされます。ポリシーはCiscoUCSドメインにとどまり、ポリ
シーの所有権は Cisco UCS Managerに対してローカルになり、Cisco UCS Managerの管理
ユーザは変更を行えます。

Cisco UCSドメインを Cisco UCS Centralに再登録する場合、Cisco UCS Central
と Cisco UCS Managerの両方に存在するポリシーにより、ポリシーが不一致と
なる可能性があります。グローバルサービスプロファイルを作成し、関連付け

る前に、ローカルポリシーを削除するか、ローカルポリシーをグローバルに設

定します。

（注）

• [DeepRemoveGlobal]：このオプションは、慎重に検討してから使用してください。Cisco
UCSドメインが登録解除されると、Cisco UCSドメインのすべてのグローバルポリシー
は削除されます。グローバルサービスプロファイルが存在する場合、これらはCiscoUCS
Managerのローカルデフォルトポリシーを参照し、次のいずれかの状況になります。

◦ローカルデフォルトポリシーが存在する場合、サーバは再起動します。

◦ローカルデフォルトポリシーがない場合、サービスプロファイル関連付けは設定エ
ラーで失敗します。

Cisco UCS Centralから登録解除すると、deep remove globalのクリーンアップ
モードはグローバルなVSANとVLANを削除しません。これらは、必要に応じ
て手動で削除する必要があります。

（注）
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b) （任意）[Suspend State]チェックボックスをオンにします。
オンにすると、Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralから一時的に削除され、すべてのグ
ローバルポリシーはローカルの同等のものに戻ります。すべてのサービスプロファイルは、

現在の IDが維持します。ただし、グローバルプールは表示されなくなり、新しいサービスプ
ロファイルからアクセスできません。

c) （任意）[Acknowledge State]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間の時間と整合性を表すイベント IDストリームがス
キューされるまたは不一致となる場合、CiscoUCSManagerは一時停止ステートを開始し、Cisco
UCS Centralから切断します。

このチェックボックスをオンにすると、Cisco UCS Managerおよび Cisco UCS Central間の不整
合を認知し、Cisco UCSドメインと Cisco UCS Centralを再接続できるようになります。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS Centralからの Cisco UCS ドメインの登録解除
Cisco UCSドメインから Cisco UCS Centralを登録解除すると、それ以降 Cisco UCS Managerはグ
ローバルポリシーの更新を受信しません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Communication Management]の順に展開します。
ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。
ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。
ステップ 5 [Actions]領域で、[Unregister From UCS Central]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Centralを使用して Cisco UCSドメインを登録解除および登録した場合の影響の詳細に
ついては、「Policy Resolution between Cisco UCS Manager and Cisco UCS Central」を参照してくだ
さい。

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
22

Cisco UCS Centralへの Cisco UCS ドメインの登録
Cisco UCS Centralからの Cisco UCS ドメインの登録解除

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/sw/gui/config/guide/2-2/b_UCSM_GUI_Configuration_Guide_2_2/registering_cisco_ucs_domains_with_cisco_ucs_central.html#reference_E94395E74229455EA53137DCD3E19C97


第 5 章

Cisco UCS での電力制限と電源管理

• Cisco UCSでの電力制限, 24 ページ

• 電力ポリシーの設定, 25 ページ

• Cisco UCSサーバの電源ポリシー, 25 ページ

• 電源ポリシーの設定, 25 ページ

• 電源の冗長性方式, 26 ページ

• ポリシー方式のシャーシグループの電力制限の設定, 26 ページ

• ポリシー方式のシャーシグループの電力制限, 26 ページ

• 電源制御ポリシー, 27 ページ

• UCS Managerの電源グループ, 31 ページ

• ブレードレベルの電力制限, 36 ページ

• 手動によるブレードレベルの電力制限, 36 ページ

• サーバのブレードレベル電力制限の設定, 37 ページ

• ブレードレベル電力制限の表示, 38 ページ

• グローバル電力プロファイリングポリシーの設定, 38 ページ

• グローバル電力プロファイリングポリシー, 38 ページ

• グローバル電力プロファイルポリシーの設定, 39 ページ

• グローバル電力割り当てポリシーの設定, 39 ページ

• グローバル電力割り当てポリシー, 39 ページ

• グローバル電力割り当てポリシーの設定, 40 ページ

• 電源投入操作時の電源管理, 40 ページ

• 電源同期ポリシーの設定, 41 ページ

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
23



• 電源同期ポリシー, 41 ページ

• 電源同期の動作, 42 ページ

• 電源同期ポリシーの作成, 42 ページ
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Cisco UCSでの電力制限
パワーキャッピングを通じて、サーバ上の最大電力消費を制御できます。また、UCS Bシリーズ
ブレードサーバ、UCS Mini、混在 UCSドメインでは、Cisco UCS Managerで電力割り当てを管理
できます。

UCS Managerは、次のサーバでの電力制限をサポートしています。

• UCS Mini 6324

• UCS 6300シリーズ Fabric Interconnect

ポリシー方式のシャーシグループ電力制限または手動でのブレードレベルの電力制限方式を使用

して、シャーシ内のすべてのサーバに適用される電源を割り当てることができます。

Cisco UCS Managerは、サーバへの電力割り当てに役立つ次の電源管理ポリシーを提供していま
す。

説明電源管理ポリシー

Cisco UCSドメイン内のすべてのシャーシに電
源の冗長性を指定します。

電源ポリシー

シャーシ内の各ブレードの初期電源割り当てを

計算するための優先順位を指定します。

電源制御ポリシー

シャーシ内のすべてのサーバに適用されるポリ

シー方式のシャーシグループの電力制限または

手動でのブレードレベルの電力制限を指定しま

す。

グローバル電力割り当てポリシー
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説明電源管理ポリシー

サーバの電力制限値を計算する方法を指定しま

す。有効な場合、サーバは、ベンチマークを通

じて検出中にプロファイリングされます。この

ポリシーは、グローバル電力割り当てポリシー

が Policy Driven Chassis Group Capに設定されて
いる場合に適用されます。

グローバル電力プロファイリング

電力ポリシーの設定

Cisco UCSサーバの電源ポリシー
電源ポリシーはグローバルで、Cisco UCS Managerインスタンスが管理するすべてのシャーシに
よって継承されます。サービスプロファイルに電源ポリシーを追加して、Cisco UCSドメイン内
のすべてのシャーシの電源に対して冗長性を指定することができます。このポリシーは PSUポリ
シーとも呼ばれます。

電源の冗長性の詳細については、『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』を
参照してください。

電源ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Power Policy]領域で、[Redundancy]フィールドの次のオプションボタンのいずれかをクリックし

ます。

• [Non Redundant]：Cisco UCSManagerは必要最小数の電源装置（PSU）をオンに設定し、それ
らの PSU間のロードバランシングを行います。追加の PSUが設置されると、Cisco UCS
Managerは追加された装置を「オフ」状態に設定します。いずれかの PSUへの電源が切断さ
れると、システムは Cisco UCS Managerが新しい PSUをアクティブ化して負荷の再調整がで
きるようになるまで、サービスの中断が発生することがあります。

通常、非冗長動作のために Cisco UCSシャーシに少なくとも 2台の PSUが必要です。小規模
構成（必要電力 2500 W未満）の場合にのみ、単一 PSUで電力を供給できます。
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• [N+1]：非冗長性を満たす合計数の PSUに加えて、冗長性を与える 1台の追加 PSUがオンに
なり、シャーシの電力負荷が均等に分担されます。追加の PSUが設置されると、Cisco UCS
Managerは追加された装置を「オフ」状態に設定します。いずれかの PSUへの電源が切断さ
れても、Cisco UCS Managerはサービスの中断なしでリカバリできます。

一般に、N+1動作のためには、1つの Cisco UCSシャーシに、少なくとも 3台の PSUが必要
です。

• [Grid]：2つの電源がオンにされます。そうでなければ、シャーシに N+1よりも高い冗長性
が要求されます。1つの電源に障害が発生し、そのため 1台または 2台の PSUに電源障害が
発生した場合、別の電源回路に接続され機能が存続しているPSUがシャーシに電力を供給し
続けます。

電源の冗長性の詳細については、『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』を
参照してください。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

電源の冗長性方式

最大電力 @ 110 V（W）最大電力 @ 220 V（W）PSU 冗長性

130025001+1（N+1）または 1（N）

260050002+1（N+1）または2（N）また
は 2+2（グリッド）

390054723+1（N+1）または 3（N）

520054724（N）

ポリシー方式のシャーシグループの電力制限の設定

ポリシー方式のシャーシグループの電力制限
グローバル制限ポリシーで、ポリシー方式のシャーシグループの電力制限を選択すると、Cisco
UCSは、停電のリスクを負うことなく、サーバのオーバーサブスクリプションを維持できます。
オーバーサブスクリプションは、二重のプロセスによって実現できます。たとえば、Cisco UCS
のシャーシレベルでは、電源グループのメンバー間で使用可能な電力量を分割し、ブレードレベ

ルでは、シャーシに割り当てられた電力量をプライオリティに基づいてブレード間で分割します。
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サービスプロファイルの関連付けや関連付け解除が実行されるたびに、Cisco UCS Managerは
シャーシ内の各ブレードサーバへの電力割り当てを再計算します。必要に応じて、優先順位の低

いサービスプロファイルの電力が優先順位の高いサービスプロファイルに再分配されます。

データセンターの回路ブレーカーを安全に保護するために、UCS電源グループは 1秒未満で電力
をキャップします。ブレードは、シャーシの電力配分が最適化されるまで20秒間その上限にとど
まる必要があります。これは、必要とされる一時的なスパイクに反応することがないよう、意図

的によりゆっくりとしたタイムスケールで実行されます。

システムは、各スロットのサーバを起動するのに十分な電力をリザーブしています。これは、

スロットが空の場合でも同様です。このリザーブ電力が、より多くの電力を必要とするサーバ

で使用されることはありません。電力制限に準拠しないブレードはペナルティを課されます。

（注）

電源制御ポリシー
CiscoUCSは、電力制御ポリシーの優先順位設定をブレードタイプおよび設定とともに使用して、
シャーシ内の各ブレードへの初期電力割り当てを計算します。通常の動作中、シャーシ内のアク

ティブなブレードは、同じシャーシ内のアイドルブレードから電力を借りることができます。す

べてのブレードがアクティブで、電力制限に到達すると、高優先順位の電力制御ポリシーのサー

ビスプロファイルが、優先順位の低い電力制御ポリシーのサービスプロファイルより優先されま

す。

優先順位は 1～ 10の段階にランク付けされ、1が優先順位最高、10が優先順位最低を表します。
デフォルトのプライオリティは 5です。

ミッションクリティカルアプリケーションには、no-capという特殊な優先順位も使用できます。
プライオリティを no-capに設定すると、Cisco UCSがその特定のサーバから未使用の電力を利用
することを防止します。この設定により、サーバにはそのサーバタイプに可能な電力の最大容量

が割り当てられます。

電力制御ポリシーはサービスプロファイルに含める必要があります。また、このサービスプ

ロファイルをイネーブルにするには、サーバに関連付ける必要があります。

（注）
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電力制御ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Power Control Policies]を右クリックし、[Create Power Control Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create Network Control Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき
ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタ

イミングに関する情報を含めることをお勧めし

ます。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文
字またはスペースを使用できます。`（アクセン
ト記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大な
り）、<（小なり）、または '（一重引用符）は
使用できません。

[Description]フィールド
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説明名前

ファン速度は、ラックサーバのみに対応しま

す。次のいずれかになります。

• [Low Power]：ファンはサーバを冷却し続
けるために必要な最低速度で稼働します。

• [Balanced]：ファンはサーバによって生じ
た熱に基づき、必要に応じてより高速で稼

働します。 可能な場合、ファンは必要な

最低速度に戻ります。

• [Performance]：ファンは、より高度なサー
バパフォーマンスに必要な速度で維持さ

れます。これにはより多くの電力が使用

されますが、サーバが加熱し始めた場合に

ファンがすでに高速で稼働していることを

意味しています。

• [High Power]：ファンは電力消費量よりパ
フォーマンスを重視した、より高い速度で

維持されます。

• [Max Power]：ファンは常に最高速度で維
持されます。このオプションは最大の冷却

効果をもたらしますが、最大の電力を使用

します。

• [Any]：サーバが最適なファンの速度を決
定します。

[Fan Speed Policy]ドロップダウン
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説明名前

電源グループ内の電力需要が電源装置を超えた

場合のサーバの挙動。次のいずれかになりま

す。

• [NoCap]：電源グループ内の他のサーバの
電力要求にかかわらず、サーバはフルキャ

パシティで動作します。

• [Cap]：サーバは、サーバグループ内での
他のサーバとの相対的な優先順位に基づい

て、最低限の電力容量を割り当てられま

す。より多くの電力が使用可能になると、

Cisco UCSによって、制限されたサーバが
元の割り当て量を超過できるようになりま

す。電源グループで使用可能な総電力にド

ロップが発生したときのみ割り当てを減ら

します。

[Cap]を選択した場合、Cisco UCS Manager GUI
に [Priority]フィールドが表示されます。

[Power Capping]フィールド

電力制限が有効になったときの、サーバの電力

グループ内での優先順位。

1～ 10の整数を入力し、1が優先順位最高にな
ります。

[Priority]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

ポリシーはサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにインクルードし

ます。
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電力制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Power Control Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

UCS Manager の電源グループ
電源グループは、すべてが同じ配電ユニット（PDU）から電源を得ているシャーシのセットです。
Cisco UCS Managerでは、1つ以上のシャーシを含む電源グループを作成し、その電源グループに
ACワット単位でピーク電力キャップを設定することができます。

シャーシレベルで電力制限を実装するには、以下が必要です。

• IOM、CIMC、および BIOSバージョン 1.4以上

• 2つの電源ユニット

ピーク電力キャップは、特定の電源グループ内のすべてのブレードサーバで使用可能な最大電力

を表すスタティック値です。電源グループにブレードを追加、または電源グループからブレード

を除外し、手動でピーク電力キャップを変更しなかった場合、電源グループはピーク電力キャッ

プを調整して、その電源グループ内のすべてのブレードの基本的な電源投入要件をサポートしま

す。

最低AC890ワットが各シャーシに設定されます。これは、空のシャーシに電源を供給するために
必要な最低電力量である DC電力 800ワットに変換されます。ハーフ幅のブレードを関連付ける
には、グループの制限値をAC電力 1475ワットに設定する必要があります。フル幅のブレードで
は、AC電力 2060ワットに設定する必要があります。

シャーシが電源グループに追加されると、シャーシ内のブレードに関連付けられているすべての

サービスプロファイルが、その電源グループの一部になります。同様に、シャーシに新規ブレー

ドを追加すると、そのブレードは、当然のこととして、シャーシの電源グループの一部になりま

す。
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電源グループの作成は、サーバプールの作成とは異なります。ただし、電源修飾子を作成し

てサーバプールポリシーに追加することで、サーバプールに同じ電源グループのメンバを組

み入れることができます。

（注）

シャーシを除外または削除すると、そのシャーシは電源グループから削除されます。

UCS Managerは明示的な電源グループと暗黙的な電源グループをサポートしています。

• [Explicit]：電源グループを作成し、シャーシとラックを追加し、グループに電力バジェット
を割り当てることができます。

• [Implicit]：電力消費を安全限界内に制限することで、シャーシが常に保護されるようにしま
す。 デフォルトでは、明示的な電源グループに属さないすべてのシャーシがデフォルトグ

ループに割り当てられ、適切な制限が設定されます。UCS Managerに接続する新しいシャー
シは、別の電源グループに移動するまで、デフォルトの電源グループに追加されます。

次の表は、電源バジェットの割り当て時および電源グループとの連動時に、表示される可能性の

あるエラーメッセージを示しています。

推奨処置Causeエラーメッセージ

電力制限を、指定された電源グ

ループの [Power Group]ページ
に表示された [Minimum Power
Cap for Allowing Operations (W)]
値まで増やします。

シャーシに電力制限を割り当て

ている状態で下限が満たされな

かった場合、またはブレードの

追加や電源ポリシーの変更のた

めに電力要件が増えた場合に、

これらのメッセージのいずれか

が表示されます。

Insufficient budget for
power group
POWERGROUP_NAME
および/または

Chassis N cannot be
capped as group cap is
low.Please consider
raising the cap.
および/または

Admin committed
insufficient for power
group GROUP_NAME, using
previous value N
および/または

Power cap application
failed for chassis N

PSU入力電力と冗長性ポリシー
をチェックし、シャーシ用に十

分な電力が使用可能であること

を確認します。

PSUに障害がある場合は、PSU
を交換します。

シャーシの電力バジェット要件

が使用可能なPSU電力を上回っ
ている場合に表示されます。

Chassis N cannot be
capped as the available
PSU power is not enough
for the chassis and the
blades.Please correct
the problem by checking
input power or replace
the PSU
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推奨処置Causeエラーメッセージ

関連付けられていないサーバの

電源をオフにします。

サーバが割り当てを超える電力

を消費しており、制限できない

場合、または電力が割り当てら

れていないサーバに電源が投入

されている場合に表示されま

す。

Power cap application
failed for server N

This is an information message.

サーバ電力を制限する必要がな

い場合は、サービスプロファ

イルの電力制御ポリシーの

[PowerCapping]フィールドの値
を [no-cap]に設定します。

サーバが、割り当てられた電力

以下に電力消費を削減するよう

制限されている場合に表示され

ます。

P-State lowered as
consumption hit power
cap for server

これは、サポートされていない

設定です。PSUはすべて同様の
電源に接続する必要がありま

す。

このエラーは、シャーシにハイ

ラインとローラインの PSU入
力電源が混在して接続されてい

る場合に発生します。

Chassis N has a mix of
high-line and low-line
PSU input power
sources.

電源グループの作成

はじめる前に

グローバル電力割り当てポリシーが [Global Policies]タブで [Policy Driven Chassis Group Cap]に設
定されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Power Groups]サブタブをクリックします。
ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create Power Group]ウィザードの最初のページで、次のフィールドに値を入力します。
a) 電源グループの一意の名前および説明を入力します。
この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。
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b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create Power Group]ウィザードの [Add Chassis Members]ページで、次の手順を実行します。
a) [Chassis]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上のシャーシを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected Chassis]テーブルにシャーシを
追加するには、[>>]ボタンをクリックします。
電源グループから 1つ以上のシャーシを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Create Power Group]ウィザードの [Add Rack Members]ページで、次の手順を実行します。
a) [Rack Unit]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上のラックユニットを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのラックを表示する [Selected Rack Unit]テーブルにラックを追
加するには、[>>]ボタンをクリックします。
電源グループから 1つ以上のラックユニットを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Create Power Group]ウィザードの [Add FEX Members]ページで、次の手順を実行します。
a) [FEX]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上の FEXを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべての FEXを表示する [Selected FEX]テーブルにシャーシを追加す
るには、[>>]ボタンをクリックします。
電源グループから 1つ以上の FEXを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 10 [Create Power Group]ウィザードの [Add FI Members]ページで、次の手順を実行します。
a) [FI]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上の FIを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected FI]テーブルに FIを追加するに
は、[>>]ボタンをクリックします。
電源グループから 1つ以上の FIを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 11 [Create Group Wizard]の [Power Group Attributes]ページで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

電源グループで使用可能な最大ピーク時電力（W）。

0～ 10000000の整数を入力します。

[Power Cap]フィールド

次のいずれかになります。

• [Chassis]：Cisco UCSは電力消費量をモニタし、電力使
用量の最大化に適合するようにブレードの割り当てを変

更します。

• [None]：ブレードの割り当ては動的に調整されません。

[Enable Dynamic Reallocation]
フィールド
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b) [Finish]をクリックします。

電源グループへのシャーシの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインで、[Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 シャーシを追加する電源グループを右クリックし、[Add Chassis Members]を選択します。
ステップ 5 [Add Members Chassis]ダイアログボックスで、次のようにします。

a) [Chassis]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上のシャーシを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected Chassis]テーブルにシャーシを
追加するには、[>>]ボタンをクリックします。
電源グループから 1つ以上のシャーシを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [OK]をクリックします。

電源グループからのシャーシの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインで、[Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 シャーシを削除する電源グループを展開します。

ステップ 5 電源グループから削除するシャーシを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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電源グループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインで、[Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 削除する電源グループを右クリックして、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ブレードレベルの電力制限

手動によるブレードレベルの電力制限
手動によるブレードレベルの電力制限がグローバル制限ポリシーで設定されている場合は、Cisco
UCSドメインの各ブレードサーバに対して電力制限を設定できます。

次の設定オプションを使用できます。

• [Watts]：サーバが一度に消費可能な最大電力量を指定できます。この最大値には、0～ 1100
Wの任意の量を指定できます。

• [Unbounded]：サーバに対して電力使用制限を課しません。サーバは、必要なだけ電力を使
用できます。

サーバの電力使用量が瞬間的に上昇し、設定されている最大値以上になった場合でも、CiscoUCS
Managerによってサーバが切断またはシャットダウンされることはありません。代わりに、Cisco
UCS Managerは、サーバにとって適切な量まで電力を低減します。この削減により、サーバの速
度（CPU速度など）が低下する可能性があります。

手動によるブレードレベル電力制限は、[Equipment] > [Policies] > [Global Policies] > [Global Power
Allocation Policy]の順に設定します。電力制御ポリシーで設定された優先順位は関係ありませ
ん。

（注）
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サーバのブレードレベル電力制限の設定

はじめる前に

グローバル電力割り当てポリシーが [Global Policies]タブで [Manual Blade Level Cap]に設定されて
いることを確認してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 電力使用量を設定するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Power Budget]領域で次の手順を実行します。
a) 見出しの右側の [Expand]アイコンをクリックしてフィールドを表示します。
b) 次のフィールドに入力します。

説明名前

このサーバが電力制限されているかどうか。次のいずれかに

なります。

• [Unbounded]：どのような場合でもサーバは電力制限され
ません。

• [Enabled]：Cisco UCS Manager GUIは [Watts]フィールド
を表示します。

電力制限は、要求を満たす十分な電力がシャーシに

ない場合にのみ有効になります。十分な電力がある

場合、サーバは必要なだけ電力を使用できます。

（注）

[Admin Status]フィールド

要求を満たす十分な電力がシャーシにない場合に、サーバが

使用できる最大ワット数です。

値の範囲は 0～ 10000000です。

[Watts]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ブレードレベル電力制限の表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis]の順に展開します。
ステップ 3 サーバ電力使用量を表示するシャーシを選択します。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

•シャーシ内のすべてのサーバの電力使用量を表示するには、[Work]ペインの [Power]タブを
クリックします。

•シャーシ内の 1台のサーバの電力使用量を表示するには、シャーシを展開して目的のサーバ
をクリックします。その後、[Work]ペインの [Power]タブをクリックします。

ステップ 5 必要に応じて [Motherboards]ノードを展開し、電力カウンタを表示します。

グローバル電力プロファイリングポリシーの設定

グローバル電力プロファイリングポリシー
グローバル電力プロファイリングポリシーは、電力割り当てをシャーシ内のすべてのサーバにど

のように適用するかを指定します。ポリシーは、グローバル電力割り当てポリシーが [PolicyDriven
ChassisGroupCap]に設定されている場合に適用されます。グローバル電力プロファイリングポリ
シーは次のいずれかに設定できます。

• [Disabled]：ブレードの最小/最大電力の制限値は、各コンポーネントの静的消費電力値に基
づき算出されています。

• [Enabled]：ブレードの最小/最大電力の制限値は、サーバディスカバリの一部として測定され
ています。これらの値は、ブレードの実際の消費電力とほぼ同じです。

グローバル電力プロファイリングポリシーを有効にした後、最小/最大電力の上限値を取得す
るためにブレードを再認識させる必要があります。

（注）

電力プロファイリングは、Cisco UCS B460 M4ブレードではサポートされていません。重要
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グローバル電力プロファイルポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。
ステップ 5 グローバル電力プロファイルポリシーをイネーブルにするには、[Global Power Profile Policy]領域

で [Profile Power]チェックボックスをオンにします。
ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

グローバル電力割り当てポリシーの設定

グローバル電力割り当てポリシー
グローバル電力割り当てポリシーを使用すると、ポリシー方式のシャーシグループ電力制限また

はブレードレベルの手動電力制限のいずれかの電力割り当て方式をシャーシ内のサーバに適用で

きます。

デフォルトのポリシー方式のシャーシグループ電力制限による電力割り当て方式を適用すること

を推奨します。

ブレードレベルの手動電力制限の設定に変更を加えると、ポリシー方式のシャーシグループ

電力制限に設定されたグループや設定オプションが失われる結果になります。

重要
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グローバル電力割り当てポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Global Power Allocation Policy]領域で、Cisco UCSドメインで使用される電力制限管理モードを設

定するために [Cap Policy][Allocation Method]フィールドフィールドの以下のオプションボタンか
ら 1つをクリックします。

• [Manual Blade Level Cap]：電力割り当ては、すべてのシャーシの個々のブレードサーバに設
定されます。このオプションを選択する場合、電力グループは作成できません。

• [PolicyDrivenChassisGroupCap]：電源割り当ては、関連付けられたサービスプロファイルに
含まれる電力制御ポリシーによって、シャーシレベルで設定されます。このオプションを選

択すると、Cisco UCSドメインに 1つ以上のシャーシを含む電力グループも作成できます。

デフォルトでは、電力割り当ては電力制御ポリシーによって各シャーシで実行されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

電源投入操作時の電源管理

電源投入時のブート調整

CiscoUCSManagerは、使用可能な電力量に基づいて、できるだけ多くのブレードをブートしよう
とします。ブレードをブートするために必要な電力が使用できない場合、CiscoUCSManagerは有
限状態マシン（FSM）のCheckPowerAvailabilityステージでのブートに切り替え、ブレードで「サー
バ x/yに電源投入するために使用可能な電力が不足しています」とのエラーが表示されます。

必要な電力が使用可能になると、FSMはブレードの電源投入を続行します。ブレードの電源がオ
フになった後、割り当てられた電力バジェットは再利用されます。

ブレードに割り当てられた電力バジェットが再利用されると、割り当てられた電力は0Wとし
て表示されます。

（注）

制限事項
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Cisco UCSManagerの外部でブレードに電源を投入する場合は、UCSManagerは電力バジェットを
ブレードに割り当てず、「サーバ x/yに電力制限を適用できませんでした」とのエラーが表示さ
れます。

サービスプロファイルの関連付け中の電力割り当て

サービスプロファイルの関連付け中にブレードに割り当てられる電力は、使用されている電力制

御ポリシーと、電力グループから使用可能な電力によって決まります。正常なサービスプロファ

イルの関連付け中に電力がサーバに割り当てられた後は、ブレードの最小電力制限が保証されま

す。電力制御ポリシーの優先度が no-capに設定されている場合、ブレードには可能な最大電力制
限が割り当てられ、表示されている測定済みの最大電力制限を上回る場合があります。

関連付けられたブレードの優先度が no-capに変更され、最大電力制限を割り当てることがで
きない場合は、次のいずれかのエラーが表示される場合があります。

（注）

• PSU-insufficient：PSUに使用可能な電力が不足しています。

• Group-cap-insufficient：グループの制限値がブレードには不足しています。

電源同期ポリシーの設定

電源同期ポリシー
Cisco UCS Managerには、関連するサービスプロファイルとサーバ間の電源同期の問題に対処す
るためにグローバルな（デフォルト）電源同期ポリシーが含まれます。サービスプロファイルの

電源状態が、サーバの実際の電源状態と異なる場合、電源同期ポリシーを使用すると、電源状態

を同期することができます。このポリシーを使用すれば、サーバの関連付けられたサービスプロ

ファイル上の電源状態をいつ同期するかを制御することができます。電源同期ポリシーは他の電

源関連ポリシーに影響しません。

電源同期ポリシーは、すべてのサービスプロファイルにデフォルトで適用されます。デフォルト

の電源同期ポリシーを削除できませんが、デフォルトのポリシーは編集できます。独自の電源同

期ポリシーを作成し、サービスプロファイルに適用できます。また、サービスプロファイルに固

有の電源同期ポリシーを作成することもできます。作成したポリシーはデフォルトのポリシーよ

りも常に優先されます。

Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルで参照されている電源同期ポリシーが存在しない
場合に、関連するサービスプロファイルで障害を作成します。指定したサービスプロファイルの

電源同期ポリシーを作成するか、またはサービスプロファイルの既存のポリシーへの参照を変更

すると、Cisco UCS Managerによって自動的に障害がクリアされます。
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電源同期の動作
Cisco UCS Managerは、サーバの実際の電源状態が OFFの場合のみ電源状態を同期します。現在
の電源同期の動作は、シャローアソシエーションの後の実際の電源状態と望ましい電源状態に基

づいています。

たとえば、次のイベントによりシャローアソシエーションが行われます。

•ファブリックインターコネクト（FI）と IOMとの接続切断。

• IOMのリセット

• FIの停電または再起動

•シャーシの再認識

•シャーシの停電

•サービスプロファイルの変更

次の表では、現在の電源同期動作について説明します。

イベント後の実際の電

源状態

イベント前の実際の電

源状態

望ましい電源状態イベント

ON消灯ONシャローアソシエー

ション

消灯消灯消灯シャローアソシエー

ション

ONONONシャローアソシエー

ション

ONON消灯シャローアソシエー

ション

電源同期ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Power Sync Policies]を右クリックし、[Create Power Sync Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create Power Sync Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき
ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタ

イミングに関する情報を含めることをお勧めし

ます。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文
字またはスペースを使用できます。`（アクセン
ト記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大な
り）、<（小なり）、または '（一重引用符）は
使用できません。

[Description]フィールド
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説明名前

物理サーバに関連付けられたサービスプロファ

イルの目的の電源状態を同期できるオプショ

ン。次のいずれかになります。

• [Default Sync]：最初のサーバアソシエー
ション後に、設定変更または管理接続を行

うと、サーバの再アソシエーションをトリ

ガーします。このオプションは、物理サー

バの電源状態がオフで、任意の電源状態が

オンの場合、必要な電源状態を物理サーバ

に同期します。これはデフォルトの動作で

す。

• [Always Sync]：最初のサーバアソシエー
ションまたはサーバ再アソシエーションが

行われると、このオプションは物理サーバ

の電源状態がオンで必要な電源状態がオフ

の場合であっても、必要な電源状態を物理

電源状態に同期します。

• [InitialOnlySync]：このオプションは、サー
ビスプロファイルがサーバに初めて関連

付けられた時やサーバが再稼働する時にの

み電源状態をサーバに同期します。このオ

プションを設定すると、物理サーバ側から

電源状態をリセットしてもサービスプロ

ファイルの任意の電源状態には影響しませ

ん。

[Sync-Option]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

ポリシーはサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにインクルードし

ます。
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電源同期ポリシーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [root]ノードからサービスプロファイルポリシーを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域から [Change Power Sync Policy]をクリックします。

表示される情報は、[Select the Power Sync Policy]ドロップダウンリストの選択内容により異なり
ます。次のオプションを選択できます。

• [No Power Sync Policy]：このオプションを選択すると、Cisco UCSManager GUIは他の情報を
一切表示しません。このオプションを選択した場合、Cisco UCS Managerは暗黙的にデフォ
ルトの電源同期ポリシーを使用します。Cisco UCS Managerは、サービスプロファイル組織
に属するデフォルトの電源同期ポリシーを検索します。該当するポリシーが見つからない場

合、ルートにあるデフォルトの電源同期ポリシーを使用します。

• [Use an Existing Power Sync Policy]：グローバルポリシーを選択する場合。Cisco UCSManager
GUIは、既存のポリシーを選択できる [Power Sync Policy]ドロップダウンリストを表示しま
す。

• [Create a Local Power Sync Policy]：このサービスプロファイルでのみアクセス可能な電源同
期ポリシーを作成するには、このオプションを選択します。また、[Power Sync Policy]領域
の [Create Power SyncPolicy]リンクを使用して電源同期ポリシーを作成することもできます。
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電源同期ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Power Sync Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ラックサーバの電源管理
電力制限はラックサーバではサポートされません。

UCS Mini 電源管理
リモートオフィスとブランチサイトに使用され、一部のサーバ導入用の 6324 Fabric Interconnect
（FI）でブレードサーバの電源を管理できます。UCSManagerは、6324 Fabric Interconnectととも
に使用する場合に、デュアルライン電源装置と 110 Vをサポートします。110 V電源はフル装備
のシャーシに十分な電力を供給できない場合があるため、110 V使用時の電力配賦を管理できま
す。デュアル電源は UCS Mini 6324の AC-48Vと DC-48Vの両方の標準です。

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
46

Cisco UCS での電力制限と電源管理
電源同期ポリシーの削除



第 6 章

モジュラサーバハードウェア管理

• ブレードサーバ管理, 48 ページ
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• ブレードサーバの POST結果の表示, 63 ページ

• ブレードサーバからの NMIの発行, 63 ページ

• ブレードサーバのヘルスイベントの表示, 64 ページ

• ヘルス LEDアラーム, 66 ページ

• Smart SSD, 67 ページ

ブレードサーバ管理
Cisco UCS Managerを使用して Cisco UCSドメインのすべてのブレードサーバを管理およびモニ
タできます。電源状態の変更など一部のブレードサーバ管理タスクは、サーバおよびサービスプ

ロファイルから実行できます。

残りの管理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

電源装置は、シャーシのブレードが 2台以下の場合、省電力モードになります。3台目のブレー
ドがシャーシに追加され、完全に検出されると、電源装置は通常のモードに戻ります。

シャーシ内のブレードサーバスロットが空の場合、そのスロットに関する情報、エラー、および

障害が Cisco UCS Managerから提供されます。サーバミスマッチエラーを解決し、そのスロット
内のブレードサーバを Cisco UCS Managerで再検出するために、スロットを再認識させることも
できます。

ブレードサーバの削除および解放に関するガイドライン

Cisco UCS Managerを使ってブレードサーバを削除するか解放するかを決定する場合は、次のガ
イドラインを考慮してください。

ブレードサーバの解放

物理的に存在し接続されているブレードサーバを一時的に解放するには、構成から一時的に削除

します。サーバ情報の一部は、ブレードサーバが再稼働する場合に備えて、将来使用するために

Cisco UCS Managerによって保持されます。

ブレードサーバの削除

削除は、ブレードサーバをシャーシから接続解除して、Cisco UCS Managerから物理的に取り外
す場合に実行します。ブレードサーバが物理的に存在し、シャーシに接続しているときは、Cisco
UCS Managerから削除できません。ブレードサーバの物理的な削除が完了すると、そのブレード
サーバの設定を Cisco UCS Managerで削除できます。

削除時、そのブレードサーバへのアクティブリンクは無効化され、すべてのエントリがデータ

ベースから削除されます。サーバは検出時に割り当てられたすべてのサーバプールから自動的に

削除されます。
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自動的に削除されるのは、ディスカバリ中に自動的にサーバプールへ追加されたサーバだけ

です。サーバプールに手動で追加したサーバは手動で削除する必要があります。

（注）

削除したブレードサーバを再び設定に追加するには、それを再び接続して検出する必要がありま

す。CiscoUCSManagerに再導入したサーバは、新しいサーバとして処理され、詳細なディスカバ
リプロセスが実施されます。このため、Cisco UCS Managerによって以前とは異なる新しい IDが
サーバに割り当てられることがあります。

予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項

サーバがサービスプロファイルに関連付けられていない場合は、サーバの物理的な [Power]また
は [Reset]ボタンなど、サーバの電源状態を変更するために使用可能な手段をすべて使用できま
す。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられているか、サービスプロファイルに割り当てられ

ている場合は、サーバの電源状態の変更は次の方法でのみ行う必要があります。

• Cisco UCS Manager GUIで、サーバに関連付けられたサーバまたはサービスプロファイルの
[General]タブに移動し、[Actions]領域で [Boot Server]または [Shutdown Server]を選択しま
す。

• Cisco UCS Manager CLIで、サーバ、またはサーバに関連付けられたサービスプロファイル
に対して power uppower upコマンドまたは power downpower downコマンドを使用します。

電源がオフになっている関連サーバには、次のオプションのいずれも使用しないでください。重要

• GUIの [Reset]

• cycle cycle-immediateまたは CLIの reset hard-reset-immediate

•サーバの物理的な [Power]または [Reset]ボタン

現在電源がオフになっているサーバに対して、リセットまたはサイクルを実施するか、サーバの

物理的な [Power]ボタンを使用すると、サーバの実際の電力状態がサービスプロファイルで必要
とされる電源状態の設定と同期しなくなる可能性があります。サーバと Cisco UCS Manager間の
通信が中断したり、サービスプロファイルの設定が変更されると、CiscoUCSManagerによって、
必要とされる電源の状態がサービスプロファイルからサーバに適用される場合があり、この結果

予期しない電力変化が発生する可能性があります。

電源の同期に関する問題は、次に示すように予期しないサーバの再起動につながる可能性があり

ます。
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通信が中断された後のサーバの

電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オン電源オフUp

電源オン

実行中のサーバは、

サービスプロファイ

ルに必要とされる電

源状態に関係なく

シャットダウンされ

ません。

（注）

電源オンDown

ブレードサーバのブート
[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャットダ
ウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示さ
れます。
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サービスプロファイルからのラックマウントサーバの

ブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは [up]
ステータスが表示されます。

ブレードサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order Details]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[Configured Boot Order]タブをクリック
します。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[Actual Boot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示され
ます。

（注）

ブレードサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

サービスプロファイルに関連付けられたブレードサーバをシャットダウンすると、VIFダウ
ンアラート F0283および F0479が自動的に制限されます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オフ
状態が表示されます。

サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [down]ス
テータスまたは [power-off]ステータスが表示されます。

ブレードサーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信されま
す。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。オペ

レーティングシステムがグレースフルシャットダウンをサポートしていない場合は、サーバの電

源を切ってから入れ直します。CiscoUCSManagerに、サーバをリセットする前にすべての管理操
作を完了させるオプションでは、これらの操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保証

されていません。
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電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを電

源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクションを
選択します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。
ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意） Cisco UCS Managerに、このサーバで保留中のすべての管理操作を完了させる場合
は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]タ
ブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

ブレードサーバの出荷時のデフォルト設定へのリセット
ブレードサーバを出荷時の設定にリセットできるようになりました。デフォルトでは、出荷時へ

のリセット操作は、ストレージドライブおよび flexflashドライブに影響しません。これはデータ
の損失を防止するためです。ただし、これらのデバイスを既知の状態にリセットすることもでき

ます。

ストレージデバイスをリセットすると、データが失われる可能性があります。重要

サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 出荷時のデフォルト設定にリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Reset to Factory Default]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

ステップ 7 表示される [Maintenance Server]ダイアログボックスから適切なオプションを選択します。

•すべてのストレージを削除するには、[Scrub Storage]チェックボックスを選択します。

•すべてのストレージを削除してからすべてのディスクを初期状態に戻すには、[Create Initial
Volumes]チェックボックスを選択します。

[Scrub Storage]チェックボックスを選択した場合のみ、このチェックボックスを選択できま
す。JBODをサポートするサーバの場合、ディスクは JBOD状態になります。JBODをサポー
トしないサーバの場合、各ディスクはディスク内のすべての領域を占有する単一R0ボリュー
ムで初期化されます。

ストレージプロファイルを使用するには、[Create Initial Volumes]ボックスを選択し
ないでください。ストレージプロファイルを使用しているときに初期ボリュームを

作成すると、設定エラーが発生する可能性があります。

重要

•すべての flexflashストレージを削除するには、[ScrubFlexFlash]チェックボックスを選択しま
す。

Cisco UCS Managerは、サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットします。

ブレードサーバの再確認
サーバ、およびそのサーバのエンドポイントすべてを再検出する必要がある場合は、次の手順を

実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していなかった状態から抜け出せ

なくなっている場合に、この手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Re-acknowledge]をクリックし、次に [OK]をクリックしま

す。

Cisco UCSManagerはサーバを接続解除してから、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファブ
リックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合がありま

す。サーバが確認されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示
されます。

シャーシからのサーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 シャーシから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Decommission]をクリックし、[OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ステップ 7 シャーシの物理的な配置場所で、スロットからサーバハードウェアを取り外します。

サーバハードウェアの取り外し方法については、お使いのシャーシの『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

次の作業

ブレードサーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再認識して、Cisco UCS Manager
にこのサーバを再検出させる必要があります。

詳細については、シャーシ内のサーバスロットの再確認, （59ページ）を参照してください。
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ブレードサーバからのインバンド設定の削除
この手順では、ブレードサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアク
ションがグレー表示されている場合、インバンド設定は完了していません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] > [Server Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプール
名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約 1分後、サーバCIMCが
自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

ブレードサーバの解放

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Decommission]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。
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次の作業

ブレードサーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再認識して、Cisco UCS Manager
にこのサーバを再検出させる必要があります。

詳細については、シャーシ内のサーバスロットの再確認, （59ページ）を参照してください。

存在しないブレードサーバエントリの削除
サーバを解放してサーバハードウェアを物理的に取り外したら、次の手順を実行します。この手

順では、[Decommissioned]タブからブレードサーバの既存の古いエントリを削除します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 3 リストから削除する各ブレードサーバの行で、[Recommission]カラムのチェックボックスをオン
にしてから、[Save Changes]をクリックします。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ブレードサーバの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードを展開します。
ステップ 3 [Chassis]ノードをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 5 再稼動する各ブレードサーバの行で、[Recommission]カラムのチェックボックスをオンにしてか
ら、[Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 7 （任意） サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。
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シャーシ内のサーバスロットの再確認
物理ハードウェアをシャーシから取り外さずにブレードサーバを解放した場合、CiscoUCSManager
にサーバを再検出させ、再稼働させるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 スロットを再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Managerに [Resolve Slot Issue]ダイアログボックスが表示された場合は、次のいずれか
の手順を実行します。

説明オプション

このリンクをクリックし、次に確認ダイアログボックスの [Yes]をク
リックします。CiscoUCSManagerはスロットを再認識し、スロット内
のサーバを検出します。

[Situation]領域の [here]
リンク

[General]タブに移動するには、このボタンをクリックします。[Actions]
領域の [Reacknowledge Slot]リンクを使用すると、Cisco UCS Manager
でスロットを再確認し、スロット内のサーバを検出できます。

[OK]

存在しないブレードサーバの設定データベースからの削

除
サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。サー

バが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。

サーバを物理的に削除するには、シャーシからのサーバの削除, （56ページ）を参照してくださ
い。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックし、[OK]をクリックします。

CiscoUCSManagerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除します。
サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。

ブレードサーバのロケータ LED の切り替え

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを点灯します。

• [Turn off Locator LED]：選択したサーバの LEDを消灯します。

• Turn on Master Locator LED：Cisco UCS B460 M4ブレードサーバで、マスターノードの LED
を点灯します。

• [Turn off Master Locator LED]：Cisco UCS B460 M4ブレードサーバで、マスターノードの
LEDを消灯します。

• [Turn on Slave Locator LED]：Cisco UCS B460 M4ブレードサーバで、スレーブノードの LED
を点灯します。

• Turn off Locator LED：Cisco UCS B460 M4ブレードサーバで、スレーブノードの LEDを消
灯します。

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
60

モジュラサーバハードウェア管理

ブレードサーバのロケータ LED の切り替え



ブレードサーバのローカルディスクロケータ LED のオ
ン/オフ切り替え

はじめる前に

•ディスクが装備されたサーバに電源が投入されていることを確認します。サーバがオフの場
合、ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えることはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブの順にクリックします。

ストレージコントローラのインベントリが表示されます。

ステップ 5 ディスクをクリックします。

ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 6 [Details]領域で、[Toggle Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]の状態が [On]の場合は、[Off]に切り替わります。[Locator LED]の状態が [Off]の場
合は、[On]に切り替わります。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

ブレードサーバの CMOS のリセット
場合によっては、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要になることが
あります。CMOSのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。
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ブレードサーバの CIMC のリセット
ファームウェアの場合、サーバのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になる
ことがあります。CIMCのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。CIMCの
リセット後、CIMCは、そのサーバで実行中のバージョンのファームウェアを使ってリブートし
ます。

CIMCをリセットすると、CIMCがリブートするまでCiscoUCSの電力モニタリング機能が短時間
使用不能になります。通常は20秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超える可能性
があります。低い電力制限が設定された環境で、設定された電力制限を超えないようにするには、

CIMCのリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]をク

リックします。

ブレードサーバの TPM のクリア
TPMがサポートされている Cisco UCSM4以降のブレードサーバおよびラックマウントサーバで
のみ、TPMをクリアできます。

TPMのクリアは危険性のある操作です。OSが起動を停止することがあります。また、データ
を損失する可能性もあります。

注意

はじめる前に

TPMが有効である必要があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 TPMをクリアするサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Clear TPM]をクリックし、[OK]をクリックします。

ブレードサーバの POST 結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示でき
ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POSTResults]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表示さ
れます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

ブレードサーバからの NMI の発行
システムが応答しないままになっており、Cisco UCSManagerで、CIMCからマスク不能割り込み
（NMI）を BIOSまたはオペレーティングシステムに発行する必要がある場合は、次の手順を実
行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティングシステム

応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Diagnostic Interrupt]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。

ブレードサーバのヘルスイベントの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ヘルスイベントを表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Health]タブをクリックします。
このサーバでトリガーされたヘルスイベントが表示されます。このタブのフィールドは次のとお

りです。

説明名前

[Health Summary]領域

コンポーネントに対してトリガーされるすべて

のヘルスイベントのカンマ区切りの名前。

[Health Qualifier]フィールド

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
64

モジュラサーバハードウェア管理

ブレードサーバのヘルスイベントの表示



説明名前

コンポーネントに対してトリガーされるすべて

のステータスイベントの最高重大度。次のいず

れかになります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Health Severity]フィールド

[Health Details]領域

ヘルスイベントの重大度。次のいずれかになり

ます。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Severity]カラム

ヘルスイベントの名前。[Name]カラム

ヘルスイベントの詳細。[Description]カラム

ヘルスイベントの現在の値。[Value]カラム

[Details]領域には、[Health Details]領域で選択
するヘルスイベントの [Name]、[Description]
、[Severity]および [Value]の詳細が表示されま
す。

[Details]領域
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ヘルス LED アラーム
ブレードヘルス LEDは、各 Cisco UCS Bシリーズブレードサーバの前面にあります。Cisco UCS
Managerでは、センサー故障が発生すると、ブレードヘルスLEDが緑色からオレンジ色またはオ
レンジ色の点滅に変化します。

ヘルス LEDアラームには次の情報が表示されます。

説明名前

アラームの重大度。次のいずれかになります。

• [Critical]：ブレードヘルスLEDがオレンジで点滅します。
これは赤色のドットで示されます。

• [Minor]：ブレードヘルス LEDがオレンジに点灯します。
これはオレンジ色のドットで示されます。

[Severity]カラム

アラームの簡単な説明。[Description]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの ID。[Sensor ID]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの名前。[Sensor Name]カラム

ヘルス LED アラームの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ヘルス LEDアラームを表示する対象のサーバをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[View Health LED Alarms]をクリックします。
[View Health LED Alarms]ダイアログボックスに、選択したサーバのヘルス LEDアラームが一覧
表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして、[View Health LED Alarms]ダイアログボックスを閉じます。
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Smart SSD
Cisco UCSManagerリリース 3.1(3)から、SSDヘルスのモニタリングがサポートされています。こ
の機能は Smart SSDと呼ばれます。消耗ステータス（日数）、残り耐用期間のパーセンテージな
どのプロパティに関する統計情報が表示されます。プロパティごとに最小値、最大値、平均値が

記録され、表示されます。この機能では、プロパティのしきい値制限も表示されます。

Smart SSD機能は、一部の SSDでのみサポートされています。HDDではサポートされていま
せん。

（注）

サポートされる SSDの SATAレンジは次のとおりです。

• Intel

• Samsung

• Micron

サポートされる SSDの SASレンジは次のとおりです。

•東芝

• Sandisk

• Samsung

• Micron

（注） • SAS SSDでは [Power-On Hours]と [Power Cycle Count]は使用できません。

• Smart SSD機能はM4サーバ以降でのみサポートされています。

SSD ヘルスのモニタリング

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Number] > [Inventory] > [Storage]に移動します。
ステップ 2 SSDヘルスを表示するコントローラコンポーネントをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインで [Statistics]タブをクリックします。

ステップ 4 ヘルスプロパティを表示する SSDをクリックします。
次の値を確認します。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
67

モジュラサーバハードウェア管理

Smart SSD



• [PercentageLifeLeft]：耐用期間を表示します。これにより、必要に応じてアクションを実行で
きます。

• [PowerCycleCount]：サーバのリブートで SSDの電源が再投入された回数を示します。

• [PowerOnHours]：SSDの電源がオンになっている期間を示します。要件に基づいてSSDを交
換するか、またはオフにできます。

他のプロパティが変化した場合は、更新後の [PowerOnHours]が表示されま
す。

（注）

• [WearStatusInDays]：特定の時点でのワークロード特性に基づいて、SSDの消耗状況に関する
ガイダンスが示されます。

これらの値は 1時間ごとに更新されます。

これらの値に対してしきい値制限を指定できます。これにより、値がそのしきい値

制限に達するかまたは超過するとエラーとなります。Smart SSD機能は温度を追跡
します。温度がしきい値制限 (90°C)を超え、これが原因でディスクが劣化状態に
なり、劣化の理由が通知されると、エラーを示します。

（注）
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第 7 章

ラックマウントサーバハードウェア管理

• ラックマウントサーバ管理, 70 ページ

• ラックマウントサーバの削除および解放に関するガイドライン, 70 ページ

• 予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項, 71 ページ

• ラックマウントサーバのブート, 72 ページ

• サービスプロファイルからのラックマウントサーバのブート, 73 ページ

• ラックマウントサーバのブート順序の決定, 73 ページ

• ラックマウントサーバのシャットダウン, 74 ページ

• サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン, 75 ページ

• ラックマウントサーバのリセット, 75 ページ

• ラックマウントサーバの出荷時のデフォルト設定へのリセット, 76 ページ

• ラックマウントサーバの再確認, 77 ページ

• ラックマウントサーバからのインバンド設定の削除, 78 ページ

• ラックマウントサーバの解放, 79 ページ

• ラックマウントサーバの再稼動, 79 ページ

• ラックマウントサーバの番号付け直し, 79 ページ

• 存在しないラックマウントサーバの設定データベースからの削除, 80 ページ

• ラックマウントサーバのロケータ LEDの切り替え, 81 ページ

• ラックマウントサーバのローカルディスクロケータ LEDのオン/オフ切り替え, 81 ページ

• ラックマウントサーバの CMOSのリセット, 82 ページ

• ラックマウントサーバの CIMCのリセット, 82 ページ

• ラックマウントサーバの TPMのクリア, 83 ページ
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• ラックマウントサーバからの NMIの発行, 83 ページ

• ラックマウントサーバのヘルスイベントの表示, 84 ページ

• ラックマウントサーバの POST結果の表示, 86 ページ

• Power Transition Logの表示, 86 ページ

ラックマウントサーバ管理
Cisco UCS Managerを使用して、Cisco UCSドメインに統合されているすべてのラックマウント
サーバを管理およびモニタすることができます。電力制限を除くすべての管理およびモニタリン

グ機能がラックマウントサーバでサポートされます。電源状態の変更など一部のラックマウント

サーバ管理タスクは、サーバとサービスプロファイルの両方から行うことができます。残りの管

理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供し
ます。

サポートされる Cisco UCSラックマウントサーバと Cisco UCSManagerとの統合方法について
は、ご使用の Cisco UCS Managerのリリースに応じた Cisco UCS Cシリーズサーバ統合ガイド
または Cisco UCS Sシリーズサーバ統合ガイドを参照してください。

ヒント

ラックマウントサーバの削除および解放に関するガイド

ライン
Cisco UCS Managerを使ってラックマウントサーバを削除するか解放するかを決定する場合は、
次のガイドラインを考慮してください。

ラックマウントサーバの解放

解放は、ラックマウントサーバが物理的に存在し接続しているときに、一時的に設定から削除す

る場合に実行します。解放されたラックマウントサーバは最終的に再稼働することが予測される

ので、サーバの情報部分は、将来の使用に備え、Cisco UCS Managerによって保持されます。

ラックマウントサーバの削除

削除は、ラックマウントサーバをファブリックエクステンダから接続解除して、システムから物

理的に削除する（取り外す）場合に実行します。ラックマウントサーバが物理的に存在し、ファ

ブリックエクステンダに接続しているときは、Cisco UCS Managerから削除できません。ラック
マウントサーバの接続を解除した後、その設定を Cisco UCS Managerから削除できます。

削除時、管理インターフェイスは接続解除され、すべてのエントリがデータベースから削除され

ます。サーバは検出時に割り当てられたすべてのサーバプールから自動的に削除されます。
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自動的に削除されるのは、検出時に自動的にサーバプールに追加されたサーバだけです。サー

バプールに手動で追加したサーバは手動で削除する必要があります。

（注）

削除したラックマウントサーバを再び設定に追加する場合は、それを再び接続して検出する必要

があります。CiscoUCSManagerに再導入したサーバは新規サーバとみなされ、詳細なディスカバ
リプロセスが実施されます。このため、Cisco UCS Managerによって以前とは異なる新しい IDが
サーバに割り当てられることがあります。

予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項
サーバがサービスプロファイルに関連付けられていない場合は、サーバの物理的な [Power]また
は [Reset]ボタンなど、サーバの電源状態を変更するために使用可能な手段をすべて使用できま
す。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられているか、サービスプロファイルに割り当てられ

ている場合は、サーバの電源状態の変更は次の方法でのみ行う必要があります。

• Cisco UCS Manager GUIで、サーバに関連付けられたサーバまたはサービスプロファイルの
[General]タブに移動し、[Actions]領域で [Boot Server]または [Shutdown Server]を選択しま
す。

• Cisco UCS Manager CLIで、サーバ、またはサーバに関連付けられたサービスプロファイル
に対して power uppower upコマンドまたは power downpower downコマンドを使用します。

電源がオフになっている関連サーバには、次のオプションのいずれも使用しないでください。重要

• GUIの [Reset]

• cycle cycle-immediateまたは CLIの reset hard-reset-immediate

•サーバの物理的な [Power]または [Reset]ボタン

現在電源がオフになっているサーバに対して、リセットまたはサイクルを実施するか、サーバの

物理的な [Power]ボタンを使用すると、サーバの実際の電力状態がサービスプロファイルで必要
とされる電源状態の設定と同期しなくなる可能性があります。サーバと Cisco UCS Manager間の
通信が中断したり、サービスプロファイルの設定が変更されると、CiscoUCSManagerによって、
必要とされる電源の状態がサービスプロファイルからサーバに適用される場合があり、この結果

予期しない電力変化が発生する可能性があります。

電源の同期に関する問題は、次に示すように予期しないサーバの再起動につながる可能性があり

ます。
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通信が中断された後のサーバの

電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オン電源オフUp

電源オン

実行中のサーバは、

サービスプロファイ

ルに必要とされる電

源状態に関係なく

シャットダウンされ

ません。

（注）

電源オンDown

ラックマウントサーバのブート
[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャットダ
ウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示さ
れます。
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サービスプロファイルからのラックマウントサーバの

ブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは [up]
ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
73

ラックマウントサーバハードウェア管理

サービスプロファイルからのラックマウントサーバのブート



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order Details]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[Configured Boot Order]タブをクリック
します。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[Actual Boot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示され
ます。

（注）

ラックマウントサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オフ
状態が表示されます。
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サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [down]ス
テータスまたは [power-off]ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信されま
す。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。オペ

レーティングシステムがグレースフルシャットダウンをサポートしていない場合は、サーバの電

源を切ってから入れ直します。CiscoUCSManagerに、サーバをリセットする前にすべての管理操
作を完了させるオプションでは、これらの操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保証

されていません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを電

源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクションを
選択します。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。
ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意） Cisco UCS Managerに、このサーバで保留中のすべての管理操作を完了させる場合
は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]タ
ブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

ラックマウントサーバの出荷時のデフォルト設定へのリ

セット
ラックマウントサーバを出荷時の設定にリセットできるようになりました。デフォルトでは、出

荷時へのリセット操作は、ストレージドライブおよび flexflashドライブなどのストレージに影響
しません。これはデータの損失を防止するためです。ただし、これらのデバイスを既知の状態に

リセットすることもできます。

ストレージデバイスをリセットすると、データが失われる可能性があります。重要

サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 出荷時のデフォルト設定にリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Reset to Factory Default]をクリックし、[OK]をクリックし

ます。

ステップ 7 表示される [Maintenance Server]ダイアログボックスから適切なオプションを選択します。

•すべてのストレージを削除するには、[Scrub Storage]チェックボックスを選択します。

•すべてのストレージを削除してからすべてのディスクを初期状態に戻すには、[Create Initial
Volumes]チェックボックスを選択します。

[Scrub Storage]チェックボックスを選択した場合のみ、このチェックボックスを選択できま
す。JBODをサポートするサーバの場合、ディスクは JBOD状態になります。JBODをサポー
トしないサーバの場合、各ディスクはディスク内のすべての領域を占有する単一R0ボリュー
ムで初期化されます。

ストレージプロファイルを使用するには、[Create Initial Volumes]チェックボックス
を選択しないでください。ストレージプロファイルを使用しているときに初期ボ

リュームを作成すると、設定エラーが発生する可能性があります。

重要

•すべての flexflashストレージを削除するには、[ScrubFlexFlash]チェックボックスを選択しま
す。

Cisco UCS Managerは、サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットします。

ラックマウントサーバの再確認
サーバ、およびそのサーバのエンドポイントすべてを再検出する必要がある場合は、次の手順を

実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していなかった状態から抜け出せ

なくなっている場合に、この手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Re-acknowledge]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCSManagerはサーバを接続解除してから、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファブ
リックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合がありま

す。サーバが認識されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示
されます。

ラックマウントサーバからのインバンド設定の削除
この手順では、ラックサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアクショ
ンがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] > [Server Number]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプール
名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除してから約 1分後に、サーバ
CIMCが自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）
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ラックマウントサーバの解放

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Decommission]をクリックし、[OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ラックマウントサーバの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]で、[Rack-Mounts]ノードを選択します。
ステップ 3 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 4 再稼動する各ラックマウントサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
b) [Save Changes]をクリックします

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 6 （任意） サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

ラックマウントサーバの番号付け直し

はじめる前に

サーバ間で IDを交換する場合は、まず両方のサーバを解放し、サーバ解放 FSMが完了するのを
待ってから、番号の再設定手順に進みます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 [Servers]ノードを展開し、以下が含まれていないことを確認します。

•番号を付け直すラックマウントサーバ

•使用する番号を持つラックマウントサーバ

これらのサーバのいずれかが [Servers]ノードに表示されている場合は、それらのサーバを解放し
ます。続行前に、解放FSMが完了し、サーバがノードにリストされなくなるまで待機する必要が
あります。これには数分かかる場合があります。

ステップ 4 番号を付け直すラックマウントサーバを選択します。

ステップ 5 [Equipment]タブで [Rack-Mounts]ノードをクリックします。
ステップ 6 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 7 番号を付け直す各ラックマウントサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [ID]フィールド内でダブルクリックし、ラックマウントサーバに割り当てる新しい番号を入力
します。

b) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
c) [Save Changes]をクリックします

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 9 （任意） サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

存在しないラックマウントサーバの設定データベースか

らの削除
サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。サー

バが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックし、[OK]をクリックします。

CiscoUCSManagerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除します。
サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。

ラックマウントサーバのロケータ LED の切り替え

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]

• [Turn off Locator LED]

ラックマウントサーバのローカルディスクロケータ LED
のオン/オフ切り替え

はじめる前に

•ディスクが配置されるサーバの電源が投入されていることを確認します。サーバがオフの場
合、ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えることはできません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブの順にクリックします。

ストレージコントローラのインベントリが表示されます。

ステップ 5 ディスクをクリックします。

ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 6 [Details]領域で、[Toggle Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]の状態が [On]の場合は、[Off]に切り替わります。[Locator LED]の状態が [Off]の場
合は、[On]に切り替わります。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

ラックマウントサーバの CMOS のリセット
場合によっては、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要になることが
あります。CMOSのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。

ラックマウントサーバの CIMC のリセット
ファームウェアの場合、サーバのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になる
ことがあります。CIMCのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。CIMCの
リセット後、CIMCは、そのサーバで実行中のバージョンのファームウェアを使ってリブートし
ます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]をク

リックします。

ラックマウントサーバの TPM のクリア
TPMがサポートされている Cisco UCSM4以降のブレードサーバおよびラックマウントサーバで
のみ、TPMをクリアできます。

TPMのクリアは危険性のある操作です。OSが起動を停止することがあります。また、データ
を損失する可能性もあります。

注意

はじめる前に

TPMが有効である必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 TPMをクリアするサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Clear TPM]をクリックし、[OK]をクリックします。

ラックマウントサーバからの NMI の発行
システムが応答しないままになっており、Cisco UCSManagerで、CIMCからマスク不能割り込み
（NMI）を BIOSまたはオペレーティングシステムに発行する必要がある場合は、次の手順を実
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行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティングシステム

応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで [Diagnostic Interrupt]をクリックし、[OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。

ラックマウントサーバのヘルスイベントの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ヘルスイベントを表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Health]タブをクリックします。
このサーバでトリガーされたヘルスイベントが表示されます。このタブのフィールドは次のとお

りです。

説明名前

[Health Summary]領域

コンポーネントに対してトリガーされるすべて

のヘルスイベントのカンマ区切りの名前。

[Health Qualifier]フィールド
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説明名前

コンポーネントに対してトリガーされるすべて

のステータスイベントの最高重大度。次のいず

れかになります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Health Severity]フィールド

[Health Details]領域

ヘルスイベントの重大度。次のいずれかになり

ます。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Severity]カラム

ヘルスイベントの名前。[Name]カラム

ヘルスイベントの詳細。[Description]カラム

ヘルスイベントの現在の値。[Value]カラム

[Details]領域には、[Health Details]領域で選択
するヘルスイベントの [Name]、[Description]
、[Severity]および [Value]の詳細が表示されま
す。

[Details]領域
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ラックマウントサーバの POST 結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示でき
ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POSTResults]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表示さ
れます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

Power Transition Log の表示
Power Transition Logを確認できます。このログには、最後の 5つのサーバの電力遷移が表示され
ます。表示される情報には、[Power Change Source]や [Timestamp]などがあります。

一意の電力遷移イベントだけが表示されます。UCSMにより開始された電力遷移の場合、電力遷
移を引き起こした FSMが表示されます。

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers]を選択します。
ステップ 2 Power Transition Logを表示するサーバを選択します。

[General]タブに [Power Transition Log]が表示されます。
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第 8 章

コンピュートカートリッジハードウェア管

理

• コンピュートカートリッジ, 87 ページ

• カートリッジの除去, 87 ページ

• シャーシのカートリッジスロットの確認, 88 ページ

コンピュートカートリッジ
コンピュートカートリッジは最大 2つの Cisco UCSモジュラサーバで構成されます。それぞれの
サーバは、サーバ固有の CIMCインスタンスを使用して個別に管理することが可能であり、独自
のメモリとCPUが搭載されています。カートリッジに I/Oアダプタやローカルストレージは内蔵
されていません。

カートリッジの除去
次の手順を実行する前に、カートリッジをシャーシから物理的に取り外します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges]の順に展開します
ステップ 3 構成データベースから削除するカートリッジを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Remove Cartridge]をクリックし、[OK]をクリックします。
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Cisco UCS Managerが、カートリッジに関するすべてのデータを構成データベースから削除しま
す。これで、カートリッジスロットが新しいカートリッジハードウェアを挿入するために使用で

きる状態になります。

シャーシのカートリッジスロットの確認
カートリッジを別のカートリッジに交換した場合、または同じシャーシあるいは異なるシャーシ

の新しいスロットに再配置した場合は、カートリッジのスロットが不一致の状態になり、

[Re-acknowledge Slot]アクションが有効になります。カートリッジのスロットが不一致の状態に
なったら、次の手順に従ってカートリッジのスロットの確認を行います。

2つのカートリッジを交換した場合は、いずれか一方のカートリッジを確認することで、両方
のスロットのスロット状態が自動的に解決されます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges]の順に展開します
ステップ 3 再確認するカートリッジを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Re-acknowledge Slot]をクリックし、[OK]をクリックします。
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第 9 章

モジュラサーバハードウェア管理

• モジュラサーバ管理, 90 ページ

• モジュラサーバのブート, 90 ページ

• サービスプロファイルからのラックマウントサーバのブート, 90 ページ

• モジュラサーバのブート順序の決定, 91 ページ

• モジュラサーバのシャットダウン, 91 ページ

• サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン, 92 ページ

• モジュラサーバのリセット, 93 ページ

• モジュラサーバの再認識, 93 ページ

• モジュラサーバからのインバンド設定の削除, 94 ページ

• サーバの稼働停止, 95 ページ

• モジュラサーバの再稼働, 95 ページ

• サーバのロケータ LEDのオン/オフ切り替え, 96 ページ

• モジュラサーバのローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフ切り替え, 96 ページ

• モジュラサーバの CMOSのリセット, 97 ページ

• モジュラサーバの CIMCのリセット, 97 ページ

• サーバからの NMIの発行, 98 ページ

• サーバのヘルスイベントの表示, 99 ページ

• ヘルス LEDアラーム, 100 ページ

• モジュラサーバの POST結果の表示, 101 ページ
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モジュラサーバ管理
モジュラサーバはコンピュートカートリッジに含まれています。カートリッジからサーバを削除

することはできません。

モジュラサーバのブート
[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャットダ
ウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示さ
れます。

サービスプロファイルからのラックマウントサーバの

ブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは [up]
ステータスが表示されます。

モジュラサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order Details]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[Configured Boot Order]タブをクリック
します。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[Actual Boot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示され
ます。

（注）

モジュラサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。
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[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オフ
状態が表示されます。

サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [down]ス
テータスまたは [power-off]ステータスが表示されます。
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モジュラサーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信されま
す。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。オペ

レーティングシステムがグレースフルシャットダウンをサポートしていない場合は、サーバの電

源を切ってから入れ直します。CiscoUCSManagerに、サーバをリセットする前にすべての管理操
作を完了させるオプションでは、これらの操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保証

されていません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを電

源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクションを
選択します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。
ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意） Cisco UCS Managerに、このサーバで保留中のすべての管理操作を完了させる場合
は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]タ
ブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

モジュラサーバの再認識
サーバ、およびそのサーバのエンドポイントすべてを再検出する必要がある場合は、次の手順を

実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していなかった状態から抜け出せ

なくなっている場合に、この手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Re-acknowledge]をクリックし、次に [OK]をクリックしま

す。

Cisco UCSManagerはサーバを接続解除してから、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファブ
リックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合がありま

す。サーバが確認されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示
されます。

モジュラサーバからのインバンド設定の削除
この手順では、サーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアクションがグ
レー表示されている場合、インバンド設定は完了していません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 インバンド管理 IP設定を削除するサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC]サブタブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 7 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプール
名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約 1分後、サーバCIMCが
自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）
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サーバの稼働停止
サーバを一時的に UCSM構成から削除するには、サーバの稼働停止を行います。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Decommission]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

次の作業

サーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再認識して、CiscoUCSManagerにこのサー
バを再検出させる必要があります。

モジュラサーバの再稼働

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードを展開します。
ステップ 3 [Chassis]ノードをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 5 再稼動する各サーバの行で、[Recommission]カラムのチェックボックスをオンにしてから、[Save
Changes]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 7 （任意） サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。
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サーバのロケータ LED のオン/オフ切り替え

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを点灯します。

• [Turn off Locator LED]：選択したサーバの LEDを消灯します。

モジュラサーバのローカルディスクのロケータ LED のオ
ン/オフ切り替え

はじめる前に

•ディスクが配備されたサーバに電源が投入されていることを確認します。サーバがオフの場
合、ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えることはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブの順にクリックします。

ストレージコントローラのインベントリが表示されます。

ステップ 5 ディスクをクリックします。

ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 6 [Details]領域で、[Toggle Locator LED]をクリックします。
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[Locator LED]の状態が [On]の場合は、[Off]に切り替わります。[Locator LED]の状態が [Off]の場
合は、[On]に切り替わります。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

モジュラサーバの CMOS のリセット
場合によっては、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要になることが
あります。CMOSのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。

モジュラサーバの CIMC のリセット
ファームウェアの場合、サーバのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になる
ことがあります。CIMCのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。CIMCの
リセット後、CIMCは、そのサーバで実行中のバージョンのファームウェアを使ってリブートし
ます。

CIMCをリセットすると、CIMCがリブートするまでCiscoUCSの電力モニタリング機能が短時間
使用不能になります。通常は20秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超える可能性
があります。低い電力制限が設定された環境で、設定された電力制限を超えないようにするには、

CIMCのリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してください。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]をク

リックします。

サーバからの NMI の発行
システムが応答しないままになっており、Cisco UCSManagerで、CIMCからマスク不能割り込み
（NMI）を BIOSまたはオペレーティングシステムに発行する必要がある場合は、次の手順を実
行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティングシステム

応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 NMIの発行元サーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Diagnostic Interrupt]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。
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サーバのヘルスイベントの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 ヘルスイベントを表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Health]タブをクリックします。
このサーバでトリガーされたヘルスイベントが表示されます。このタブのフィールドは次のとお

りです。

説明名前

[Health Summary]領域

コンポーネントに対してトリガーされるすべて

のヘルスイベントのカンマ区切りの名前。

[Health Qualifier]フィールド

コンポーネントに対してトリガーされるすべて

のステータスイベントの最高重大度。次のいず

れかになります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Health Severity]フィールド

[Health Details]領域
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説明名前

ヘルスイベントの重大度。次のいずれかになり

ます。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Severity]カラム

ヘルスイベントの名前。[Name]カラム

ヘルスイベントの詳細。[Description]カラム

ヘルスイベントの現在の値。[Value]カラム

[Details]領域には、[Health Details]領域で選択
するヘルスイベントの [Name]、[Description]
、[Severity]および [Value]の詳細が表示されま
す。

[Details]領域

ヘルス LED アラーム
サーバヘルスLEDは、各CiscoUCSUCSMシリーズサーバの前面にあります。CiscoUCSManager
ではセンサー故障が発生すると、サーバヘルスLEDの色がグリーンからオレンジ、またはオレン
ジの点滅に変わります。

ヘルス LEDアラームには次の情報が表示されます。
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説明名前

アラームの重大度。次のいずれかになります。

• [Critical]：ブレードヘルスLEDがオレンジで点滅します。
これは赤色のドットで示されます。

• [Minor]：ブレードヘルス LEDがオレンジに点灯します。
これはオレンジ色のドットで示されます。

[Severity]カラム

アラームの簡単な説明。[Description]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの ID。[Sensor ID]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの名前。[Sensor Name]カラム

ヘルス LED アラームの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 ヘルス LEDアラームを表示する対象のサーバをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[View Health LED Alarms]をクリックします。
[View Health LED Alarms]ダイアログボックスに、選択したサーバのヘルス LEDアラームが一覧
表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして、[View Health LED Alarms]ダイアログボックスを閉じます。

モジュラサーバの POST 結果の表示
サーバの電源投入時自己診断テスト中に収集されたすべてのエラーを表示できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POST Results]ダイアログボックスに、サーバの POST結果が一覧表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。
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• Cisco UCS S3260サーバノードのヘルスイベントの表示, 117 ページ

• ヘルス LEDアラーム, 119 ページ

Cisco UCS S3260 サーバノード管理
Cisco UCSManagerでは、Cisco UCSドメインのすべての Cisco UCS S3260 サーバノードを管理、
モニタできます。電源状態の変更など一部のサーバ管理タスクは、サーバおよびサービスプロ

ファイルから実行できます。

残りの管理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

シャーシ内のサーバスロットが空の場合、そのスロットに関する情報、エラー、および障害が

CiscoUCSManagerから提供されます。サーバミスマッチエラーを解決し、そのスロット内のサー
バを再検出するために、スロットを再認識させることもできます。

Cisco UCS S3260 サーバノードのブート
[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャットダ
ウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示さ
れます。
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サービスプロファイルからのCisco UCS S3260 サーバノー
ドのブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織、または適切なサービスプロファイルが含まれている組織

のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは [up]
ステータスが表示されます。

Cisco UCS S3260 サーバノードのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order Details]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[Configured Boot Order]タブをクリック
します。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[Actual Boot
Order]タブをクリックします。

Cisco UCS S3260 サーバノードのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オフ
状態が表示されます。
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サービスプロファイルからのCisco UCS S3260 サーバノー
ドのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 関連付けられているサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 シャットダウンするサーバと関連付けられたサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [down]ス
テータスまたは [power-off]ステータスが表示されます。

Cisco UCS S3260 サーバノードのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信されま
す。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。オペ

レーティングシステムがグレースフルシャットダウンをサポートしていない場合は、サーバの電

源を切ってから入れ直します。CiscoUCSManagerに、サーバをリセットする前にすべての管理操
作を完了させるオプションでは、これらの操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保証

されていません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを電

源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクションを
選択します。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。
ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意） Cisco UCS Managerに、このサーバで保留中のすべての管理操作を完了させる場合
は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]タ
ブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

Cisco UCS S3260 サーバノードの出荷時の初期状態へのリ
セット

Cisco UCS S3260 サーバノードを出荷時の設定にリセットできるようになりました。デフォルト
では、出荷時へのリセット操作は、ストレージドライブに影響しません。これはデータの損失を

防止するためです。ただし、これらのデバイスを既知の状態にリセットすることもできます。

次のガイドラインは、スクラブポリシーを使用する場合に Cisco UCS S3260 サーバノードに適用
されます。

• Cisco UCS S3260 サーバノードでは、スクラブポリシーを使用してストレージを削除するこ
とはできません。

• Cisco UCS S3260 サーバノードでは、FlexFlashドライブはサポートされていません。

• Cisco UCS S3260 サーバノードでは、スクラブポリシーを使用して BIOSだけをリセットで
きます。

ストレージデバイスをリセットすると、データが失われる可能性があります。重要

サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 出荷時のデフォルト設定にリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Reset to Factory Default]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

ステップ 7 表示される [Maintenance Server]ダイアログボックスから適切なオプションを選択します。

•すべてのストレージを削除するには、[Scrub Storage]チェックボックスを選択します。

Cisco UCS S3260 サーバノードでは、スクラブポリシーを使用してストレージを
削除することはできません。

（注）

•すべてのストレージを削除してからすべてのディスクを初期状態に戻すには、[Create Initial
Volumes]チェックボックスを選択します。

[Scrub Storage]チェックボックスを選択した場合のみ、このチェックボックスを選択できま
す。JBODをサポートするサーバの場合、ディスクは JBOD状態になります。JBODをサポー
トしないサーバの場合、各ディスクはディスク内のすべての領域を占有する単一R0ボリュー
ムで初期化されます。

ストレージプロファイルを使用するには、[Create Initial Volumes]ボックスを選択し
ないでください。ストレージプロファイルを使用しているときに初期ボリュームを

作成すると、設定エラーが発生する可能性があります。

重要

Cisco UCS Managerは、サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットします。

Cisco UCS S3260 サーバノードの再確認
サーバ、およびそのサーバのエンドポイントすべてを再検出する必要がある場合は、次の手順を

実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していなかった状態から抜け出せ

なくなっている場合に、この手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Re-acknowledge]をクリックし、次に [OK]をクリックしま

す。

Cisco UCSManagerはサーバを接続解除してから、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファブ
リックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合がありま

す。サーバが確認されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示
されます。

シャーシからの Cisco UCS S3260 サーバノードの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 シャーシから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Decommission]をクリックし、[OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ステップ 7 シャーシの物理的な配置場所で、スロットからサーバハードウェアを取り外します。

サーバハードウェアの取り外し方法については、お使いのシャーシの『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

次の作業

サーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再認識して、CiscoUCSManagerにこのサー
バを再検出させる必要があります。
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Cisco UCS S3260 サーバノードからのインバンド設定の削
除

この手順では、ブレードサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアク
ションがグレー表示されている場合、インバンド設定は完了していません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] > [Server Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプール
名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約 1分後、サーバCIMCが
自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

Cisco UCS S3260 ノードの使用停止

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Decommission]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。
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次の作業

サーバを物理的に取り付けなおす場合は、Cisco UCSManagerにスロットを再認識させ、そのサー
バを再検出させる必要があります。

Cisco UCS S3260 サーバノードの再稼働

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Chassis]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 4 再稼動する各サーバの行で、[Recommission]カラムのチェックボックスをオンにしてから、[Save
Changes]をクリックします。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 6 （任意） サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

S3260 シャーシ内のサーバスロットの再認識
物理ハードウェアをシャーシから取り外さずにサーバの稼働を中止した場合、Cisco UCSManager
にサーバを再検出させ、再認識させるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 スロットを再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Managerに [Resolve Slot Issue]ダイアログボックスが表示された場合は、次のいずれか
の手順を実行します。

説明オプション

このリンクをクリックし、次に確認ダイアログボックスの [Yes]をク
リックします。CiscoUCSManagerはスロットを再認識し、スロット内
のサーバを検出します。

[Situation]領域の [here]
リンク
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説明オプション

[General]タブに移動するには、このボタンをクリックします。[Actions]
領域の [Reacknowledge Slot]リンクを使用すると、Cisco UCS Manager
でスロットを再確認し、スロット内のサーバを検出できます。

[OK]

設定データベースからの存在しないCisco UCS S3260 サー
バノードの削除

サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。サー

バが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。

サーバを物理的に削除するには、シャーシからの Cisco UCS S3260サーバノードの削除, （110
ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックし、[OK]をクリックします。

CiscoUCSManagerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除します。
サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。
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Cisco UCS S3260 サーバノードのロケータ LED のオン/オ
フ切り替え

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを点灯します。

• [Turn off Locator LED]：選択したサーバの LEDを消灯します。

Cisco UCS S3260 サーバノードのローカルディスクロケー
タ LED のオン/オフ切り替え

はじめる前に

•ディスクがゾーン分割されていることを確認します。ゾーン分割されていないディスクで
は、ロケータ LEDのオンおよびオフはできません。

•ディスクが配置されるサーバの電源が投入されていることを確認します。サーバがオフの場
合、ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えることはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブの順にクリックします。

ストレージコントローラのインベントリが表示されます。

ステップ 5 ディスクをクリックします。
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ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 6 [Details]領域で、[Toggle Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]の状態が [On]の場合は、[Off]に切り替わります。[Locator LED]の状態が [Off]の場
合は、[On]に切り替わります。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS S3260 サーバノードの CIMC のリセット
ファームウェアの場合、サーバのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になる
ことがあります。CIMCのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。CIMCの
リセット後、CIMCは、そのサーバで実行中のバージョンのファームウェアを使ってリブートし
ます。

CIMCをリセットすると、CIMCがリブートするまでCiscoUCSの電力モニタリング機能が短時間
使用不能になります。通常は20秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超える可能性
があります。低い電力制限が設定された環境で、設定された電力制限を超えないようにするには、

CIMCのリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]をク

リックします。

Cisco UCS S3260 サーバノードの CMOS のリセット
場合によっては、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要になることが
あります。CMOSのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。

Cisco UCS S3260 サーバノードからの NMI の発行
システムが応答しないままになっており、Cisco UCSManagerで、CIMCからマスク不能割り込み
（NMI）を BIOSまたはオペレーティングシステムに発行する必要がある場合は、次の手順を実
行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティングシステム

応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Diagnostic Interrupt]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。

Cisco UCS S3260 サーバノードの POST 結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示でき
ます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POSTResults]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表示さ
れます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

Cisco UCS S3260 サーバノードのヘルスイベントの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ヘルスイベントを表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Health]タブをクリックします。
このサーバでトリガーされたヘルスイベントが表示されます。このタブのフィールドは次のとお

りです。

説明名前

[Health Summary]領域

コンポーネントに対してトリガーされるすべて

のヘルスイベントのカンマ区切りの名前。

[Health Qualifier]フィールド
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説明名前

コンポーネントに対してトリガーされるすべて

のステータスイベントの最高重大度。次のいず

れかになります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Health Severity]フィールド

[Health Details]領域

ヘルスイベントの重大度。次のいずれかになり

ます。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Severity]カラム

ヘルスイベントの名前。[Name]カラム

ヘルスイベントの詳細。[Description]カラム

ヘルスイベントの現在の値。[Value]カラム

[Details]領域には、[Health Details]領域で選択
するヘルスイベントの [Name]、[Description]
、[Severity]および [Value]の詳細が表示されま
す。

[Details]領域
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ヘルス LED アラーム
サーバヘルス LEDは、各サーバの前面にあります。Cisco UCS Managerでは、センサー故障が発
生すると、ブレードヘルス LEDが緑色からオレンジ色またはオレンジ色の点滅に変化します。

ヘルス LEDアラームには次の情報が表示されます。

説明名前

アラームの重大度。次のいずれかになります。

•重要：サーバのステータス LEDがオレン
ジ色に点滅します。これは赤色のドットで

示されます。

•マイナー：サーバのステータス LEDがオ
レンジ色です。これはオレンジ色のドット

で示されます。

[Severity]カラム

アラームの簡単な説明。[Description]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの ID。[Sensor ID]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの名前。[Sensor Name]カラム

ヘルス LED アラームの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ヘルス LEDアラームを表示する対象のサーバをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[View Health LED Alarms]をクリックします。
[View Health LED Alarms]ダイアログボックスに、選択したサーバのヘルス LEDアラームが一覧
表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして、[View Health LED Alarms]ダイアログボックスを閉じます。
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第 11 章

サーバプール

• サーバプールの設定, 121 ページ

• UUID接尾辞プールの設定, 124 ページ

• IPプールの設定, 126 ページ

サーバプールの設定

サーバプール

サーバプールは複数のサーバで構成されています。これらのサーバは通常、同じ特性を持ってい

ます。これらの特性は、シャーシ内の位置であったり、サーバタイプ、メモリ容量、ローカルス

トレージ、CPUのタイプ、ローカルドライブ設定などの属性だったりします。サーバを手動で
サーバプールに割り当てることも、サーバプールポリシーとサーバプールポリシー資格情報を

使用して割り当てを自動化することもできます。

システムが組織を通じて、マルチテナント機能を実装している場合、特定の組織で使用されるサー

バプールを 1つ以上、指定できます。たとえば、CPUを 2個搭載したサーバをすべて含むプール
をマーケティング組織に割り当て、メモリのサイズが 64GBのサーバをすべて、財務組織に割り
当てることができます。

サーバプールには、システム内のどのシャーシにあるサーバでも入れることができます。1つの
サーバは複数のサーバプールに属することができます。
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サーバプールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pools]ノードを右クリックし、[Create Server Pool]を選択します。
ステップ 5 [Create Server Pool]ウィザードの [Set Name and Description]ページで、次のフィールドに値を入力

します。

説明名前

サーバプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

サーバプールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [Create Server Pool]ウィザードの [Add Servers]ページで、次の手順を実行します。

a) [Available Servers]テーブルで、1つ以上のサーバを選択します。
b) [>>]ボタンをクリックして、サーバプールにサーバを追加します。
c) 適切なサーバをすべてプールに追加したら、[Finish]をクリックします。
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サーバプールの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Server Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールへのサーバの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 1つまたは複数のサーバを追加するプールを右クリックして、[Add Servers to Server Pool]を選択し

ます。

ステップ 4 [Add Servers to Server Pool]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Servers]テーブルで、サーバプールに追加するサーバを選択します。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

b) [>>]ボタンをクリックして、それらのサーバを [Pooled Servers]テーブルに移動し、サーバ
プールに追加します。

c) [OK]をクリックします。
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サーバプールからのサーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 1つまたは複数のサーバを削除するプールを右クリックし、[Add Servers to Server Pool]を選択しま

す。

ステップ 4 [Add Servers to Server Pool]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Pooled Servers]テーブルで、サーバプールから削除するサーバを選択します。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

b) [<<]ボタンをクリックして、選択したサーバを [Servers]テーブルに移動し、サーバプールか
ら削除します。

c) [OK]をクリックします。

UUID 接尾辞プールの設定

UUID 接尾辞プール
UUID接尾辞プールは、サーバへの割り当てに使用できる SMBIOSUUIDの集まりです。UUIDの
接頭辞を構成する先頭の桁の数字は固定です。残りの桁で構成される UUID接尾辞は変数です。
UUID接尾辞プールは、競合を避けるため、その特定のプールを使用するサービスプロファイル
に関連付けられたサーバごとに、これらの変数値が固有であることを保証します。

サービスプロファイルでUUID接尾辞プールを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付
けられたサーバの UUIDを手動で設定する必要はありません。

UUID 接尾辞プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
124

サーバプール

サーバプールからのサーバの削除



ステップ 4 [UUID Suffix Pools]を右クリックし、[Create UUID Suffix Pool]を選択します。
ステップ 5 [Create UUID Suffix Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに

値を入力します。

説明名前

UUIDプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

プールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Derived]：システムによって接尾辞が作成されます。

• [other]：任意の接尾辞を指定します。このオプションを選
択すると、任意の接尾辞を [XXXXXXXX-XXXX-XXXX]
の形式で入力できるテキストフィールドが Cisco UCS
Manager GUIに表示されます。

[Prefix]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [Create UUID Suffix Pool]ウィザードの [Add UUID Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of UUID Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の UUID。[From]フィールド
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説明名前

ブロック内の UUIDの数。[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。
ステップ 10 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

UUID接尾辞プールはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルー
ドします。

UUID 接尾辞プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、そのプールの vNICまたは vHBAに割り当てられ
たアドレスは再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次の

いずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [UUID Suffix Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

IP プールの設定

IP プール
IPプールは、用途が初期設定されていない IPアドレスの集合です。Cisco UCSManagerで IPv4ま
たは IPv6アドレスプールを作成して以下を行うことができます。
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•
•サービスプロファイルが関連付けられているサーバのデフォルトの管理 IPプール ext-mgmt
の置き換え。CiscoUCSManagerは、サーバ上のCisco IntegratedManagementController（CIMC）
で終端する外部アクセス用に、IPプールの各 IPアドレスブロックを予約します。サービス
プロファイルが関連付けられていない場合は、CIMC用の ext-mgmt IPプールを使用して IP
アドレスを取得する必要があります。

• CIMC用の管理インバンドまたはアウトオブバンド IPアドレスの置き換え。

Cisco UCS Managerでは iSCSIブート IPv6プールを作成できません。（注）

Cisco UCS Managerで IPv4アドレスプールを作成して以下を行うことができます。

•デフォルトの iSCSIブート IPプール iscsi-initiator-poolの置き換え。Cisco UCS Managerは、
指定された IPプールの各 IPアドレスブロックを予約します。

•管理 IPアドレスと iSCSIブート IPアドレス両方の置き換え。

サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IP
アドレスが、IPプールに含まれていてはなりません。

（注）

IP プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [IP Pools]を右クリックし、[Create IP Pool]を選択します。
ステップ 4 [Create IP Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに入力しま

す。

説明名前

IPアドレスプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

ユーザ定義による IPアドレスプールの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 5 [Next]をクリックします。
ステップ 6 [Create IP Pool]ウィザードの [Add IPv4 Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[Size]フィールド

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネットマス
ク。

[Subnet Mask]フィールド

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]フィールド

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプライ
マリ DNSサーバ。

[Primary DNS]フィールド

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカン
ダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]フィールド

ステップ 8

ステップ 9 [Next]をクリックします。
ステップ 10 [Create IP Pool]ウィザードの [Add IPv6 Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 11 [Create a Block of IPv6 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
128

サーバプール

IP プールの作成



説明名前

ブロック内の最初の IPv6アドレス。[From]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[Size]フィールド

ブロック内の IPv6アドレスと関連付けられた
ネットワークアドレスプレフィクス。

Prefix

ブロック内の IPv6アドレスと関連付けられた
デフォルトゲートウェイ。

[Default Gateway]フィールド

IPv6アドレスのこのブロックがアクセスする必
要のあるプライマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]フィールド

IPv6アドレスのこのブロックがアクセスする必
要のあるセカンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]フィールド

ステップ 12 [OK]をクリックします。
ステップ 13 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

IPプールはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

IP プールへのブロックの追加
IPプールに IPv4または IPv6のアドレスのブロックを追加できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 目的の IPプールを右クリックし、次のうちの 1つを選択します。

• [Create Block of IPv4 Addresses]

• [Create Block of IPv6 Addresses]

ステップ 5 適切なダイアログボックスのフィールドに入力します。

a) [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4アドレスの範囲。[Name]カラム

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv4アドレス。[To]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネットマ
スク。

[Subnet]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプラ
イマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカ
ンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム

b) [Create a Block of IPv6 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられた IPv6アドレスの範囲。[Name]カラム

ブロック内の最初の IPv6アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv6アドレス。[To]カラム

ブロック内の IPv6アドレスと関連付けられたネットワーク
アドレスプレフィクス。

[Prefix]カラム

ブロック内の IPv6アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]カラム

IPv6アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプラ
イマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

IPv6アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカ
ンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム

ステップ 6 [OK]をクリックします。

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
130

サーバプール

IP プールへのブロックの追加



IP プールからのブロックの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Root]を展開します。
ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 IPアドレスのブロックを削除するプールを展開します。
ステップ 5 削除する IPアドレスブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

IP プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、そのプールの vNICまたは vHBAに割り当てられ
たアドレスは再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次の

いずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 削除する IPプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

デフォルトプールである [ext-mgmt]および [iscsi-initiator-pool]は削除できませ
ん。

（注）

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 12 章

サーバのブート

• ブートポリシー, 133 ページ

• UEFIブートモード, 134 ページ

• UEFIセキュアブート, 135 ページ

• CIMCセキュアブート, 136 ページ

• ブートポリシーの作成, 138 ページ

• SANブート, 139 ページ

• iSCSIブート, 141 ページ

• LANブート, 169 ページ

• ローカルデバイスブート, 170 ページ

• ブートポリシーの削除, 177 ページ

• UEFIブートパラメータ, 177 ページ

ブートポリシー
Cisco UCS Managerを使用して、ブレードサーバ、ラックサーバ、およびモジュラサーバのブー
トポリシーを作成することができます。

Cisco UCS Managerブートポリシーは、BIOS設定メニューのブート順序をオーバーライドし、次
のことを決定します。

•ブートデバイスの選択

•サーバのブート元である場所

•ブートデバイスの起動順序
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たとえば、関連付けられたサーバをローカルディスクや CD-ROM（仮想メディア（VMedia））
などのローカルデバイスからブートしたり、SANブートやLAN（PXE）ブートを選択したりする
ことができます。

1つ以上のサービスプロファイルに関連付ける名前付きブートポリシーを作成するか、または特
定のサービスプロファイルに対するブートポリシーを作成できます。ブートポリシーを有効に

するには、ブートポリシーをサービスプロファイルに含め、このサービスプロファイルをサー

バに関連付ける必要があります。サービスプロファイルにブートポリシーを含めない場合、Cisco
UCS Managerによってデフォルトのブートポリシーが適用されます。

ブートポリシーに対する変更は、そのブートポリシーを含んでいる、更新中のサービスプロ

ファイルテンプレートを使って作成されたすべてのサーバに伝播されます。BIOSにブート順
序情報を再書き込みするためのサービスプロファイルとサーバとの再関連付けは自動的にト

リガーされます。

また、ブートポリシーに次を指定することもできます。

（注）

•ローカルLUNの名前指定された名前は、展開される名前ではなく、ストレージプロファ
イル内の論理名です。モジュラサーバの場合、プライマリ名とセカンダリ名の両方を指

定できます。他のサーバの場合は、プライマリ名のみを指定します。セカンダリ名を指

定すると、設定エラーが発生します。

• JBODディスクからブートするための特定の JBODディスク番号。これは、モジュラサー
バではサポートされません。

•下位互換性のための任意の LUN。ただし、これは非推奨です。その他のデバイスでは、
正常なブートを確保するために、ブート可能なイメージを保持している必要はありませ

ん。

UEFI ブートモード
Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）は、オペレーティングシステムとプラットフォーム
ファームウェア間のソフトウェアインターフェースを定義する仕様です。CiscoUCSManagerは、
UEFIを使用して BIOSファームウェアインターフェイスを置換します。これにより、BIOSはレ
ガシーサポートを提供する一方で UEFIで動作できるようになります。

ブートポリシーを作成する場合、レガシーまたは UEFIブートモードのいずれかを選択できま
す。レガシーブートモードは、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされます。UEFIブートモー
ドはM3以降のサーバでのみサポートされ、このモードで UEFIセキュアブートモードを有効に
できます。

UEFI PXEブートは、Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)以降と統合された Cisco UCSラックサー
バ上のすべての Cisco VICアダプタでサポートされています。Cisco UCS Managerリリース 2.2(1)
以降では、すべての Ciscoブレードサーバで UEFI PXEブートがサポートされます。

次の制限は、UEFIブートモードに適用されます。
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• UEFIブートモードは、次の組み合わせではサポートされません。

◦ Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSブレードサーバおよびラックサーバ上の
Gen-3 Emulexアダプタと QLogicアダプタ。

◦ Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSラックサーバ上の Broadcomアダプタに対
する iSCSIブート。

• 2つの iSCSI LUNで UEFIブートモードを使用する場合は、Cisco UCS Managerに IQN接尾
辞プールからの名前の選択を許可するのではなく、基礎となる両方の iSCSI eNICに適用され
るサービスプロファイルに共通の iSCSIイニシエータ名を手動で指定する必要があります。
共通の名前を指定しない場合、CiscoUCSManagerは 2番目の iSCSILUNを検出できません。

•同じサーバで UEFIとレガシーブートモードを混在させることはできません。

•ブートポリシーに設定されているブートデバイスにUEFI対応オペレーティングシステムが
インストールされている場合にのみ、サーバは UEFIモードで正常に起動します。互換性の
ある OSが存在しない場合、ブートデバイスは [Boot Order Details]領域の [Actual Boot Order]
タブに表示されません。

• UEFIブートマネージャのエントリがBIOSNVRAMに正しく保存されなかったため、まれに
UEFIのブートに成功しない場合もあります。UEFIシェルを使用して、UEFIブートマネー
ジャのエントリを手動で入力することができます。これは、次の状況で発生することがあり

ます。

◦ UEFIブートモードが有効なブレードサーバがサービスプロファイルから関連付けを解
除され、[Equipment]タブまたは前面パネルを使用してブレードの電源を手動でオンに
する場合。

◦ UEFIブートモードが有効なブレードサーバがサービスプロファイルから関連付けを解
除され、直接の VICファームウェアアップグレードが試行される場合。

◦ UEFIブートモードが有効なブレードサーバまたはラックサーバが SAN LUNからブー
トされ、サービスプロファイルが移行される場合。

Cisco UCS Managerで UEFIブートパラメータを作成できます。 UEFIブートパラメータ, （
177ページ）詳細情報を提供します。

UEFI セキュアブート
Cisco UCSManagerは、Cisco UCS BシリーズM3およびM4ブレードサーバ、Cisco UCS Cシリー
ズM3およびM4ラックサーバ、および Cisco UCS SシリーズM4ラックサーバで UEFIセキュア
ブートをサポートします。UEFIセキュアブートがイネーブルの場合、すべての実行可能ファイ
ル（ブートローダ、アダプタドライバなど）はロードされる前に BIOSによって認証されます。
認証されるには、イメージが Cisco認証局（CA）またはMicrosoft CAによって署名される必要が
あります。

次の制限は、UEFIセキュアブートに適用されます。
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• UEFIブートモードは、ブートポリシーでイネーブルにする必要があります。

• Cisco UCS Managerソフトウェアと BIOSファームウェアは、リリース 2.2以上である必要が
あります。

UEFIブートモードは、リリース 2.2(3a)以降の Cisco UCS Cシリーズおよび S
シリーズラックサーバでサポートされます。

（注）

•ユーザ生成された暗号キーはサポートされません。

• UEFIセキュアブートは、Cisco UCS Managerでのみ制御できます。

•サーバがセキュアブートモードのときに Cisco UCSManagerを以前のバージョンにダウング
レードする場合は、ダウングレードする前に、サーバの関連付けを解除し、再び関連付ける

必要があります。これを行わないと、サーバディスカバリは失敗します。

CIMC セキュアブート
CIMC セキュアブートでは、署名済みのシスコファームウェアイメージのみをサーバにインス
トールし、実行できます。CIMCが更新されると、イメージは、ファームウェアがフラッシュさ
れる前に認証されます。認証に失敗すると、ファームウェアはフラッシュされません。これによ

り、CIMCファームウェアへの不正アクセスを防止します。

CIMC セキュアブートの注意事項と制約事項

• CIMCセキュアブートは、Cisco UCS M3ラックサーバでサポートされています。

CIMCセキュアブートは Cisco UCS C220 M4、C240 M4ラックサーバで、デ
フォルトで有効になっており、Cisco UCS C460 M4ラックサーバでは、CIMC
ファームウェアリリース 2.2(3)以降にアップグレードした後に自動的に有効
になります。

（注）

• CIMCセキュアブートがイネーブルになると、それをディセーブルにすることはできませ
ん。

• CIMCセキュアブートがサーバ上でイネーブルになると、2.1(3)より前のCIMCファームウェ
アイメージにダウングレードすることはできません。
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CIMCセキュアブートのステータスの判別

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment > Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [CIMC]領域の [Secure Boot Operational State]フィールドをメモします。

次のいずれかになります。

• [Unsupported]：CIMCセキュアブートはサーバでサポートされていません。

• [Disabled]：CIMCセキュアブートはサーバでサポートされていますが、ディセーブルになっ
ています。

• [Enabling]：CIMCセキュアブートはイネーブルで、操作は進行中です。

• [Enabled]：CIMCセキュアブートはサーバでイネーブルになっています。

ラックサーバの CIMC セキュアブートの有効化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment > Rack-Mounts] > [Servers > [Server Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Actions]領域で、[Enable Secure Boot]をクリックします。

CIMCセキュアブートは、Cisco UCSM3ラックサーバでのみサポートされます。CIMCセキュア
ブートがサポートされていないか、またはすでにイネーブルの場合は、このアクションはグレー

表示されます。

ステップ 6 [Enable Secure Boot]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
イネーブルにした後に、CIMCセキュアブートをディセーブルにすることはできませ
ん。

（注）
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ブートポリシーの作成
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。
[Create Boot Policy]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） ブート順序に変更を加えた後、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスを確認
して、このブートポリシーを使用するすべてのサーバを再起動します。

シスコ以外の VICアダプタがあるサーバに適用されるブートポリシーの場合、[Reboot on Boot
Order Change]チェックボックスがオフでも、SANデバイスが追加、削除または順序の変更がなさ
れると、ブートポリシーの変更の保存時にサーバは常にリブートします。

ステップ 7 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにします。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリスト
された 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかをレポートします。

•オフにした場合は、Cisco UCS Managerがサービスプロファイルから（ブートオプションに
応じて）vNICまたは vHBAを使用します。

ステップ 8 [Boot Mode]フィールドで [Legacy]または [UEFI]オプションボタンをオンにします。
ステップ 9 [UEFI]を選択した場合、UEFIブートセキュリティを有効にするには [Boot Security]チェックボッ

クスをオンにします。

ステップ 10 次の 1つ以上のオプションをブートポリシーに設定し、ブート順序を設定します。

• [Local Devices boot]：サーバのローカルディスクなどのローカルデバイスから、仮想メディ
アまたはリモート仮想ディスクを起動するには、ブートポリシー用ローカルディスクブー

トの設定, （171ページ）に進みます。
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• [SANboot]：SANのオペレーティングシステムイメージから起動するには、ブートポリシー
用 SANブートポリシー設定, （140ページ）に進みます。

プライマリおよびセカンダリ SANブートを指定できます。プライマリブートが失敗した場
合、サーバはセカンダリからのブートを試行します。

• [LANboot]：集中型プロビジョニングサーバから起動するには、ブートポリシー用LANブー
トポリシー設定, （169ページ）に進みます。

• [iSCSI boot]：iSCSI LUNから起動するには、iSCSIブートポリシーの作成, （152ページ）に
進みます。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられると、サーバの [General]
タブの [Boot Order Details]領域でブート順序を確認できます。

SAN ブート
SAN上のオペレーティングシステムイメージから 1つ以上のサーバがブートするように、ブー
トポリシーを設定できます。ブートポリシーにはプライマリとセカンダリの SANブートを含め
ることができます。プライマリブートが失敗した場合、サーバはセカンダリからのブートを試行

します。

シスコでは、システム内で最高のサービスプロファイルモビリティを提供する SANブートの使
用を推奨しています。SANからブートした場合、あるサーバから別のサーバにサービスプロファ
イルを移動すると、新しいサーバは、同じオペレーティングシステムイメージからブートしま

す。したがって、ネットワークからは、新しいサーバは同じサーバと認識されます。

SANブートを使用するには、次の項目が設定されていることを確認してください。

• CiscoUCSドメインが、オペレーティングシステムイメージをホストしているSANストレー
ジデバイスと通信できること。

•オペレーティングシステムイメージが置かれているデバイス上のブートターゲット LUN
（論理ユニット番号）。

SANブートは、CiscoUCSブレードおよびラックサーバ上のGen-3Emulexアダプタではサポー
トされていません。

（注）
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ブートポリシー用 SAN ブートポリシー設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ローカルディスクと SAN LUNの両方がブート順序のストレージタイプに設定されていて、
オペレーティングシステムまたは論理ボリュームマネージャ（LVM）の設定が誤っている場
合、サーバが SAN LUNではなくローカルディスクからブートする場合があります。

たとえば、Red Hat Linuxがインストールされているサーバで、LVMにデフォルトの LVMが
設定されていて、ブート順序に SAN LUNとローカルディスクが設定されている場合、Linux
は同じ名前の LVが 2つあるという通知を生成し、SCSI IDの値が最も小さい LV（ローカル
ディスクの可能性があります）からブートします。

ヒント

この手順は、ブートポリシーの作成, （138ページ）から直接続いています。

はじめる前に

SAN LUNからサーバをブートするブートポリシーを作成し、安定した SANブート操作が必
要な場合は、サーバサービスプロファイルのブートポリシーからすべてのローカルディスク

と他の SAN LUNを最初に削除することをお勧めします。

これは、UCS Miniシリーズには適用されません。

（注）

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。
ステップ 2 [Add SAN Boot]リンクをクリックします。
ステップ 3 [Add San Boot]ダイアログボックスで、vHBAとタイプを指定して、[OK]をクリックします。

[Primary] または [Secondary]の SANブートを指定できます。プライマリブートが失敗した場合、
サーバはセカンダリからのブートを試行します。[Any]オプションは、SANストレージデバイス
に直接接続し、UCSManagerをバイパスしているサポート対象外のアダプタに使用します。UCSM
が管理するサポート対象の一連のアダプタの場合の SANブートには [Any]を使用しないでくださ
い。ファブリックインターコネクトに直接接続しているサポート対象外のアダプタについては、

ベンダーの指示に従ってブート用のアダプタを設定します。

ステップ 4 この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は、[Add SAN Boot Target]リンクをク
リックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで、ブートターゲット LUN、ブートター
ゲットWWPN、およびタイプを指定して、[OK]をクリックします。

ステップ 5 次のいずれかを実行します。
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• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

iSCSI ブート
iSCSIブートは、サーバがネットワークにリモートに配置されている iSCSIターゲットマシンか
らオペレーティングシステムを起動できるようにします。

iSCSIブートは次の Cisco UCSハードウェアでサポートされます。

• Cisco UCSM51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタを持ち、Broadcomから提供
されるデフォルトのMACアドレスを使用する、Cisco UCSブレードサーバ。

• Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC-1280仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC-1340仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS M61KR-B Broadcom BCM57712のネットワークアダプタを持つ Cisco UCSラック
サーバ。

• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカード

• Cisco UCSラックサーバ上の Cisco UCS VIC 1225仮想インターフェイスカード

iSCSIブートを設定する前に満たさなければならない前提条件があります。これらの前提条件のリ
ストについては、iSCSIブートのガイドラインと前提条件, （142ページ）を参照してください。

iSCSIブートを実装するための高度な手順については、iSCSIブートの設定,（145ページ）を参照
してください。

iSCSI ブートプロセス
CiscoUCSManagerは、サーバにあるアダプタをプログラムするための関連付けプロセスでサービ
スプロファイル用に作成された iSCSI vNICと iSCSIのブート情報を使用します。アダプタのプロ
グラミング後に、サーバは最新のサービスプロファイル値で再起動します。電源投入時セルフテ

スト（POST）の後、アダプタは、次のサービスプロファイル値を使用して初期化を試みます。ア
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ダプタが値を使用して指定されたターゲットにログインできる場合、アダプタは iSCSIBootFirmware
Table（iBFT）を初期化してホストメモリに、有効なブート可能 LUNをシステム BIOSにポスト
します。ホストメモリにポストされる iBFTには、プライマリ iSCSI VNICにプログラミングされ
た、イニシエータとターゲットの設定が含まれています。

以前は、ホストは LUN検出が最初に終了したパスに応じて、設定されたブートパスのうち 1
つだけを参照し、そのパスから起動していました。現在は、設定された iSCSIブート vNICが
2つある場合、ホストは両方のブートパスを参照するようになりました。そのため、マルチパ
ス構成では、両方のブート vNICに単一の IQNを設定する必要があります。ホスト上のブート
vNICに設定された異なる IQNが存在する場合、ホストは PCI順序が低いブート vNICに設定
された IQNを使用して起動します。

（注）

次の手順であるオペレーティングシステム（OS）のインストールでは、iBFT対応のOSが必要で
す。OSのインストール時に、OSインストーラは iBFTテーブルのホストのメモリをスキャンし、
iBFTテーブルの情報を使用してブートデバイスの検出とターゲット LUNへの iSCSIパス作成を
行います。OSによっては、このパスを完了するために NICドライバが必要です。このステップ
が成功した場合、OSインストーラが OSをインストールする iSCSIターゲット LUNを検出しま
す。

iBFTは OSインストールのソフトウェアレベルで動作し、HBAモード（別名 TCPオフロー
ド）では動作しない場合があります。iBFTがHBAモードで動作するかどうかは、インストー
ル中の OSの機能によって異なります。また、Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダ
プタを含むサーバについては、iBFTはMTUジャンボ設定に関係なく、最大伝送単位（MTU）
サイズ 1500で正常に動作します。OSが HBAモードをサポートする場合、iSCSIインストー
ルプロセスの後に HBAモード、デュアルファブリックのサポートおよびジャンボMTUサイ
ズの設定が必要な場合があります。

（注）

iSCSI ブートのガイドラインと前提条件
iSCSIブートを設定する前に、これらのガイドラインと前提条件を満たす必要があります。

• iSCSIブートポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービス
プロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただ

し、ls-compute権限しかないユーザは iSCSIブートポリシーを作成できません。

•セカンド vNIC（フェールオーバー vNIC）が iSCSI LUNから起動する必要があるWindows
2008サーバからの iSCSIブートを設定するには、Microsoft Knowledge Base Article 976042を
参照してください。Microsoftには、ネットワーキングハードウェアが変更されたときに、
Windowsが iSCSIドライブからの起動に失敗するか、bugcheckエラーが発生する可能性があ
る、という既知の問題があります。この問題を回避するには、Microsoftが推奨する解決方法
に従ってください。
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•ストレージアレイは、iSCSIブートのライセンスが付与され、アレイサイド LUNマスキン
グが正しく設定されている必要があります。

•各 iSCSIイニシエータに 1つずつ、2つの IPアドレスを決定する必要があります。可能であ
れば、IPアドレスは、ストレージアレイと同じサブネット上にある必要があります。IPア
ドレスは、Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）を使用してスタティックまたはダイ
ナミックに割り当てられます。

•グローバルブートポリシーのブートパラメータは設定できません。代わりに、ブートパラ
メータを設定した後、ブートポリシーを適切なサービスプロファイルに含めます。

•オペレーティングシステム（OS）は iSCSI Boot Firmware Table（iBFT）互換である必要があ
ります。

• Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタの場合：

◦ iSCSIブートを使用するサーバは、CiscoUCSM51KR-BBroadcomBCM57711ネットワー
クアダプタを含んでいる必要があります。アダプタカードを取り付けまたは交換する

方法については、『Cisco UCS B250 Extended Memory Blade Server Installation and Service
Note』を参照してください。サービスノートは、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docの『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』からアクセスでき
ます。

◦ iSCSIデバイスのMACアドレスを設定します。

◦ DHCP Vendor ID（オプション 43）を使用している場合は、iSCSIデバイスのMACアド
レスを /etc/dhcpd.confに設定します。

◦ HBAモード（別名 TCPオフロード）および Boot to Target設定がサポートされます。た
だし、インストール中の HBAモードはWindows OSだけがサポートします。

◦ OSをインストールする前に、iSCSIのアダプタポリシーで Boot to Target設定を無効に
し、OSをインストールした後で、Boot to Target設定を再度有効にします。

アダプタポリシーの設定を変更するたびに、アダプタはリブートして新しい

設定を適用します。

（注）

◦ OSを iSCSIターゲットにインストールする場合、iSCSIターゲットは OSイメージが存
在するデバイスの前の順番にしておく必要があります。たとえば、CDから iSCSIター
ゲットに OSをインストールする場合、ブート順序は最初に iSCSIターゲット、その後
CDとする必要があります。

◦サーバが iSCSIブートされた後は、イニシエータ名、ターゲット名、LUN、iSCSIデバ
イス IP、ネットマスクやゲートウェイを Broadcomツールで変更しないでください。

◦ POST（電源投入時自己診断テスト）プロセスを中断しないでください。中断すると、
Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタは初期化に失敗しま
す。
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• CiscoUCSM81KR仮想インターフェイスカードおよびCiscoUCSVIC-1240仮想インターフェ
イスカードの場合：

Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカードの場合：

◦ iSCSIデバイスのMACアドレスを設定しないでください。

◦ HBAモードおよび Boot to Target設定はサポートされていません。

◦ OSを iSCSIターゲットにインストールする場合、iSCSIターゲットは OSイメージが存
在するデバイスより後の順番にしておく必要があります。たとえば、CDから iSCSIター
ゲットにOSをインストールする場合、ブート順序は最初にCD、その後 iSCSIターゲッ
トとする必要があります。

◦ DHCP Vendor ID（オプション 43）を使用している場合、オーバーレイ vNICのMACア
ドレスを /etc/dhcpd.confに設定する必要があります。

◦サーバの iSCSIブート後は、オーバーレイ vNICの IP詳細を変更しないでください。

• VMware ESX/ESXiオペレーティングシステムは、iSCSIブートターゲット LUNへのコアダ
ンプファイルの保存をサポートしていません。ダンプファイルはローカルディスクに書き

込む必要があります。

イニシエータ IQN の設定
Cisco UCSは、サービスプロファイルが物理サーバに関連付けられた時点で、以下のルールを使
用してアダプタ iSCSI vNICのイニシエータ IQNを決定します。

•サービスプロファイルレベルのイニシエータ IQNと iSCSI vNICレベルのイニシエータ IQN
を、1つのサービスプロファイルで一緒に使用することはできません。

•イニシエータ IQNをサービスプロファイルレベルで指定すると、DHCPオプション 43の場
合（イニシエータ IQNはアダプタ iSCSI vNICで空に設定される）を除き、すべてのアダプ
タ iSCSI vNICが同じイニシエータ IQNを使用するように設定されます。

•イニシエータ IQNを iSCSI vNICレベルで設定すると、サービスプロファイルレベルのイニ
シエータ IQNは削除されます（存在する場合）。

•サービスプロファイルに 2つの iSCSI vNICがあり、一方にだけイニシエータ IQNが設定さ
れている場合、もう一方にはデフォルトの IQNプールが設定されます。この設定は後で変更
できます。唯一の例外は、DHCPオプション43が設定されている場合です。その場合、もう
一方の iSCSI vNICのイニシエータ IQNは、サービスプロファイルを関連付けるときに削除
されます。
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ベンダー IDを設定して、DHCP Option 43を使用するように iSCSI vNICを変
更した場合、サービスプロファイルレベルで設定したイニシエータ IQNは削
除されません。サービスプロファイルレベルのイニシエータ IQNは、DHCP
オプション 43を使用しない別の iSCSI vNICで使用できます。

（注）

Windows での MPIO のイネーブル化
ストレージアレイで接続を最適化するには、MPIOをイネーブルにします。

ネットワークハードウェアを変更すると、Windowsが iSCSIドライブからの起動に失敗する
場合があります。詳細については、『Microsoft support Article ID: 976042』を参照してくださ
い。

（注）

はじめる前に

MicrosoftMultipath I/O（MPIO）をイネーブル化するサーバには、CiscoVICドライバが必要です。

ブート LUNに設定されたパスが複数ある場合、LUNがインストールされるときにイネーブルに
するパスは 1つのみです。

手順

ステップ 1 サーバに関連付けられたサービスプロファイルで、プライマリ iSCSI vNICを設定します。
詳細については、サービスプロファイルに iSCSI vNICを作成, （153ページ）を参照してくださ
い。

ステップ 2 プライマリ iSCSI vNICを使用して、iSCSIターゲット LUNにWindowsオペレーティングシステ
ムをインストールします。

ステップ 3 Windowsのインストールが完了したら、ホスト上でMPIOをイネーブルにします。
ステップ 4 サーバに関連付けられたサービスプロファイルで、ブートポリシーにセカンダリ iSCSI vNICを

追加します。

詳細については、iSCSIブートポリシーの作成, （152ページ）を参照してください。

iSCSI ブートの設定
LUNターゲットから iSCSIブートするようCiscoUCSでアダプタまたはブレードを設定する場合、
次のすべてのステップを完了します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

詳細については、次のサイトを参照して

ください。 iSCSIブートポリシーの作成,
（152ページ）

iSCSIブートのアダプタポリシーを設定
します。

ステップ 1   

（任意）

詳細については、次のサイトを参照して

ください。 iSCSI認証プロファイルの作
成, （150ページ）

イニシエータとターゲットの認証プロ

ファイルを設定します。

ステップ 2   

（任意）

詳細については、次のサイトを参照して

ください。 iSCSIイニシエータ IPプール
の作成, （151ページ）

IPアドレスプールの IPアドレスを使用
するよう iSCSIイニシエータを設定する
には、iSCSIイニシエータプールに IPア
ドレスのブロックを追加します。

ステップ 3   

すべてのサービスプロファイルで使用で

きるブートポリシーの作成の詳細につい

すべてのサービスプロファイルで使用で

きるブートポリシーを作成します。また

ステップ 4   

ては、iSCSIブートポリシーの作成, （
152ページ）を参照してください。

は、特定のサービスポリシーに対しての

みローカルブートポリシーを作成できま

す。ただし、複数のサービスプロファイ

ルと共有できるブートポリシーを作成す

ることを推奨します。

ステップ 7において、サービスプロファ
イルで iSCSIブートおよび vNICパラメー

すべてのサービスプロファイルで使用で

きるブートポリシーを作成した場合は、

ステップ 5   

タを設定するときに、サービスプロファそれをサービスプロファイルに割り当て

イルにブートポリシーを割り当てること

ができます。

ます。それ以外の場合は、次のステップ

に進みます。

詳細については、次のサイトを参照して

ください。サービスプロファイルに iSCSI
vNICを作成, （153ページ）

サービスプロファイルで iSCSI vNICを
作成します。

ステップ 6   

詳細については、[Expert]ウィザードを使
用したサービスプロファイルの作成, （

expertモードでサービスプロファイルに
おいて、またはサービスプロファイルテ

ステップ 7   

184ページ）またはサービスプロファイルンプレートにおいて、iSCSIブートパラ
テンプレートの作成, （202ページ）を参
照してください。

メータ（iSCSI修飾子名（IQN）、イニシ
エータ、ターゲットインターフェイスな

ど）および iSCSI vNICパラメータを設定
します。

詳細については、「Verifying iSCSI Boot」
を参照してください。

iSCSIブート動作を確認します。ステップ 8   

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
146

サーバのブート

iSCSI ブートの設定



目的コマンドまたはアクション

RHEL 7.xの場合は、OSをインストール
する前にカーネルパラメータ

ステップ 9   

「rd.iscsi.ibft=1」が必須となります。パ
ラメータを入力しないと、iSCSIブート
に失敗することがあります。

詳細については、次のいずれかのドキュ

メントを参照してください。

サーバに OSをインストールします。ステップ 10   

• Cisco UCS Bシリーズブレードサー
バ VMwareインストレーションガイ
ド

• Cisco UCS Bシリーズブレードサー
バ Linuxインストレーションガイド

• Cisco UCS Bシリーズブレードサー
バWindowsインストレーションガイ
ド

サーバをブートします。ステップ 11   

iSCSI アダプタポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create iSCSI Adapter Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create iSCSI Adapter Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

最初のログインに失敗し、iSCSIアダプタが使用できないとCisco
UCSが判断するまで待機する秒数。

0～ 255の整数を入力します。0を入力すると、Cisco UCSはア
ダプタファームウェアに設定された値（デフォルト：15秒）を
使用します。

[ConnectionTimeout]フィールド

iSCSI LUNの検出中に障害が発生した場合に接続を再試行する
回数。

0～ 60の整数を入力します。0を入力すると、Cisco UCSはア
ダプタファームウェアに設定された値（デフォルト：15秒）を
使用します。

[LUN Busy Retry Count]フィー
ルド

DHCPサーバが使用できないとイニシエータが判断するまで待
機する秒数。

60～ 300の整数を入力します（デフォルト：60秒）。

[DHCP Timeout]フィールド

TCPタイムスタンプを使用する場合は、このボックスをオンに
します。この設定では、必要に応じてパケットのラウンドトリッ

プ時間を計算できるように、送信パケットにはパケット送信時

のタイムスタンプが付きます。

このオプションは Cisco UCS NIC M51KR-Bのアダプ
タを備えたサーバにのみ適用されます。

（注）

[Enable TCP Timestamp]チェッ
クボックス

HBAモード（別名TCPオフロード）をイネーブルにするには、
このボックスをオンにします。

このオプションは、Windowsオペレーティングシステ
ムを実行する Cisco UCS NIC M51KR-Bのアダプタを備
えるサーバに対してのみ有効にする必要があります。

重要

[HBA Mode]チェックボックス

iSCSIターゲットから起動する場合は、このボックスをオンに
します。

このオプションは Cisco UCS NIC M51KR-Bのアダプ
タを備えたサーバにのみ適用されます。また、サーバ

にオペレーティングシステムをインストールするま

ではディセーブルにしておく必要があります。

（注）

[Boot to Target]チェックボック
ス
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Local]：このポリシーは、Cisco UCSドメイン内のサービ
スプロファイルとサービスプロファイルテンプレートで

のみ使用できます。

• [PendingGlobal]：このポリシーの制御は、CiscoUCSCentral
に移行中です。移行が完了すると、このポリシーは Cisco
UCSCentralに登録されているすべてのCiscoUCSドメイン
で使用可能になります。

• [Global]：このポリシーは、CiscoUCSCentralで管理されま
す。このポリシーを変更する場合は、必ずCiscoUCSCentral
を使用して変更してください。

[Owner]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

アダプタポリシーはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

iSCSI アダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]ノードを展開します。
ステップ 5 アダプタポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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iSCSI 認証プロファイルの作成
iSCSIブートの場合、発信側およびターゲットの iSCSI認証プロファイルを作成する必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [iSCSI Authentication Profiles]を右クリックし、[iSCSI Authentication Profile]を選択します。
ステップ 5 [Create Authentication Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

認証プロファイルの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

このプロファイルに関連付けられたユーザ ID。

1～ 128文字の文字、スペース、特殊文字を入力します。

[User ID]フィールド

このプロファイルに関連付けられたパスワード。

特殊文字を含む 12～ 16文字で入力します。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

認証プロファイルはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。
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iSCSI 認証プロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [iSCSI Authentication Profiles]ノードを展開します。
ステップ 5 削除する IPプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

iSCSI イニシエータ IP プールの作成
iSCSIブートに使用する IPアドレスのグループを作成できます。Cisco UCSManagerは、指定した
IPv4アドレスのブロックを予約します。

サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IPア
ドレスが、IPプールに含まれていてはなりません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pools]ノードを展開します。
ステップ 5 [IP Pool iscsi-initiator-pool]を右クリックし、[Create Block of IPv4 Addresses]を選択します。
ステップ 6 [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4アドレスの範囲。[Name]カラム

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv4アドレス。[To]カラム
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説明名前

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネットマス
ク。

[Subnet]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプライ
マリ DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカン
ダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム

ステップ 7 [OK]をクリックします。

次の作業

1つ以上のサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートを設定し、iSCSIイ
ニシエータ IPプールから iSCSIイニシエータ IPアドレスを取得します。

iSCSI ブートポリシーの作成
ブートポリシーあたり最大 2つの iSCSI vNICを追加できます。一方の vNICはプライマリ iSCSI
ブートソースとして動作し、もう一方はセカンダリ iSCSIブートソースとして動作します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。
[Create Boot Policy]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するサーバをリブートするには、

[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。
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Cisco UCS Manager GUIで、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスがブートポリシーに
ついて選択されており、CD-ROMまたはフロッピーがブート順の最後のデバイスの場合に、デバ
イスを取り外すか、装着すると、ブート順に直接効力がなく、サーバがリブートされません。

これは、標準のブート順序を使用しているサーバにのみ適用されま

す。

（注）

ステップ 7 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにします。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリスト
された 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかをレポートします。

•オフにした場合は、Cisco UCS Managerがサービスプロファイルから（ブートオプションに
応じて）vNICまたは vHBAを使用します。

ステップ 8 iSCSIブートをブートポリシーに追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
b) [Add iSCSI Boot]リンクをクリックします。
c) [Add iSCSI Boot]ダイアログボックスで、iSCSI vNICの名前を入力し、[OK]をクリックしま
す。

d) 別の iSCSI vNICを作成するには、ステップ b、cを繰り返します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

サービスプロファイルに iSCSI vNIC を作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 iSCSI vNICを作成するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。
ステップ 4 iSCSI vNICを作成するサービスプロファイルを展開します。
ステップ 5 [iSCSI vNICs]ノードを右クリックし、[Create vNICs]を選択します。
ステップ 6 [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

この iSCSIvNICと関連付けられたLANvNIC（存在する場合）。[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICと関連付けられた iSCSIアダプタポリシー（存
在する場合）。

[iSCSI Adapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSIアダプタを作成
するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク

この iSCSI vNICと関連付けられたMACアドレス（存在する場
合）。MACアドレスが設定されていない場合、Cisco UCS
Manager GUIに [Derived]が表示されます。

[MAC Address]フィールド

この iSCSI vNICと関連付けられたMACプール（存在する場
合）。

[MAC Pool]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN。デフォルトの
VLANは、defaultです。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードおよ
び Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカード
の場合、指定するVLANはオーバーレイ vNICのネイ
ティブ VLANと同じである必要があります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711の場合、指
定したVLANは、オーバーレイ vNICに割り当てられ
たどの VLANでも設定できます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [iSCSIMACAddress]領域の [MACAddress Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを
選択します。

• MACアドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)]を選択しま
す。このサービスプロファイルに関連付けられるサーバが Cisco UCS M81KR仮想インター
フェイスカードまたは Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカードを含む場合、この
オプションを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバに Cisco UCS NIC M51KR-Bが含
まれる場合、MACアドレスを指定する必要があります。

重要
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•特定のMACアドレスを使用する場合は、[0:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認するには、対
応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プール
名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可能な

MACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合、プールカテゴリが 2
つ存在することがあります。ドメインプールはCisco UCSドメインでローカルに定義され、
グローバルプールは、Cisco UCS Centralで定義されます。

ステップ 8 （任意） すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードでフィールドに値を入力します。
詳細については、『Cisco UCS Manager Network Management Guide, Release 3.1』『』の「Creating
a MAC Pool」セクションを参照してください。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
ステップ 10 （任意） イニシエータ名を設定または変更する場合は、[iSCSI vNICs]タブから [Reset Initiator

Name]または [Change Initiator Name]をクリックし、[Change Initiator Name]ダイアログボックスの
フィールドを入力するかクリックします。詳細については、サービスプロファイルレベルでのイ

ニシエータ IQNの設定, （156ページ）を参照してください。

サービスプロファイルからの iSCSI vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 iSCSI vNICを削除するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。
ステップ 4 iSCSI vNICを削除するサービスプロファイルを展開します。
ステップ 5 [iSCSI vNICs]ノードを展開します。
ステップ 6 削除する iSCSI vNICを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイルレベルでのイニシエータ IQN の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 編成の対象となるノードを展開します。

ステップ 4 変更する iSCSI vNICが含まれるサービスプロファイルをクリックします。
ステップ 5 [Work]ペインで、 [iSCSI vNICs]タブをクリックします。

ステップ 6 [Reset Initiator Name]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルレベルでのイニシエータ IQN の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 編成の対象となるノードを展開します。

ステップ 4 変更する iSCSI vNICが含まれるサービスプロファイルをクリックします。
ステップ 5 [Work]ペインで、[iSCSI vNICs]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change Initiator Name]をクリックします。
ステップ 7 [Change Initiator Name]ダイアログボックスで、次のフィールドの値を変更します。

説明名前

ドロップダウンリストから、使用する IQNイ
ニシエータ名を選択します。

[Initiator Name Assignment]ドロップダウンリス
ト

手動によるイニシエータ名の割り当てを選択し

た場合は、イニシエータ名を入力します。

[Initiator Name]フィールド

これをクリックして、新しい IQN接尾辞プール
を作成します。

[Create IQN Suffix Pool]リンク
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ステップ 8 [OK]をクリックします。

iSCSI ブートパラメータの設定
iSCSI vNICのブート順序、ブートポリシー、iSCSI認証プロファイル、イニシエータインター
フェイス、ターゲットインターフェイスなど、iSCSIブートパラメータを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 iSCSIブートパラメータを作成するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。シ

ステムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
ステップ 4 iSCSIブートパラメータを作成するサービスプロファイルをクリックします。
ステップ 5 [Boot Order]タブをクリックします。
ステップ 6 [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
ステップ 7 [iSCSIvNICs]領域で、サーバのブート元の iSCSIvNICをダブルクリックしてそれらを [BootOrder]

テーブルに追加します。

ステップ 8 [iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリックします。
2つの iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを設定する方を選択します。

ステップ 9 [Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブートパラメータを設定している iSCSI vNICの名前。[Name]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファイ
ルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Authentication Profile]リ
ンク

ステップ 10 [Initiator Name]領域で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSIブートイニシエータ名の割り当て方法を選択します。次
の方法の中から 1つを選択してください。

• [Manual]：[InitiatorName]フィールドに名前を入力します。
イニシエータ名には、最大で 223文字まで使用できます。

• [Pools]：IQN接尾辞プールを選択します。このプールから
名前が割り当てられます。

[Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスでイニ
シエータ名を設定すると、サービスプロファイルレ

ベルではなく、iSCSIvNICレベルでイニシエータ IQN
が設定されます。複数のパスが設定されている場合、

[iSCSI vNICs]タブから、またはサービスプロファイ
ルの作成時に、イニシエータ IQNを設定する必要が
あります。

（注）

必要に応じて、イニシエータ名を変更またはリセットできます。

詳細については、サービスプロファイルレベルでのイニシエー

タ IQNの変更を参照してください。

[Initiator Name Assignment]ド
ロップダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい IQN接尾辞プールを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create IQN Suffix Pool]リンク

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

[Initiator Name]フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

システムが DHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択しま
す。

ステップ 13に進みます。

[Select (DHCP used by
default)]

スタティック IPv4アドレスが、この領域に入力された情報に基づい
て iSCSIブート vNICに割り当てられます。

ステップ 12に進みます。

スタティック
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説明オプション

IPv4アドレスが管理 IPアドレスプールから iSCSIブート vNICに割
り当てられます。

ステップ 13に進みます。

Pool

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストから [Static]を選択した場合は、次のフィールド
に入力します。

説明名前

iSCSIブート vNICに割り当てられた IPv4アドレス。

このアドレスを指定する場合は、[Initiator IP Address Policy]
ドロップダウンリストで [Static]を選択する必要がありま
す。

[IPv4 Address]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

プライマリ DNSサーバのアドレス。[Primary DNS]フィールド

セカンダリ DNSサーバのアドレス。[Secondary DNS]フィールド

ステップ 13 iSCSIターゲットインターフェイスでは、次のいずれかのオプションボタンを選択します。

説明オプション

システムにより、設定する必要があるスタティックターゲットイ

ンターフェイスが作成されます。

ステップ 14に進みます。

[iSCSI Static Target Interface]

システムにより、自動ターゲットインターフェイスが作成されま

す。自動ターゲットがイニシエータとDHCPベンダー IDのどちら
を使用するか指定する必要があります。

ステップ 16に進みます。

[iSCSI Auto Target Interface]

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface]を選択した場合、[Static Target Interface]テーブルで [Add]をクリック
します。

ステップ 15 [Create iSCSI Static Target]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSIターゲットの iSCSI Qualified Name（IQN）または拡張固
有識別子（EUI）の名前を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

この名前は、標準 IQNまたは EUIのガイドラインを使
用して正しい形式にする必要があります。

重要

次に、正しい形式の iSCSIターゲット名の例を示します。

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

[iSCSI Target Name]フィールド

iSCSIターゲットに対してシステムが割り当てるプライオリ
ティ。

[Priority]フィールド

iSCSIターゲットに関連付けられたポート。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルト値は 3260です。

[Port]フィールド

関連付けられた iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファイ
ルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile]リンク

iSCSIターゲットに割り当てられた IPv4アドレス。[IPv4 Address]フィールド

iSCSIターゲットの LUN識別子です。[LUN Id]フィールド

ステップ 16 [iSCSI Auto Target Interface]を選択した場合、[DHCP Vendor Id]フィールドにイニシエータ名また
は DHCPベンダー IDを入力します。イニシエータがすでに設定済みである必要があります。ベ
ンダー IDには、最大 32文字の英数字を指定できます。

ステップ 17 [OK]をクリックします。
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iSCSI ブートパラメータの変更
iSCSI vNICのブート順序、ブートポリシー、iSCSI認証プロファイル、イニシエータインター
フェイス、ターゲットインターフェイスなど、iSCSIブートパラメータを変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 iSCSIブートパラメータを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。シ

ステムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
ステップ 4 iSCSIブートパラメータを変更するサービスプロファイルをクリックします。
ステップ 5 [Boot Order]タブをクリックします。
ステップ 6 [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
ステップ 7 ブート順序の iSCSI vNICを追加または削除する、またはブート順序を変更するには、次のいずれ

かを実行します。

• iSCSI vNICを追加するには、[iSCSI vNICs]領域で、iSCSI vNICをダブルクリックして [Boot
Order]テーブルに追加します。

•ブート順序から iSCSI vNICを削除するには、[Boot Order]テーブルで、iSCSI vNICを選択し
て [Delete]をクリックします。

• iSCSI vNICのブート順序を変更するには、[Boot Order]テーブルで、iSCSI vNICを選択して
[Move Up]または [Move Down]をクリックします。

ステップ 8 ブートパラメータを変更するには、[iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリック
します。

2つの iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを変更する方を選択します。

ステップ 9 [Set iSCSIBoot Parameters]ダイアログボックスで、次のいずれかのフィールドの値を変更します。

説明名前

ブートパラメータを設定している iSCSI vNICの名前。[Name]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファイ
ルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Authentication Profile]リ
ンク

ステップ 10 [Initiator Name]領域で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSIブートイニシエータ名の割り当て方法を選択します。次
の方法の中から 1つを選択してください。

• [Manual]：[InitiatorName]フィールドに名前を入力します。
イニシエータ名には、最大で 223文字まで使用できます。

• [Pools]：IQN接尾辞プールを選択します。このプールから
名前が割り当てられます。

[Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスでイニ
シエータ名を設定すると、サービスプロファイルレ

ベルではなく、iSCSIvNICレベルでイニシエータ IQN
が設定されます。複数のパスが設定されている場合、

[iSCSI vNICs]タブから、またはサービスプロファイ
ルの作成時に、イニシエータ IQNを設定する必要が
あります。

（注）

必要に応じて、イニシエータ名を変更またはリセットできます。

詳細については、サービスプロファイルレベルでのイニシエー

タ IQNの変更を参照してください。

[Initiator Name Assignment]ド
ロップダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい IQN接尾辞プールを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create IQN Suffix Pool]リンク

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

[Initiator Name]フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストの選択を、次のいずれかに変更します。

説明オプション

システムが DHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択しま
す。

ステップ 13に進みます。

[Select (DHCP used by
default)]

スタティック IPv4アドレスが、この領域に入力された情報に基づい
て iSCSIブート vNICに割り当てられます。

ステップ 12に進みます。

スタティック

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
162

サーバのブート

iSCSI ブートパラメータの変更



説明オプション

IPv4アドレスが管理 IPアドレスプールから iSCSIブート vNICに割
り当てられます。

ステップ 13に進みます。

Pool

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで [Static]を選択した場合、次のフィールドを入
力するか変更してください。

説明名前

iSCSIブート vNICに割り当てられた IPv4アドレス。

このアドレスを指定する場合は、[Initiator IP Address Policy]
ドロップダウンリストで [Static]を選択する必要がありま
す。

[IPv4 Address]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

プライマリ DNSサーバのアドレス。[Primary DNS]フィールド

セカンダリ DNSサーバのアドレス。[Secondary DNS]フィールド

ステップ 13 iSCSIターゲットインターフェイスでは、次のいずれかのオプションボタンを選択します。

説明オプション

システムにより、設定する必要があるスタティックターゲットイ

ンターフェイスが作成されます。

ステップ 14に進みます。

[iSCSI Static Target Interface]

システムにより、自動ターゲットインターフェイスが作成されま

す。自動ターゲットがイニシエータとDHCPベンダー IDのどちら
を使用するか指定する必要があります。

ステップ 15に進みます。

[iSCSI Auto Target Interface]

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface]を選択した場合は、[Static Target Interface]テーブルで次のいずれかを
実行します。

• iSCSIスタティックターゲットインターフェイスを追加するには、[Add]をクリックします。
iSCSIターゲットインターフェイスを変更するには、変更する iSCSIターゲットインター
フェイスを選択して [Modify]をクリックします。次に、[Create iSCSI Static Target]ダイアロ
グボックスで、次のフィールドを入力または変更します。
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説明名前

iSCSIターゲットの iSCSI Qualified Name（IQN）または拡張
固有識別子（EUI）の名前を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができま

す。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

この名前は、標準 IQNまたはEUIのガイドラインを
使用して正しい形式にする必要があります。

重要

次に、正しい形式の iSCSIターゲット名の例を示します。

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

[iSCSI Target Name]フィール
ド

iSCSIターゲットに対してシステムが割り当てるプライオリ
ティ。

[Priority]フィールド

iSCSIターゲットに関連付けられたポート。

1～65535の整数を入力します。デフォルト値は3260です。

[Port]フィールド

関連付けられた iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロッ
プダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファ
イルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile]リンク

iSCSIターゲットに割り当てられた IPv4アドレス。[IPv4 Address]フィールド

iSCSIターゲットの LUN識別子です。[LUN Id]フィールド

• iSCSIターゲットインターフェイスを削除するには、削除する iSCSIターゲットインター
フェイスを選択して [Delete]をクリックします。
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2つの iSCSIスタティックターゲットがあり、優先順位 1位のターゲットを削除する
と、優先順位 2位のターゲットが優先順位 1位のターゲットになります。ただし、この
ターゲットは、Cisco UCS Managerでは、引き続き優先順位 2位のターゲットとして表
示されます。

（注）

ステップ 15 [iSCSIAuto Target Interface]を選択した場合、[DHCPVendor Id]フィールドのエントリをイニシエー
タ名または DHCPベンダー IDに変更します。イニシエータがすでに設定済みである必要があり
ます。ベンダー IDには、最大 32文字の英数字を指定できます。

ステップ 16 [OK]をクリックします。

IQN プール
IQNプールは、iSCSI vNICが Cisco UCSドメインでイニシエータ IDとして使用する iSCSI修飾名
（IQN）の集合です。

IQNプールのメンバの形式は、プレフィックス:サフィックス:番号となり、プレフィックス、サ
フィックス、および番号のブロック（範囲）を指定できます。

IQNプールは、番号の範囲と接尾辞は異なるものの、同じ接頭辞を共有する複数の IQNブロック
を含むことができます。

IQN プールの作成

ほとんどの場合、最大 IQNサイズ（プレフィックス +サフィックス +追加文字）は 223文字
です。Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプタを使用する場合、IQNサイズを 128文字に制限する
必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]を右クリックし、[Create IQN Suffix Pool]を選択します。
ステップ 5 [Create IQN Suffix Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値

を入力します。
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説明フィールド

iSCSI修飾名（IQN）プールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

Name

プールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

Description

このプール用に作成された任意の IQNブロックのプレフィク
ス。

1～ 150文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特
殊文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハイ
フン）。たとえば、iqn1.alpha.comを使用できます。

Prefix

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [Create IQN Suffix Pool]ウィザードの [Add IQN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of IQN Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSI修飾名（IQN）のこのブロックの接尾辞。

1～ 64文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特殊
文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハイフ
ン）。たとえば、alphadc-1を使用できます。

[Suffix]フィールド

ブロック内の最初の接尾辞番号。[From]フィールド
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説明名前

ブロック内の接尾辞の数。[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。
ステップ 10 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

IQNサフィックスプールはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

IQN プールへのブロックの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。
ステップ 5 目的の IQNプールを右クリックし、[Create a Block of IQN Suffixes]を選択します。
ステップ 6 [Create a Block of IQN Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSI修飾名（IQN）のこのブロックの接尾辞。

1～ 64文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特殊
文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハイフ
ン）。たとえば、alphadc-1を使用できます。

[Suffix]フィールド

ブロック内の最初の接尾辞番号。[From]フィールド

ブロック内の接尾辞の数。[Size]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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IQN プールからのブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた
は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべての割り
当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残りま
す。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。
ステップ 5 IQN接尾辞のブロックを削除する IQNプールを選択します。
ステップ 6 [Work]ペインで、[IQN Blocks]タブをクリックします。

ステップ 7 削除するブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 8 [Yes]をクリックして削除を確認します。
ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

IQN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、そのプールの vNICまたは vHBAに割り当てられ
たアドレスは再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次の

いずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。
ステップ 5 削除するプールを右クリックして、[Delete]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN ブート
LANの集中プロビジョニングサーバから 1つまたは複数のサーバをブートするブートポリシー
を設定できます。LAN（または PXE）ブートは、その LANサーバからサーバにOSをインストー
ルする際に頻繁に使用されます。

LANブートポリシーには、複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、ローカ
ルディスクや仮想メディアブートをセカンダリブートデバイスとして追加できます。

ブートポリシー用 LAN ブートポリシー設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、ローカルディ

スクや仮想メディアブートをセカンダリブートデバイスとして追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成, （138ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。
ステップ 2 [Add LAN Boot]リンクをクリックします。
ステップ 3 [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]フィールド

に入力して、[OK]をクリックします。
ステップ 4 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
169

サーバのブート

LAN ブート



• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ローカルデバイスブート
Cisco UCS Managerでは、異なるローカルデバイスから起動することができます。

拡張ブート順序を使用している Cisco UCSM3およびM4ブレード/ラックサーバの場合は、最
上位と第 2レベルの両方のブートデバイスを選択できます。標準のブート順序を使用してい
る Cisco UCS M1とM2のブレードサーバとラックサーバの場合、トップレベルのブートデ
バイスのみを選択できます。

（注）

ローカルディスクブート

サーバにローカルドライブがある場合、ブートポリシーを設定して、トップレベルのローカル

ディスクデバイスまたは第 2レベルのデバイスのいずれかからサーバを起動できます。

• [Local LUN]：ローカルディスクまたはローカル LUNからの起動を有効にします。

• [Local JBOD]：ブート可能な JBODからの起動を有効にします。

• [SD card]：SDカードからの起動を有効にします。

• [Internal USB]：内部 USBからの起動を有効にします。

• [External USB]：外部 USBからの起動を有効にします。

• [Embedded Local LUN]：Cisco UCS C240 M4サーバ上の内蔵ローカル LUNからの起動を有効
にします。

• [Embedded Local Disk]：Cisco UCS C240M4SXおよびM4Lサーバの内蔵ローカルディスクか
らの起動を有効にします。

第 2レベルのデバイスは、拡張ブート順序を使用している Cisco UCS M3およびM4ブレード/
ラックサーバでのみ使用できます。標準のブート順序を使用している Cisco UCS M1とM2の
ブレードサーバとラックサーバの場合、トップレベルの [Add Local Disk]のみを選択できま
す。

（注）
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仮想メディアブート

ブートポリシーを設定して、サーバからアクセスできる仮想メディアデバイスから 1つ以上の
サーバを起動できます。仮想メディアデバイスは、物理CD/DVDディスク（読み取り専用）また
はフロッピーディスク（読み取り書き込み）のサーバへの挿入を疑似的に実行します。このタイ

プのサーバブートは、通常サーバに手動でオペレーティングシステムをインストールするために

使用されます。

第 2レベルのデバイスは、拡張ブート順序を使用している Cisco UCS M3およびM4ブレード/
ラックサーバでのみ使用できます。標準のブート順序を使用している Cisco UCS M1とM2の
ブレードサーバとラックサーバの場合、トップレベルの [Add CD/DVD]または [Add Floppy]
のみを選択できます。

（注）

リモート仮想ドライブのブート

ブートポリシーを設定して、サーバからアクセスできるリモート仮想ドライブから 1つ以上の
サーバを起動できます。

ブートポリシー用ローカルディスクブートの設定

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリブー

トデバイスとして SDカードのブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成, （138ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [Add Local Disk]または

◦ [Add Local LUN]

◦ [Add SD Card]

◦ [Add Internal USB]

◦ [Add External USB]
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拡張ブート順序を使用している Cisco UCSM3およびM4ブレード/ラックサーバの場合
は、最上位と第 2レベルの両方のブートデバイスを選択できます。標準のブート順序
を使用している Cisco UCSM1とM2のブレードサーバとラックサーバの場合、トップ
レベルのブートデバイスのみを選択できます。

（注）

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ブートポリシー用仮想メディアブートの設定

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。ローカルディスクブート

をセカンダリブートデバイスとして追加できます。

仮想メディアでは、USBをイネーブルにする必要があります。USBの機能に影響するBIOS設
定を変更した場合は、仮想メディアにも影響します。したがって、最適なパフォーマンスを実

現するためには、次の USB BIOSをデフォルト設定のままにしておくことをお勧めします。

（注）

• [Make Device Non Bootable]：[disabled]に設定します。

• [USB Idle Power Optimizing Setting]：[high-performance]に設定します。

この手順は、ブートポリシーの作成, （138ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [ADD CD/DVD]または

◦ [Add Local CD/DVD]
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◦ [Add Remote CD/DVD]

• [Add Floppy]または

◦ [Add Local Floppy]

◦ [Add Remote Floppy]

• [Add Remote Virtual Drive]

拡張ブート順序を使用している Cisco UCSM3およびM4ブレード/ラックサーバの場合
は、最上位と第 2レベルの両方のブートデバイスを選択できます。標準のブート順序
を使用している Cisco UCSM1とM2のブレードサーバとラックサーバの場合、トップ
レベルのブートデバイスのみを選択できます。

（注）

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ブートポリシー用 NVMe ブートの設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリブー

トデバイスとして SDカードのブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成, （138ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
ステップ 2 [Add NVMe]をクリックし、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

NVMeブートポリシーは、[Uefi]ブートモードでのみ使用できま
す。

（注）

ステップ 3 次のいずれかを実行します。
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• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

vMedia サービスプロファイルへのブートポリシーの追加
この手順では、[Create Service Profile (expert)]ウィザードの [Server Boot Order]ページで、vMedia
のブートポリシーのオプションを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。
[Unified Computing System Manager]ペインが表示されます。

ステップ 5 [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。
この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
ません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロファイル

テンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要がありま

す。

ステップ 6 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから
UUIDを割り当てます。

ステップ 8に進みます。

Select (pool default used by default)
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説明オプション

製造元によってサーバに割り当てられた

UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUID
はサービスプロファイルがサーバと関連

付けられるまで割り当てられません。こ

の時点で、UUIDは製造元によってサー
バに割り当てられたUUID値に設定され
ます。サービスプロファイルを後で別の

サーバに移動すると、UUIDは新しいサー
バに一致するように変更されます。

ステップ 8に進みます。

手動で割り当てるUUIDを使用します。

ステップ 7に進みます。

XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX

ドロップダウンリストの下部のリストか

ら選択するUUID接尾辞プールからUUID
を割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可

能な UUIDの数および UUIDの合計数を
示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示
されます。

既存のプールを使用するのではなく、す

べてのサービスプロファイルがアクセス

できるプールを作成する場合は、ステッ

プ 4に進みます。それ以外の場合はス
テップ 8に進みます。

Pools Pool_Name

ステップ 7 （任意） XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXXオプションを選択した場合は、
次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効なUUID
を入力します。

ステップ 8 （任意） このサービスプロファイルで使用する新しい UUIDサフィックスプールを作成する場
合は、[Create UUID Suffix Pool]をクリックし、[Create UUID Suffix Pool]ウィザードのフィールド
に値を入力します。

詳細については、UUID接尾辞プールの作成, （124ページ）を参照してください。

ステップ 9 （任意） テキストボックスに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

このサービスプロファイルのユーザ定義による説明。
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256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペースを使用できます。`（アクセント
記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、
<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

ステップ 10 [Next]をクリックします。
ステップ 11 [Create Service Profile (expert)]に移動し、[Server Boot Order]をクリックします。

[Boot Policy]ペインが表示されます。
ステップ 12 [Boot Policy]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのブートポリシーを割り当

てます。

ステップ 13に進みます。

Select Boot Policy to use

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カルブートポリシーを作成できます。

Create a Specific Boot
Policy

サービスプロファイルに既存のブートポリシーを割り当てます。こ

のオプションを選択した場合、Cisco UCS Managerでポリシーの詳細
が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイ

ルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create Boot Policy]
をクリックします。それ以外の場合は、リストでポリシーを選択し、

ステップ 13に進みます。

Boot Policies Policy_Name

ステップ 13 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートにアクセスできる新しいブートポリシーを作

成したら、[Boot Policy]ドロップダウンリストからそのポリシーを選択します。
ステップ 14 [Next]をクリックします。

次の作業

サービスプロファイルを Cisco UCSサーバに関連付けます。
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ブートポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Boot Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

UEFI ブートパラメータ
サーバの UEFIブートモードは、プラットフォームハードウェアに保存されている情報によって
決まります。UEFI OSブートローダに関する情報を含むブートエントリは、サーバの BIOSフ
ラッシュに保存されます。2.2(4)より前の Cisco UCS Managerリリースでは、サービスプロファ
イルがあるサーバから別のサーバに移行されると、ブートローダ情報は宛先サーバで使用できな

くなります。そのため、BIOSは、サーバを UEFIブートモードでブートするためのブートロー
ダ情報をロードできません。

Cisco UCSMリリース 2.2(4)では、宛先サーバ上の UEFI OSブートローダの位置に関する情報を
BIOSに提供するUEFIブートパラメータが導入され、BIOS はその位置からブートローダをロー
ドできます。サーバは、そのブートローダ情報を使用して、UEFIブートモードでブートできま
す。

UEFI ブートパラメータに関する注意事項と制約事項
•ブートモードが UEFIの場合のみ、UEFIブートパラメータを設定できます。

• Cisco UCS Manager をリリース 2.2(4)以降にアップグレードする場合は、サービスプロファ
イルの移行中に UEFIブートが失敗しても自動的に処理されません。UEFI対応 OSで正常に
ブートするには、ターゲットデバイスでUEFIブートパラメータを明示的に作成しておく必
要があります。

• UEFIブートパラメータは、セカンドレベルのブート順序をサポートする、M3以降のすべて
のサーバでサポートされています。

•次のデバイスタイプの UEFIブートパラメータを指定できます。

◦ SAN LUN

◦ ISCSI LUN
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◦ローカル LUN

• UEFIブートパラメータは各オペレーティングシステム固有のパラメータです。次のオペレー
ティングシステムの UEFIブートパラメータを指定できます。

◦ VMware ESX

◦ SUSE Linux

◦ Microsoft Windows

◦ Red Hat Enterprise Linux 7

UEFI ブートパラメータの設定

はじめる前に

ブートポリシーの [Boot Mode]が [Uefi]であることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 [Boot Policies]を展開し、UEFIブートパラメータを設定するブートポリシーを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 LUNのUEFIブートパラメータを設定するには、[BootOrder]領域のLUNを選択し、[SetUefi Boot
Parameters]をクリックします。

ローカル LUN、SAN LUN、iSCSI LUNに対してのみ UEFIブートパラメータを設定でき
ます。

重要

ステップ 6 [Set Uefi Boot Parameters]ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明フィールド

ブートローダの名前を指定します。これは必須フィールドです。

例：grub.efi

[Boot Loader Name]

ブートローダがある場所のパスを指定します。これは必須フィー

ルドです。ブートローダの名前をこのフィールドに入力しないで

ください。パスだけを指定する必要があります。

例：\EFI\RedHat

[Boot Loader Path]
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説明フィールド

ブートローダの詳細です。これは、F6ブートメニューに表示され
る可読形式の名前です。

[Boot Loader Description]

ステップ 7 [OK]をクリックします。
ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

UEFI ブートパラメータの変更

はじめる前に

ブートポリシーの [Boot Mode]が [Uefi]であることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 [Boot Policies]を展開し、UEFIブートパラメータを変更するブートポリシーを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 UEFIブートパラメータを使用して、LUNのUEFIブートパラメータを変更するには、[BootOrder]
領域で LUNを選択し、[Modify Uefi Boot Parameters]をクリックします。

ローカル LUN、SAN LUN、および iSCSI LUNに対してのみ UEFIブートパラメータを設
定できます。

重要

ステップ 6 [Modify Uefi Boot Parameters]ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明フィールド

ブートローダの名前を指定します。これは必須フィールド

です。

[Boot Loader Name]

ブートローダがある場所のパスを指定します。これは必須

フィールドです。

[Boot Loader Path]

ブートローダの詳細です。[Boot Loader Description]

ステップ 7 [OK]をクリックします。
ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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第 13 章

サービスプロファイル

• UCS Managerのサービスプロファイル, 181 ページ

• サーバ IDを上書きするサービスプロファイル, 182 ページ

• サーバ IDを継承するサービスプロファイル, 183 ページ

• サービスプロファイルに関するガイドラインおよび推奨事項, 183 ページ

• サービスプロファイルの作成方法, 184 ページ

• インバンドサービスプロファイル, 188 ページ

• サービスプロファイルタスク, 188 ページ

• サービスプロファイルのアソシエーション, 199 ページ

• サービスプロファイルテンプレート, 201 ページ

• サービスプロファイルテンプレートタスク, 206 ページ

• サービスプロファイルのアソシエーション, 212 ページ

UCS Manager のサービスプロファイル
サービスプロファイルは、単一のサーバおよびそのストレージとネットワークの特性を定義しま

す。Cisco UCSManagerおよびUCSMiniのサービスプロファイルを作成できます。サービスプロ
ファイルがサーバに導入されると、UCS Managerは、サービスプロファイルで指定された設定に
一致するよう、サーバ、アダプタ、ファブリックエクステンダ、ファブリックインターコネクト

を自動的に設定します。

サービスプロファイルには、次の 4種類の情報が含まれています。

• [Server definition]：プロファイルに適用するために必要なリソース（特定のシャーシに挿入さ
れた特定のサーバやブレード）を定義します。

• [Identity information]：UUID、各仮想 NIC（vNIC）のMACアドレス、各 HBAのWWN仕様
が含まれます。
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• [Firmware revision specifications]：特定のテスト済みのファームウェアリビジョンをインス
トールする必要があるか、その他の理由で特定のファームウェアを使用する必要がある場合

に使用されます。

• [Connectivity definition]：ネットワークアダプタ、ファブリックエクステンダ、および親イン
ターコネクトを設定します。ただし、この情報には各ネットワークコンポーネントの設定方

法の詳細が含まれていないため抽象的です。

UCSシステムは、サーバ IDを継承するサービスプロファイルとサーバ ID をオーバーライドす
るサービスプロファイルの 2つのタイプのサービスプロファイルを提供しています。

サーバ ID を上書きするサービスプロファイル
このタイプのサービスプロファイルにより、柔軟性と制御性が最大化されます。このプロファイ

ルを使用すると、アソシエーション時にサーバに設定された ID値を上書きし、CiscoUCSManager
で設定されたリソースプールとポリシーを使用して一部の管理タスクを自動化できます。

このサービスプロファイルは、あるサーバとの関連付けを解除して、別のサーバに関連付けるこ

とができます。この再アソシエーションは手動で行うこともできますし、自動サーバプールポリ

シーを通じて行うこともできます。UUIDやMACアドレスなど、新しいサーバの工場出荷時の設
定は、サービスプロファイルでの設定で上書きされます。その結果、サーバでの変更はネット

ワークに対して透過的です。新しいサーバの使用を開始するために、ネットワークでコンポーネ

ントやアプリケーションを再設定する必要はありません。

このプロファイルにより、次のようなリソースプールやポリシーを通じて、システムリソースを

利用し、管理できるようになります。

• MACアドレスのプール、WWNアドレス、UUIDなどの仮想 ID情報

•イーサネットおよびファイバチャネルアダプタプロファイルポリシー

•ファームウェアパッケージポリシー

•オペレーティングシステムブート順序ポリシー

サービスプロファイルに電源管理ポリシー、サーバプール資格情報ポリシー、または特定のハー

ドウェア設定が必要な別のポリシーが含まれていない場合は、そのサービスプロファイルをCisco
UCSドメインのどのタイプのサーバにも使用できます。

これらのサービスプロファイルは、ラックマウントサーバまたはブレードサーバのどちらかに

関連付けることができます。サービスプロファイルの移行の可否は、サービスプロファイルの移

行制限を選択するかどうかによって決まります。

移行を制限しない場合、Cisco UCS Managerは、既存のサーバプロファイルを移行する前に新
しいサーバに対する互換性チェックを行いません。両方のハードウェアが似ていない場合、関

連付けが失敗することがあります。

（注）
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サーバ ID を継承するサービスプロファイル
このハードウェアベースのサービスプロファイルは使用も作成も簡単です。このプロファイル

は、サーバのデフォルト値を使用して、ラックマウント型サーバの管理を模倣します。これは特

定のサーバに関連付けられているため、別のサーバへの移動や移行はできません。

このサービスプロファイルを使用するために、プールや設定ポリシーを作成する必要はありませ

ん。

このサービスプロファイルは、アソシエーション時に存在する次のような ID情報および設定情
報を継承し、適用します。

• 2つの NICのMACアドレス

•統合ネットワークアダプタまたは仮想インターフェイスカードについては、2つの HBAの
WWNアドレス

• BIOSバージョン

•サーバの UUID

このプロファイルをサーバに関連付ける前に、製造元でサーバのハードウェアに設定された値

が変更された場合、このサービスプロファイルを通じて継承されたサーバの IDおよび設定情
報は、この値とは異なる可能性があります。

重要

サービスプロファイルに関するガイドラインおよび推奨

事項
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含まれるポリシー（ローカ

ルディスク設定ポリシーなど）やプールに固有のガイドラインと推奨事項に加え、サービスプロ

ファイルとサーバを関連付ける機能に影響する以下のガイドラインと推奨事項も順守してくださ

い。

ラックマウントサーバで設定できる vNIC 数の制限

Cisco UCS Managerと統合されているラックマウントサーバでは、Cisco UCS P81E仮想インター
フェイスカード（N2XX-ACPCI01）などのサポート対象のアダプタごとに最大 56の vNICを設定
できます。

ラックマウントサーバの電力制限はサポート対象外

電力制限はラックサーバではサポートされません。ラックマウントサーバに関連付けられている

サービスプロファイルに電力制御ポリシーを含めた場合、そのポリシーは実行されません。
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vNIC に関する QoS ポリシーのガイドライン

QoSポリシーのプライオリティ設定が fc（ファイバチャネルシステムクラス）ではない場合に
のみ、そのポリシーを vNICに割り当てることができます。QoSポリシーのプライオリティに他
のシステムクラスを設定できます。

vHBA に関する QoS ポリシーのガイドライン

QoSポリシーのプライオリティ設定が fc（ファイバチャネルシステムクラス）である場合にの
み、そのポリシーを vHBAに割り当てることができます。

QoSポリシーのホスト制御設定は vNICにのみ適用されます。vHBAには影響しません。

サービスプロファイルの作成方法

[Expert] ウィザードを使用したサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。
ステップ 5 [Identify Service Profile]パネルで、サービスプロファイルの [Name]、[UUID assignment]を指定し

て、[Next]をクリックします。
このサービスプロファイルに任意で説明を指定できます。UUIDが使用できない場合、このパネ
ルから UUID接尾辞プールを作成することもできます。

サービスプロファイルを素早く作成する場合は、名前を指定した後で [Finish]をクリッ
クします。Cisco UCS Managerは、指定された名前とすべてのデフォルト値を使用して
新しいサービスプロファイルを作成します。

（注）

ステップ 6 （任意）[Networking]パネルで、[Dynamic vNICConnection Policy]と [LANConnectivity]のセクショ
ンに必要な情報を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからダイナミック vNIC接続ポリシーおよび LAN接続ポリシーを作成できます。

LAN接続ポリシーに対応する vNICを作成する場合、ダイナミック vNIC、usNICおよ
び VMQはサポートされません。イーサネットアダプタポリシーを設定する場合は、
RoCE、VXLAN、NvGREはサポートされません。

（注）

ステップ 7 （任意）[Storage]パネルで、SAN設定情報（[Local Storage Policy]、[SANConnectivity]、[WWNN]、
[VSAN]など）を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからローカルディスク設定ポリシーおよび SAN接続ポリシーを作成できます。
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ストレージポリシーに従って vHBAを設定する場合は、FC vNICはサポートされませ
ん。

（注）

ステップ 8 （任意）[Zoning]パネルで、必要なゾーン分割情報を指定して [Next]をクリックします。
このパネルから vHBAイニシエータグループを作成できます。

ステップ 9 （任意）[vNIC/vHBAPlacement]パネルで、配置方法と PCI順序を指定して [Next]をクリックしま
す。

このパネルから配置ポリシーを作成できます。

ステップ 10 （任意）[Server Boot Order]パネルで、ドロップダウンリストから [Boot Policy]を選択して [Next]
をクリックします。

このパネルからブートポリシーを作成できます。

ステップ 11 （任意）[Maintenance Policy]パネルで、メンテナンスポリシーを指定して [Next]をクリックしま
す。

このパネルから、新しいメンテナンスポリシーを作成してメンテナンススケジュールを指定でき

ます。

ステップ 12 （任意）[Server Assignment]パネルで、ドロップダウンリストから [Server Assignment]を指定し、
割り当てに適用する電源状態を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからサーバプールまたはホストファームウェアパッケージを作成できます。

ステップ 13 （任意）[Operational Policies]パネルでシステム動作情報（[BIOS Configuration]、[External IPMI
Management Configuration]、[Management IP Address]、[Monitoring Configuration(Thresholds)]、[Power
Control Policy Configuration]、[Scrub Policy]など）を指定して、[Finish]をクリックします。

アウトバンド IPv4アドレス、またはインバンド IPv4または IPv6アドレスをセットアッ
プするには、それぞれのタブをクリックして、必須フィールドに入力します。

（注）

これらの各設定に必要なポリシーが見つからない場合は、このパネルで作成できます。

サーバ ID を継承するサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile]を選択します。
ステップ 5 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [Naming]領域で、次のフィールドに値を入力します。

a) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。
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この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

b) [Description]フィールドに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

ステップ 6 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [vNICs]領域で、プライマリおよびセカンダリの vNIC
を選択します。

ステップ 7 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [vHBAs]領域で、プライマリおよびセカンダリの
vHBAを選択します。

ステップ 8 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [Boot Order]領域で、プライマリおよびセカンダリの
ブートデバイスを選択します。

ステップ 9 （任意） [Server Association (optional)]領域の [Select]カラムで、サーバのオプションボタンをク
リックして、このサービスとこのサーバを関連付けます。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ブレードサーバのハードウェアベースのサービスプロファイルの作

成

ハードウェアベースのサービスプロファイルを別のサーバに移動することはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ハードウェアベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。
ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Create Service Profile in Organization]ドロップダウンリストから、サービスプロファイルを作
成する組織を選択します。

b) ラジオボタンをクリックします。
c) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。
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d) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vNICを作成する場合、[Create Default vNICs]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vHBAを作成する場合、[Create Default vHBAs]
チェックボックスをオンにします。

f) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerがサーバの IDおよび設定情報を継承して自動的に適用し、サービスプロファ
イルを作成してから、それをサーバに関連付けます。

ラックマウントサーバのハードウェアベースのサービスプロファイ

ルの作成

ハードウェアベースのサービスプロファイルを別のサーバに移動することはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 ハードウェアベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。
ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Create Service Profile in Organization]ドロップダウンリストから、サービスプロファイルを作
成する組織を選択します。

b) ラジオボタンをクリックします。
c) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

d) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vNICを作成する場合、[Create Default vNICs]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vHBAを作成する場合、[Create Default vHBAs]
チェックボックスをオンにします。

f) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerがサーバの IDおよび設定情報を継承して自動的に適用し、サービスプロファ
イルを作成してから、それをサーバに関連付けます。
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インバンドサービスプロファイル

サービスプロファイルからのインバンド設定の削除

この手順では、サービスプロファイルからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。この
アクションがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
サービスプロファイルのインバンド管理 IPアドレスの設定が削除されます。

サービスプロファイルタスク

サービスプロファイルの名前の変更

サービスプロファイルの名前を変更すると、次のことが起こります。

•サービスプロファイルの以前の名前を参照するイベントログと監査ログは、その名前のま
ま保持されます。

•名前変更の操作を記録する、新しい監査データが作成されます。

•サービスプロファイルの以前の名前で生じたすべての障害データは、新しいサービスプロ
ファイル名に転送されます。

保留中の変更があるサービスプロファイルの名前は変更できません。（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 名前を変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 名前を変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Rename Service Profile]をクリックします。
ステップ 7 [Rename Service Profile]ダイアログボックスで、[New Name]フィールドにサービスプロファイル

の新しい名前を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
ません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロファイル

テンプレートで一意であることが必要です。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルのクローン化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 クローンするサービスプロファイルを右クリックし、[Create a Clone]を選択します。
ステップ 5 [Create Clone From Service Profile]ダイアログボックスで次の作業を行います。

a) 新しいプロファイルに使用する名前を [Clone Name]フィールドに入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要があり

ます。
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b) [OK]をクリックします。

ステップ 6 作成したサービスプロファイルに移動し、すべてのオプションが正しいことを確認します。

サービスプロファイルの UUID の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 UUIDを変更したいサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバの UUIDを変更する必要のあるサービスプロファイルを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change UUID]をクリックします。
ステップ 7 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから
UUIDを割り当てます。

ステップ 9に進みます。

[Select (pool default used by default)]

製造元によってサーバに割り当てられた

UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUID
はサービスプロファイルがサーバと関連

付けられるまで割り当てられません。こ

の時点で、UUIDは製造元によってサー
バに割り当てられたUUID値に設定され
ます。サービスプロファイルを後で別の

サーバに移動すると、UUIDは新しいサー
バに一致するように変更されます。

ステップ 9に進みます。

[Hardware Default]

手動で割り当てるUUIDを使用します。

ステップ 8に進みます。

XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX
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説明オプション

ドロップダウンリストの下部のリストか

ら選択するUUID接尾辞プールからUUID
を割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可

能な UUIDの数および UUIDの合計数を
示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示
されます。

ステップ 9に進みます。

Pools Pool_Name

ステップ 8 （任意） XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXXオプションを選択した場合は、
次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効なUUID
を入力します。

b) 選択した UUIDが使用可能であることを確認するには、[here]リンクをクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルのブート順序の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 ブート順序を変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 ブート順序を変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Modify Boot Policy]をクリックして既存のブートポリシーを変更します。
ステップ 7 [Modify Boot Policy]ダイアログボックスで、[Boot Policy]ドロップダウンリストから次のいずれ

かを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのブートポリシーを割り当

てます。

ステップ 14に進みます。

Select Boot Policy to use
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説明オプション

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カルブートポリシーを作成できます。

ステップ 8に進みます。

Create a Specific Boot
Policy

サービスプロファイルに既存のブートポリシーを割り当てます。こ

のオプションを選択した場合、Cisco UCS Managerでポリシーの詳細
が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイ

ルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create Boot Policy]
をクリックし、ステップ2に進みます。それ以外の場合はステップ14
に進みます。

Boot Policies Policy_Name

ステップ 8 ブートポリシーの作成を選択した場合は、[Create Boot Policy]ダイアログボックスにポリシーの
一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 9 （任意） ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートする

には、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCS Manager GUIで、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスがブートポリシーに
ついて選択されており、CD-ROMまたはフロッピーがブート順の最後のデバイスの場合に、デバ
イスを取り外すか、装着すると、ブート順に直接効力がなく、サーバがリブートされません。

ステップ 10 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにします。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリスト
された 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかをレポートします。

•オフにした場合は、Cisco UCS Managerがサービスプロファイルから（ブートオプションに
応じて）vNICまたは vHBAを使用します。

ステップ 11 ローカルディスク、仮想CD-ROM、または仮想フロッピーをブート順序に追加するには、次の手
順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
b) 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [Add Local Disk]または

• [Add Local LUN]

• [Add SD Card]

• [Add Internal USB]
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• [Add External USB]

• [Add CD/DVD]または

• [Add Local CD/DVD]

• [Add Local Remote CD/DVD]

c) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了
します。

ステップ 12 LANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。
b) [Add LAN Boot]リンクをクリックします。
c) [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]フィー
ルドに入力して、[OK]をクリックします。

d) 別のデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了します。

ステップ 13 SANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。
b) [Add SAN Boot]リンクをクリックします。
c) [Add San Boot]ダイアログボックスで、vHBAとタイプを指定して、[OK]をクリックします。
d) この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は [Add SAN Boot Target]リンクをク
リックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで、ブートターゲット LUN、ブート
ターゲットWWPN、およびタイプを指定して、[OK]をクリックします。

e) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了
します。

ステップ 14 [OK]をクリックします。

サービスプロファイル用の vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 vNICを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。
ステップ 4 vNICを作成するサービスプロファイルを展開します。
ステップ 5 [vNICs]ノードを右クリックし、[Create vNICs]を選択します。
ステップ 6 既存の vNICテンプレートを使用するには、[Create vNIC]ダイアログボックスで名前を入力し、

[MAC Address Assignment]を選択して [Use vNIC Template]チェックボックスをオンにします。
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この領域ではMACプールを作成することもできます。

ステップ 7 ファブリック IDを選択し、使用する VLANを選択してから、CDN名とMTUを選択し、ピング
ループを選択します。

この領域では VLANおよび LANピングループも作成できます。

ステップ 8 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。
ステップ 9 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]、[QoS Policy]、および [Network Control Policy]

を選択します。

この領域では、イーサネットアダプタポリシー、QoSポリシー、ネットワーク制御ポリシーも作
成できます。

ステップ 10 [Connection Policy]領域で、[Dynamic vNIC]、[usNIC]または [VMQ] ラジオボタンを選択して、対
応するポリシーを選択します。

この領域では、ダイナミック vNIC、usNIC、または VMQの接続ポリシーも作成できます。

ステップ 11 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルからの vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 vNICを削除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。
ステップ 4 vNICを削除するサービスプロファイルを展開します。
ステップ 5 vNICノードを展開します。
ステップ 6 削除する vNICを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイル用の vHBA の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 vHBAを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。
ステップ 4 vHBAを作成するサービスプロファイルを展開します。
ステップ 5 [vHBAs]ノードを右クリックし、[Create vHBAs]を選択します。
ステップ 6 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 7 [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data]の順に選択します。
この領域から VSANまたは SANピングループを作成することもできます。

ステップ 8 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。
ステップ 9 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]と [QoS Policy]を選択します。

この領域から、ファイバチャネルアダプタポリシーまたは QoSポリシーを作成することもでき
ます。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

vHBA に対する WWPN の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 WWPNを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。
ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]の順に展開します。
ステップ 5 WWPNを変更する vHBAをクリックします。
ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Change World Wide Name]をクリックします。
ステップ 8 [Change World Wide Port Name]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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vHBA の永続的なバインディングのクリア

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 vHBAを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。
ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]の順に展開します。
ステップ 5 永続的なバインディングをクリアする vHBAをクリックします。
ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Clear Persistent Binding]をクリックします。
ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルからの vHBA の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 vHBAを削除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。
ステップ 4 vHBAを削除するサービスプロファイルを展開します。
ステップ 5 [vHBAs]ノードを展開します。
ステップ 6 削除する vHBAを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルへの vHBA イニシエータグループの追加

手順

ステップ 1 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 2 vHBAイニシエータグループを追加するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開しま

す。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 vHBAイニシエータグループを追加するサービスプロファイルを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[Storage] > [vHBA Initiator Groups]をクリックします。

ステップ 5 テーブルの右のアイコンバーで、[+]をクリックします。
ステップ 6 [Create vHBA Initiator Group]ダイアログボックスで、名前と説明を設定するには、次のフィール

ドに入力します。

説明名前

vHBAイニシエータグループの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

グループの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

ステップ 7 [Select vHBA Initiators]テーブルで、vHBAイニシエータグループに含める各 vHBAの [Select]列
のチェックボックスをオンにします。

ステップ 8 イニシエータグループにストレージ接続ポリシーを追加するには、次のオプションの 1つを選択
します。

•ドロップダウンリストから既存のストレージ接続ポリシーを選択します。ステップ 10に進
みます。

• Cisco UCSドメイン内の他の vHBAのイニシエータグループで使用可能な新しいストレージ
接続ポリシーを作成する場合は、リンクをクリックします。詳細については、「Creating a
Fibre Channel Storage Connection Policy」を参照してください。ストレージ接続ポリシーを作
成した後、ステップ 10に進みます。

•このvHBAのイニシエータグループにのみ利用可能なストレージ接続ポリシーを作成するに
は、オプションを選択します。ステップ 9に進みます。

ステップ 9 この vHBAのイニシエータグループにのみ利用可能なストレージ接続ポリシーを作成するには、
領域で、次のフィールドを入力します。
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCS Managerはファイバチャネルゾーン分
割を設定しません。

• [Single Initiator Single Target]：Cisco UCSManagerは、vHBA
とストレージポートの組み合わせごとに1つのゾーンを自
動作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれます。
ゾーンの数がサポートされる最大数を超える見込みがない

場合は、このタイプのゾーン分割を設定することをお勧め

します。

• [Single Initiator Multiple Targets]：Cisco UCS Managerは、
vHBAごとに 1つゾーンを自動作成します。ゾーンの数が
サポートされている最大値に到達またはそれを超えると予

想される場合は、このタイプのゾーン分割を設定すること

を推奨します。

[Zoning Type]フィールド

このポリシーに関連付けられたファイバチャネルターゲット

エンドポイントこのテーブルには、次のカラムとボタンがあり

ます。

• [WWPN]カラム：エンドポイントに関連付けられたワール
ドワイドポート名。

• [Path]カラム：エンドポイントへのパス。

• [VSAN]カラム：エンドポイントに関連付けられたVSAN。

• [Add]ボタン：新しい FCターゲットエンドポイントを作
成します。

• [Delete]ボタン：選択したエンドポイントを削除します。

• [Properties]ボタン：選択したエンドポイントのすべてのプ
ロパティを表示します。

[FC Target Endpoints]テーブル
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ステップ 10 [OK]をクリックします。
ステップ 11 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 削除するサービスプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 5 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルのアソシエーション

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルとブレードサーバまたはサーバプールを関連付けなかった場合、

またはサービスプロファイルを関連付けるブレードサーバまたはサーバプールを変更する場合

には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 新しいサーバまたはサーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織のノー

ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバに関連付けるサービスプロファイルを右クリックし、[Associate Service Profile]をします。
ステップ 5 [Associate Service Profile]ダイアログボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。
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説明オプション

ドロップダウンリストからサーバプールを選択します。CiscoUCSManager
はこのプールからサービスプロファイルにサーバを割り当てます。

ステップ 7に進みます。

サーバプール

ナビゲーションツリーで適切な使用可能サーバに移動し、サービスプロ

ファイルに割り当てるサーバを選択します。

ステップ 7に進みます。

[Server]

サービスプロファイルに割り当てられるサーバが含まれるシャーシおよび

スロットを指定します。サーバがスロット内に存在しない場合、またはそ

れ以外の理由で使用できない場合、サービスプロファイルは、サーバが使

用できるようになったらサーバに関連付けられます。

ステップ 6に進みます。

Custom Server

ステップ 6 [Custom Server]を選択した場合は、次の手順を実行します。
a) [Chassis Id]フィールドに、選択したサーバが配置されるシャーシの番号を入力します。
b) [Server Id]フィールドで、選択したサーバが配置されているスロットの番号を入力します。

ステップ 7 サーバに関連付けられた後にサービスプロファイルの移行を制限する場合は、[Restrict Migration]
チェックボックスをオンにします。

移行を制限しない場合、Cisco UCS Managerは、既存のサーバプロファイルを移行する前に新し
いサーバに対する互換性チェックを行いません。両方のハードウェアが似ていない場合、関連付

けが失敗することがあります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け解除

サービスプロファイルの関連付けを解除すると、Cisco UCS Managerはサーバのオペレーティン
グシステムのシャットダウンを試みます。適度な時間が経過してもオペレーティングシステムが

シャットダウンされない場合は、CiscoUCSManagerにより、サーバが強制的にシャットダウンさ
れます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サーバまたはサーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織のノー

ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバとの関連付けを解除するサービスプロファイルを右クリックし、[DisassociateServiceProfile]
を選択します。

ステップ 5 [Disassociate Service Profile]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックしてサービスプロファイル
の関連付けを解除することを確認します。

ステップ 6 （任意）サーバのステータスおよび有限状態マシン（FSM）をモニタして、アソシエーションの
解除が完了したことを確認します。

サービスプロファイルテンプレート

初期テンプレートと既存のテンプレート

サービスプロファイルテンプレートを使用して、vNICや vHBAの個数などの同じ基本パラメー
タ、および同じプールから取得された ID情報を使ってすばやく複数のサービスプロファイルを
作成できます。

既存のサービスプロファイルに類似した値を持つ 1つのサービスプロファイルだけが必要な
場合は、Cisco UCS Manager GUIでサービスプロファイルを複製できます。

ヒント

たとえば、データベースソフトウェアをホストするサーバの設定に、類似した値を持つ数個の

サービスプロファイルが必要である場合、手動、または既存のサービスプロファイルから、サー

ビスプロファイルテンプレートを作成できます。その後、このテンプレートを使用して、サービ

スプロファイルを作成します。

Cisco UCSは、次のタイプのサービスプロファイルテンプレートをサポートしています。
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初期テンプレート

初期テンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロパティをす

べて継承します。初期のサービスプロファイルテンプレートから作成されたサービスプロ

ファイルはテンプレートにバインドされます。ただし、初期のテンプレートに対して行われ

た変更は、バインドされたサービスプロファイルに自動的に伝播されません。バインドさ

れたサービスプロファイルに変更を伝播したい場合は、そのサービスプロファイルをアン

バインドしてから、再び初期テンプレートにバインドします。

アップデートテンプレート

アップデートテンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロパ

ティをすべて継承し、そのテンプレートへの接続をそのまま保持します。アップデートテ

ンプレートを変更すると、このテンプレートから作成されたサービスプロファイルが自動

的にアップデートされます。

初期テンプレートと標準のサービスプロファイルから作成されたサービスプロファイルは、

[Reset]がクリックされると、順次プール内で使用可能な最小の IDを取得します。

アップデートテンプレートから作成されたサービスプロファイルは、[Reset]がクリックされ
ると、順次プール内のより小さい IDが未使用の場合でも、同じ IDを保持します。

（注）

サービスプロファイルテンプレートの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルテンプレートを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile Template]を選択します。
ステップ 5 [Identify Service Profile Template]パネルで、サービスプロファイルの [Name]、[Type]、[UUID

Assignment]を指定し、[Next]をクリックします。
このサービスプロファイルテンプレートの説明（任意）を入力できます。

サービスプロファイルテンプレートを素早く作成するには、名前を指定した後で、

[Finish]をクリックします。Cisco UCSManagerは、指定された名前とすべてのシステム
デフォルト値を使用して新しいサービスプロファイルテンプレートを作成します。

（注）

ステップ 6 （任意）[Networking]パネルで、[Dynamic vNIC Connection Policy]と [LAN Connectivity]セクショ
ンに必要な情報を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからダイナミック vNIC接続ポリシーおよび LAN接続ポリシーを作成できます。
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ステップ 7 （任意）[Storage]パネルで、SAN設定情報（[Local Storage Policy]、[SANConnectivity]、[WWNN]、
[vHBAs]など）を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからローカルディスク設定ポリシーおよび SAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 8 （任意）[Zoning]パネルで、必要なゾーン分割情報を指定して [Next]をクリックします。
このパネルから vHBAイニシエータグループを作成できます。

ステップ 9 （任意）[vNIC/vHBAPlacement]パネルで、配置方法と PCI順序を指定して [Next]をクリックしま
す。

このパネルから配置ポリシーを作成できます。

ステップ 10 （任意）[Server Boot Order]パネルで、ドロップダウンリストから [Boot Policy]を選択して [Next]
をクリックします。

このパネルからブートポリシーを作成できます。

ステップ 11 （任意）[Maintenance Policy]パネルで、メンテナンスポリシーを指定して [Next]をクリックしま
す。

このパネルから、新しいメンテナンスポリシーを作成してメンテナンススケジュールを指定でき

ます。

ステップ 12 （任意）[Server Assignment]パネルで、ドロップダウンリストから [Pool Assignment]を指定し、
割り当てに適用する電源状態を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからサーバプールまたはホストファームウェアパッケージを作成できます。

ステップ 13 （任意）[Operational Policies]パネルでシステム動作情報（[BIOS Configuration]、[External IPMI
Management Configuration]、[Management IP Address]、[Monitoring Configuration(Thresholds)]、[Power
Control Policy Configuration]、[Scrub Policy]など）を指定して、[Finish]をクリックします。

アウトバンド IPv4アドレス、またはインバンド IPv4または IPv6アドレスをセットアッ
プするには、それぞれのタブをクリックして、必須フィールドに入力します。

（注）

これらの各設定に必要なポリシーが見つからない場合は、このパネルで作成できます。

サービスプロファイルテンプレートから 1 つ以上のサービスプロファ
イルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルのベースとして使用するサービスプロファイルテンプレートを含む組織

のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 プロファイルの作成元となるサービスプロファイルテンプレートを右クリックし、[CreateService
Profiles From Template]を選択します。

ステップ 5 [Create Service Profiles From Template]ダイアログボックスで、必要なフィールドに値を入力しま
す。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ブレードサーバのテンプレートベースのサービスプロファイルの作

成

はじめる前に

Cisco UCS Managerには、適切な値が設定された正規のサービスプロファイルテンプレートが存
在している必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 テンプレートベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。
ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) ラジオボタンをクリックします。
b) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

c) ドロップダウンリストで、このサーバに関連付けるサービスプロファイルの作成元となるテン
プレートを選択します。

ドロップダウンリストには、選択したブレードサーバと互換性のあるサービスプロ

ファイルテンプレートだけが表示されます。

（注）

d) [OK]をクリックします。
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ラックマウントサーバのテンプレートベースのサービスプロファイ

ルの作成

はじめる前に

Cisco UCS Managerには、適切な値が設定された正規のサービスプロファイルテンプレートが存
在している必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 テンプレートベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。
ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) ラジオボタンをクリックします。
b) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

c) ドロップダウンリストで、このサーバに関連付けるサービスプロファイルの作成元となるテン
プレートを選択します。

d) [OK]をクリックします。

サービスプロファイルからのサービスプロファイルテンプレートの

作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 テンプレートのベースとして使用するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 テンプレートの作成元となるサービスプロファイルを右クリックし、[Create a Service Profile
Template]を選択します。

ステップ 5 [Create Template From Service Profile]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルのアセットタグの設定

手順

ステップ 1 [Servers] > [Service Profiles]を選択します。
ステップ 2 アセットタグを作成するノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備わっていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。
ステップ 4 [Asset Tag]フィールドに、サーバを識別する名前を入力します。

この名前には 2～ 32文字の英数字を使用できます。次を除く任意の特殊文字またはスペースを使
用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、
=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。
ステップ 6 変更を反映するため、サーバを手動でリブートします。

サービスプロファイルテンプレートタスク

サービスプロファイルテンプレートへのサービスプロファイルのバ

インディング

サービスプロファイルをサービスプロファイルテンプレートにバインドすることができます。

サービスプロファイルをテンプレートにバインドした場合、Cisco UCS Managerにより、サービ
スプロファイルテンプレートで定義された値を使ってサービスプロファイルが設定されます。

既存のサービスプロファイル設定がテンプレートと一致しない場合、CiscoUCSManagerにより、
サービスプロファイルが再設定されます。バインドされたサービスプロファイルの設定は、関連

付けられたテンプレートを使用してのみ変更できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 バインドするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 バインドするサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。
ステップ 7 [Bind to a Service Profile Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Service Profile Template]ドロップダウンリストから、サービスプロファイルにバインドする
テンプレートを選択します。

b) [OK]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートからのサービスプロファイルの

バインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 バインドを解除するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 バインドを解除するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Unbind from the Template]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイルテンプレートの UUID の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。
ステップ 3 UUIDを変更するサービスプロファイルテンプレートを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 UUID割り当てを変更するサービスプロファイルテンプレートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change UUID]をクリックします。
ステップ 7 [UUID Assignment]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。Select (pool default
used by default)

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサーバ
と関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは製造元
によってサーバに割り当てられた UUID値に設定されます。サービスプ
ロファイルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサーバに一致
するように変更されます。

ドロップダウンリストの下部のリストから選択する UUID接尾辞プール
から UUIDを割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可能なUUIDの数およびUUIDの合
計数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

Pools Pool_Name

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルに割り当てられた UUID の、サービスプロファ
イルテンプレートのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられている UUIDサフィックスプール
を変更しても、CiscoUCSManagerにより、そのテンプレートにより作成されたサービスプロファ
イルに割り当てられているUUIDは変更されません。Cisco UCSManagerを使用して、新しくサー
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ビスプロファイルに割り当てられたプールから UUIDを割り当て、これを関連付けられたサーバ
に反映させるには、UUIDをリセットする必要があります。サービスプロファイルおよび関連付
けられたサーバに割り当てられている UUIDは、次の状況でのみリセットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されていて、
UUID接尾辞プールから割り当てられた UUIDがインクルードされている。

• UUID接尾辞プール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空
でない場合です。

• UUIDの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 UUIDをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを展開

します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバの UUIDを別の UUID接尾辞プールにリセットする必要があるサービスプ
ロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Reset UUID]をクリックします。
この処理が表示されない場合、そのサービスプロファイルの UUID設定は UUIDのリセット要件
を満たしていません。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 [OK]をクリックします。

vNIC に割り当てられた MAC アドレスの、サービスプロファイルテン
プレートのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているMACプールを変更しても、
Cisco UCS Managerより、そのテンプレートにより作成されたサービスプロファイルに割り当て
られているMACアドレスは変更されません。Cisco UCSManagerを使用して、新しくサービスプ
ロファイルに割り当てられたプールからMACアドレスを割り当て、これを関連付けられたサー
バに反映させるには、MACアドレスをリセットする必要があります。サービスプロファイルお
よび関連付けられたサーバに割り当てられているMACアドレスは、次の状況でのみリセットで
きます。
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•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されていて、
MACプールからMACアドレスが割り当てられている。

• MACプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空でない
場合です。

• MACアドレスの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 MACアドレスをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノー

ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。
ステップ 5 リセットするMACアドレスに対応する vNICをクリックします。
ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Reset MAC Address]をクリックします。
ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 9 [OK]をクリックします。

vHBA に割り当てられた WWPN の、サービスプロファイルテンプレー
トのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているWWPNプールを変更しても、
Cisco UCS Managerにより、そのテンプレートにより作成されたサービスプロファイルに割り当
てられているWWPNは変更されません。Cisco UCS Managerを使用して、新しくサービスプロ
ファイルに割り当てられたプールからWWPNを割り当て、これを関連付けられたサーバに反映さ
せるには、WWPNをリセットする必要があります。サービスプロファイルおよび関連付けられた
サーバに割り当てられているWWPNは、次の状況でのみリセットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されていて、
WWPNプールからWWPNが割り当てられている。

• WWPNプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空でな
い場合です。

• WWPNの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 WWPNをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを展開

します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]の順に展開します。
ステップ 5 リセットするWWPNに対応する vHBAをクリックします。
ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Reset WWPN]をクリックします。
ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 9 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートからのインバンド設定の削除

この手順では、サービスプロファイルテンプレートからインバンド管理 IPアドレスの設定を削
除します。このアクションがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Template] > [Service_Profile_Template_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
サービスプロファイルテンプレートのインバンド管理 IPアドレスの設定が削除されます。
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サービスプロファイルのアソシエーション

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルとブレードサーバまたはサーバプールを関連付けなかった場合、

またはサービスプロファイルを関連付けるブレードサーバまたはサーバプールを変更する場合

には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 新しいサーバまたはサーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織のノー

ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバに関連付けるサービスプロファイルを右クリックし、[Associate Service Profile]をします。
ステップ 5 [Associate Service Profile]ダイアログボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

ドロップダウンリストからサーバプールを選択します。CiscoUCSManager
はこのプールからサービスプロファイルにサーバを割り当てます。

ステップ 7に進みます。

サーバプール

ナビゲーションツリーで適切な使用可能サーバに移動し、サービスプロ

ファイルに割り当てるサーバを選択します。

ステップ 7に進みます。

[Server]

サービスプロファイルに割り当てられるサーバが含まれるシャーシおよび

スロットを指定します。サーバがスロット内に存在しない場合、またはそ

れ以外の理由で使用できない場合、サービスプロファイルは、サーバが使

用できるようになったらサーバに関連付けられます。

ステップ 6に進みます。

Custom Server

ステップ 6 [Custom Server]を選択した場合は、次の手順を実行します。
a) [Chassis Id]フィールドに、選択したサーバが配置されるシャーシの番号を入力します。
b) [Server Id]フィールドで、選択したサーバが配置されているスロットの番号を入力します。

ステップ 7 サーバに関連付けられた後にサービスプロファイルの移行を制限する場合は、[Restrict Migration]
チェックボックスをオンにします。
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移行を制限しない場合、Cisco UCS Managerは、既存のサーバプロファイルを移行する前に新し
いサーバに対する互換性チェックを行いません。両方のハードウェアが似ていない場合、関連付

けが失敗することがあります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートとサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルテンプレートとサーバプールを関連付けなかった場合、または

このテンプレートから作成されたサービスプロファイルに関連付けるサーバプールを変更する場

合には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。
ステップ 3 サーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバプールに関連付けるサービスプロファイルテンプレートを右クリックして、[Associatewith
Server Pool]を選択します。
[Associate with Server Pool]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Pool Assignment]ドロップダウンリストの [Server Pool]セクションから、サーバプールを選択し
ます。

[Assign Later]を選択すると、サービスプロファイルテンプレートはサーバプールに関連付けら
れません。

ステップ 6 （任意） [SelectQualification]ドロップダウンリストから、このテンプレートで作成したサービス
プロファイルに関連付けられているサーバに適用するサーバプールポリシー資格情報を選択しま

す。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け解除

サービスプロファイルの関連付けを解除すると、Cisco UCS Managerはサーバのオペレーティン
グシステムのシャットダウンを試みます。適度な時間が経過してもオペレーティングシステムが

シャットダウンされない場合は、CiscoUCSManagerにより、サーバが強制的にシャットダウンさ
れます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サーバまたはサーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織のノー

ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバとの関連付けを解除するサービスプロファイルを右クリックし、[DisassociateServiceProfile]
を選択します。

ステップ 5 [Disassociate Service Profile]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックしてサービスプロファイル
の関連付けを解除することを確認します。

ステップ 6 （任意）サーバのステータスおよび有限状態マシン（FSM）をモニタして、アソシエーションの
解除が完了したことを確認します。

サーバプールからのサービスプロファイルテンプレートの関連付け

解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。
ステップ 3 サーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルテンプレートを右クリックし、

[Disassociate Template]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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BIOS 設定

サーバ BIOS 設定
Cisco UCSでは、Cisco UCSドメイン内のサーバ上の BIOS設定をグローバルに変更する方法が 2
通り用意されています。サーバまたはサーバの集合のニーズに合う特定の BIOS設定グループを
含む BIOSポリシーを 1つ以上作成するか、特定のサーバプラットフォームに対するデフォルト
の BIOS設定を使用できます。

BIOSポリシーおよびサーバプラットフォームのデフォルトのBIOS設定のいずれを使用しても、
Cisco UCS Managerによって管理されているサーバの BIOS設定を微調整できます。

データセンターのニーズに応じて、一部のサービスプロファイルについては BIOSポリシーを設
定し、同じ Cisco UCSドメイン内の他のサービスプロファイルについては BIOSのデフォルトを
使用したり、そのいずれかのみを使用したりできます。また、Cisco UCS Managerを使用して、
サーバの実際の BIOS設定を表示し、それらが現在のニーズを満たしているかどうかを確認でき
ます。

Cisco UCS Managerは、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定による BIOS設定の変更
をCisco IntegratedManagement Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更は
バッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなどの一部の設定は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされているわけでは
ありません。

（注）

メイン BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できるメインサーバ BIOS設
定の一覧を示します。
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説明名前

1つ以上の BIOS設定を変更した後、サーバをリブート
するタイミング。

この設定を有効にした場合、サーバのサービスプロファ

イルのメンテナンスポリシーに従ってサーバがリブート

されます。たとえば、メンテナンスポリシーでユーザの

確認応答が必要な場合、サーバはリブートされず、ユー

ザが保留中のアクティビティを確認するまで BIOSの変
更は適用されません。

この設定を有効にしない場合、BIOSの変更は、別のサー
バ設定変更の結果であれ手動リブートであれ、次回の

サーバのリブート時まで適用されません。

[Reboot on BIOS Settings Change]

BIOSが Power On Self-Test（POST）中に表示する内容。
次のいずれかになります。

• [disabled]：BIOSはブート中にすべてのメッセージ
とオプション ROM情報を表示します。

• [enabled]：BIOSはロゴ画面を表示しますが、ブー
ト中にメッセージやオプション ROM情報を表示し
ません。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Quiet Boot]

POST中にサーバで重大なエラーが発生した場合の処理。
次のいずれかになります。

• [disabled]：BIOSは、サーバの起動を試行し続けま
す。

• [enabled]：POST中に重大なエラーが発生した場合、
BIOSはサーバのブート試行を一時停止し、Error
Managerを開きます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Post Error Pause]
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説明名前

予期しない電力損失後に電力が復帰したときにサーバが

どのように動作するかを決定します。次のいずれかにな

ります。

• [stay-off]：手動で電源をオンにするまでサーバの電
源がオフになります。

• [last-state]：サーバの電源がオンになり、システムが
最後の状態を復元しようとします。

• [reset]：サーバの電源がオンになり、自動的にリセッ
トされます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Resume Ac On Power Loss]

前面パネルの電源ボタンとリセットボタンがサーバに

よって無視されるかどうかを決定します。次のいずれか

になります。

• [disabled]：前面パネルの電源ボタンとリセットボタ
ンはアクティブであり、サーバに影響を与えるため

に使用できます。

• [enabled]：電源ボタンとリセットボタンはロック
アウトされます。サーバをリセットしたり、電源を

オンにしたりできるのは、CIMC GUIからだけで
す。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Front Panel Lockout]
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説明名前

一貫したデバイスの命名によって、一貫した方法でイー

サネットインターフェイスに名前を付けることができま

す。これによりイーサネットインターフェイスの名前

は、より統一され、識別しやすくなり、アダプタや他の

設定に変更が加えられても永続的に保持されます。

一貫したデバイスの命名をイネーブルにするかどうか。

次のいずれかになります。

• [disabled]：一貫したデバイスの命名は BIOSポリ
シーでディセーブルになっています。

• [enabled]：一貫したデバイスの命名はBIOSポリシー
でイネーブルになっています。これにより、イーサ

ネットインターフェイスに一貫した方法で命名でき

ます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Consistent Device Naming]

プロセッサの BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できるプロセッサ BIOS設定
の一覧を示します。

説明名前

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Turbo Boost]
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説明名前

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Enhanced Intel Speedstep]

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Hyper Threading]
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説明名前

CPUあたりのパッケージの論理プロセッサコアの状態を
設定します。この設定を無効にすると、Intel Hyper
Threadingテクノロジーも無効になります。次のいずれか
になります。

• [all]：すべての論理プロセッサコアの多重処理を有
効にします。

• [1～ n]：サーバで実行可能な CPUあたりの論理プ
ロセッサコアの数を指定します。多重処理を無効に

して、サーバで実行される CPUあたりの論理プロ
セッサコアを 1個のみにするには、[1]を選択しま
す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Core Multi Processing]

サーバのメモリ領域を分類し、アプリケーションコード

を実行可能な場所を指定します。この分類の結果、悪意

のあるワームがバッファにコードを挿入しようとした場

合、プロセッサでコードの実行をディセーブルにしま

す。この設定は、損害、ワームの増殖、および特定クラ

スの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防止する

のに役立ちます。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disabled Bit]
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説明名前

プロセッサで Intel Virtualization Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、1つのプラットフォー
ムで、複数のオペレーティングシステムとアプリケー

ションをそれぞれ独立したパーティション内で実行でき

ます。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでのバーチャライゼーション
を禁止します。

• [enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Virtualization Technology (VT)]

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリか

ら取得し、統合 2次キャッシュに入れることを許可する
かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：ハードウェアプリフェッチャは使用しま
せん。

• [enabled]：プロセッサで、キャッシュの問題が検出
されたときにプリフェッチャを使用します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

この値を指定するには、[CPU Performance]を
[Custom]に設定する必要があります。[Custom]
以外の値の場合は、このオプションよりも、選

択されたCPUパフォーマンスプロファイルの
設定が優先されます。

（注）

[Hardware Pre-fetcher]
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説明名前

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶数

または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどうか。

次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサで必要な行のみを取得しま
す。

• [enabled]：プロセッサで必要な行およびペアの行の
両方を取得します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

この値を指定するには、[CPU Performance]を
[Custom]に設定する必要があります。[Custom]
以外の値の場合は、このオプションよりも、選

択されたCPUパフォーマンスプロファイルの
設定が優先されます。

（注）

[Adjacent Cache Line Pre-fetcher]

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [disabled]：プロセッサはキャッシュ読み取り要求を
予測しようとせず、明示的に要求された行のみを取

得します。

• [enabled]：DCU Prefetcherでキャッシュ読み取りパ
ターンを分析し、必要と判断した場合にキャッシュ

内の次の行を事前に取得します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[DCU Streamer Pre-fetch]
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説明名前

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [disabled]：プロセッサでキャッシュデータをプリ
ロードしません。

• [enabled]：DCU IP Prefetcherで最も関連性が高いと
判断されたデータを含む L1キャッシュをプリロー
ドします。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[DCU IP Pre-fetcher]

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュミ

スを減らすのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [disabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュには入れられません。

• [enabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れられます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Direct Cache Access]

アイドル期間中にシステムが省電力モードに入ることが

できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：システムは、アイドル時にも高パフォー
マンス状態を維持します。

• [enabled]：システムは DIMMや CPUなどのシステ
ムコンポーネントへの電力を低減できます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Processor C State]
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説明名前

C1に入ってプロセッサが最低周波数に遷移できるように
します。この設定は、サーバをリブートするまで有効に

なりません。次のいずれかになります。

• [disabled]：CPUは C1状態でも引き続き最大周波数
で動作します。

• [enabled]：CPUは最小周波数に移行します。このオ
プションでは、C1状態での最大電力量が削減され
ます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Processor C1E]

プロセッサからオペレーティングシステムに C3レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサから C3レポートを送信しま
せん。

• [acpi-c2]：プロセッサは Advanced Configuration and
Power Interface（ACPI）C2フォーマットを使用して
C3レポートを送信します。

• [acpi-c3]：ACPIC3フォーマットを使用してプロセッ
サから C3レポートを送信します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

Cisco UCS B440 Serverの場合、[BIOS Setup]メニューで
これらのオプションに対して [enabled]と [disabled]が使
用されます。[acpi-c2]または [acpi-c2]を指定すると、こ
のサーバではそのオプションの BIOS値に [enabled]が設
定されます。

[Processor C3 Report]
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説明名前

プロセッサからオペレーティングシステムに C6レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサから C6レポートを送信しま
せん。

• [enabled]：プロセッサから C6レポートを送信しま
す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Processor C6 Report]

プロセッサからオペレーティングシステムに C7レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサから C7レポートを送信しま
せん。

• [enabled]：プロセッサから C7レポートを送信しま
す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

Processor C7 Report

CMCIの生成を有効にします。[Processor CMCI]フィールド

サーバの CPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。次のいずれかになります。

• [enterprise]：M3サーバに対して、すべてのプリ
フェッチャとデータの再利用がイネーブルになりま

す。M1およびM2サーバについては、データの再
利用とDCUIPプリフェッチャはイネーブルになり、
他のすべてのプリフェッチャはディセーブルになり

ます。

• [high-throughput]：データの再利用と DCU IPプリ
フェッチャはイネーブルになり、他のすべてのプリ

フェッチャはディセーブルになります。

• [hpc]：プリフェッチャはすべてイネーブルになり、
データの再利用はディセーブルになります。 この

設定はハイパフォーマンスコンピューティングと

も呼ばれます。

[CPU Performance]
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説明名前

平均修復時間（MTRR）変数の数を選択できます。次の
いずれかになります。

• [auto-max]：BIOSはプロセッサのデフォルト値を使
用します。

• [8]：BIOSはMTRR変数に指定された数を使用しま
す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Max Variable MTRR Setting]

Application Policy Infrastructure Controller（APIC）アーキ
テクチャタイプを設定できます。次のいずれかになりま

す。

• [xapic]：標準の xAPICアーキテクチャを使用しま
す。

• [x2apic]：拡張 x2APICアーキテクチャを使用してプ
ロセッサの 32ビットアドレス指定能力をサポート
します。

• [auto]：検出された xAPICアーキテクチャを自動的
に使用します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Local X2 APIC]
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説明名前

次のオプションの CPU電源管理設定を指定できます。

• Enhanced Intel Speedstep Technology

• Intel Turbo Boost Technology

• Processor Power State C6

[Power Technology]は次のいずれかになります。

• [disabled]：サーバで CPU電源管理は実行されず、
前述の BIOSパラメータの設定が無視されます。

• [EnergyEfficient]：前述のBIOSパラメータに最適な
設定が決定され、これらのパラメータの個々の設定

は無視されます。

• [performance]：サーバは前述の BIOSパラメータの
パフォーマンスを自動的に最適化します。

• [custom]：前述の BIOSパラメータの個々の設定が
使用されます。これらの BIOSパラメータのいずれ
かを変更する場合は、このオプションを選択する必

要があります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Power Technology]

システムパフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれかに

なります。

•パフォーマンス

• [balanced-performance]

• [balanced-energy]

• [energy-efficient]

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[Energy Performance]
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説明名前

アイドル時に、CPUがターボを除く最大周波数よりも低
い周波数にできるようにするかどうか。次のいずれかに

なります。

• [disabled]：アイドル中に CPUをターボを除く最大
周波数よりも低くできます。このオプションでは電

力消費が低下しますが、システムパフォーマンスが

低下する可能性があります。

• [enabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができません。このオプ

ションではシステムパフォーマンスが向上します

が、消費電力が増加することがあります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Frequency Floor Override]

BIOSがオペレーティングシステムに P-stateサポートモ
デルを通信する方法を定義できます。Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様で定義され
る 3つのモデルがあります。

• [hw-all]：プロセッサハードウェアが、依存性のあ
る論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論理プ

ロセッサ）間の P-stateを調整します。

• [sw-all]：OS Power Manager（OSPM）が、依存性の
ある論理プロセッサ（物理パッケージ内のすべての

論理プロセッサ）間のP-stateを調整します。すべて
の論理プロセッサで遷移を開始する必要がありま

す。

• [sw-all]：OS Power Manager（OSPM）が、依存性の
ある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論理

プロセッサ）間のP-stateを調整します。ドメイン内
の任意の論理プロセッサで遷移を開始する場合があ

ります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[P-STATE Coordination]
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説明名前

メモリ帯域幅と消費電力に関してシステム設定を調整で

きます。次のいずれかになります。

• [balanced]：DRAMクロックスロットリングを低下
させ、パフォーマンスと電力のバランスをとりま

す。

• [performance]：DRAMクロックスロットリングは
ディセーブルです。追加の電力をかけてメモリ帯域

幅を増やします。

• [Energy Efficient]：DRAMのクロックスロットリン
グを上げてエネルギー効率を向上させます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[DRAM Clock Throttling]

CPUがメモリブロックを分割して、データの隣接部分を
インターリーブされたチャネル間に分散し、同時読み取

り動作をイネーブルにするかどうか。次のいずれかにな

ります。

• [Auto]：実行するインターリーブを、CPUが決定し
ます。

• [1-Way]：何らかのチャネルインターリーブが使用
されます。

• 2方向

• 3方向

• [4-Way]：最大量のチャネルインターリーブが使用
されます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Channel Interleaving]
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説明名前

1つのランクを更新中に別のランクにアクセスできるよ
う、CPUがメモリの物理ランクをインターリーブするか
どうか。次のいずれかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブを、CPUが決定し
ます。

• [1-Way]：何らかのランクインターリーブが使用さ
れます。

• 2方向

• 4方向

• [8-Way]：最大量のランクインターリーブが使用さ
れます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Rank Interleaving]ドロップダウンリス
ト

メモリを更新中に別のメモリにアクセスできるよう、CPU
が物理メモリをインターリーブするかどうか。次のいず

れかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブを、CPUが決定し
ます。

• [1-way]：何らかのメモリインターリーブが使用さ
れます。

• 2方向

• 4方向

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Memory Interleaving]
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説明名前

CPUまたは I/Oが読み取りを要求した場合に検出された
1ビットのメモリエラーを、システムが修正するかどう
か。次のいずれかになります。

• [disabled]：1ビットメモリエラーは訂正されませ
ん。

• [enabled]：1ビットメモリエラーがメモリ内部で修
正され、修正されたデータが、読み取り要求に対す

る応答に設定されます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Demand Scrub]

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [enabled]：システムは定期的にメモリを読み書きし
て ECCエラーを探します。エラーが見つかると、
システムは修正を試みます。このオプションによ

り、単一ビットエラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合がありますが、パトロールスク

ラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合もあ

ります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Patrol Scrub]
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説明名前

物理サーバがインストールされているおおよその海抜

（m）。次のいずれかになります。

• [auto]：物理的な高度を CPUによって判別します。

• [300-m]：サーバは、海抜約 300 mです。

• [900-m]：サーバは、海抜約 900 mです。

• [1500-m]：サーバは、海抜約 1500 mです。

• [3000-m]：サーバは、海抜約 3000 mです。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Altitude]
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説明名前

[Package C State Limit]
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説明名前

アイドル時にサーバコンポーネントが使用できる電力

量。次のいずれかになります。

•
• [no-limit]：サーバは、使用可能な任意のCステート
に入ることがあります。

• [c0]：サーバでは、すべてのサーバコンポーネント
に全電力を常時提供します。このオプションでは、

最高レベルのパフォーマンスが維持され、最大量の

電力が必要となります。

• [c1]：CPUがアイドル状態の場合、システムは、わ
ずかに電力消費を削減します。このオプションで

は、必要な電力が C0よりも少なく、サーバはすば
やくハイパフォーマンスモードに戻ることができ

ます。

• [c3]：CPUのアイドル時に、システムはC1オプショ
ンの場合よりもさらに電力消費を減らします。この

場合、必要な電力は C1または C0よりも少なくな
りますが、サーバがハイパフォーマンスモードに

戻るのに要する時間が少し長くなります。

• [c6]：CPUのアイドル時に、システムはC3オプショ
ンの場合よりもさらに電力消費を減らします。この

オプションを使用すると、C0、C1、またはC3より
も電力量が節約されますが、サーバがフルパワーに

戻るまでにパフォーマンス上の問題が発生する可能

性があります。

• [c2]：CPUのアイドル時に、システムはC1オプショ
ンの場合よりもさらに電力消費を減らします。この

場合、必要な電力は C1または C0よりも少なくな
りますが、サーバがハイパフォーマンスモードに

戻るのに要する時間が少し長くなります。

• [c7]：CPUのアイドル時に、サーバはコンポーネン
トが使用できる電力量を最小にします。このオプ

ションでは、節約される電力量が最大になります

が、サーバがハイパフォーマンスモードに戻るの

に要する時間も最も長くなります。

• [c7s]：CPUのアイドル時に、サーバはコンポーネン
トが使用できる電力量を最小にします。このオプ

ションでは、C7よりも多い電力を節約できますが、
サーバがハイパフォーマンスモードに戻るのに要
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説明名前

する時間も最も長くなります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

プロセッサの Hardware Power Management（HWPM）を
イネーブルにします。次のいずれかになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

• [disabled]：HWPMがディセーブルになります。

• [hwpm-native-mode]：HWPMネイティブモードが有
効になります。

• [hwpm-oob-mode]：HWPMアウトオブボックスモー
ドが有効になります。

[CPU Hardware Power Management]

エネルギーパフォーマンスのバイアス調整を BIOSまた
はオペレーティングシステムでオンにできるかどうかを

指定します。オプションは [BIOS]と [OS]です。

[Energy Performance Tuning]

この機能を使用すると、ワークロードを最適化できま

す。オプションは [Balanced]と [I/O Sensitive]です。
[Balanced]を使用することを推奨します。

[Workload Configuration]

Intel Directed I/O BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる Intel Directed I/O BIOS
設定の一覧を示します。
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説明名前

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [disabled]：プロセッサでバーチャライゼーションテ
クノロジーを使用しません。

• [enabled]：プロセッサでバーチャライゼーションテ
クノロジーを使用します。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

他の Intel Directed I/O BIOS設定を変更する場
合は、このオプションをイネーブルにする必要

があります。

（注）

[VT for Directed IO]

プロセッサで Intel VT-d Interrupt Remappingをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでリマッピングをサポートし
ません。

• [enabled]：プロセッサでVT-d Interrupt Remappingを
必要に応じて使用します。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Interrupt Remap]

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Coherency Support]
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説明名前

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[ATS Support]

プロセッサで Intel VT-d Pass-through DMAをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでパススルー DMAをサポー
トしません。

• [enabled]：プロセッサで VT-d Pass-through DMAを
必要に応じて使用します。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Pass Through DMA Support]

RAS メモリの BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる RASメモリの BIOS設
定の一覧を示します。
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説明名前

サーバに対するメモリの Reliability, Availability, and
Serviceability（RAS）の設定方法。次のいずれかになり
ます。

• [maximum-performance]：システムのパフォーマンス
が最適化されます。

• [mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [lockstep]：サーバ内の DIMMペアが、同一のタイ
プ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャネルにま
たがって装着されている場合、ロックステップモー

ドをイネーブルにして、メモリアクセス遅延の最小

化およびパフォーマンスの向上を実現できます。

B440サーバでは [lockstep]がデフォルトでイネーブ
ルになっています。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Memory RAS Config]

BIOSで NUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [enabled]：BIOSは NUMAに対応したオペレーティ
ングシステムに必要なACPIテーブルを含みます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[NUMA]
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説明名前

メモリミラーリングは、メモリに 2個の同じデータイ
メージを保存することにより、システムの信頼性を向上

します。

このオプションは、[Memory RAS Config]で [mirroring]
オプションを選択したときのみ使用可能です。次のいず

れかを指定できます。

• [inter-socket]：メモリは、CPUソケットをまたいで
2台の Integrated Memory Controller（IMC）間でミ
ラーリングされます。

• [intra-socket]：1台の IMCが同じソケットの別の IMC
とミラーリングされます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Mirroring Mode]

スペアリングはメモリを予備に保持することで信頼性を

最適化し、別のDIMMの障害発生時に使用できるように
します。このオプションは、メモリの冗長性を実現しま

すが、ミラーリングほどの冗長性は提供されません。使

用可能なスペアリングのモードは、現在のメモリの数に

よって異なります。

このオプションは、[Memory RAS Config]で [sparing]オ
プションを選択したときのみ使用可能です。次のいずれ

かを指定できます。

• [dimm-sparing]：1枚の DIMMが予備に保持されま
す。DIMMに障害が発生すると、その DIMMの内
容はスペア DIMMに移されます。

• [rank-sparing]：DIMMのスペアランクが予備に保持
されます。あるランクの DIMMに障害が発生した
場合、そのランクの内容がスペアランクに移されま

す。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Sparing Mode]
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説明名前

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで優

先するか。次のいずれかになります。

• [power-saving-mode]：低電圧のメモリ動作が高周波
数のメモリ動作よりも優先されます。 このモード

では、電圧を低く維持するために、メモリの周波数

が低下する可能性があります。

• [performance-mode]：高周波数の動作が低電圧の動
作よりも優先されます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[LV DDR Mode]

内部メモリ用の更新間隔レート。次のいずれかになりま

す。

• [1x]

• [2x]

• [3x]

• [4x]

• auto

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[DRAM Refresh Rate]

set dram-refresh-rate-config
dram-refresh

デュアル電圧 RAMに使用される電圧。次のいずれかに
なります。

• [ddr3-1500mv]

• ddr3-1350mv

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[DDR3 Voltage Selection]

シリアルポートの BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できるシリアルポートのBIOS
設定の一覧を示します。
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説明名前

シリアルポートAがイネーブルかディセーブルか。次の
いずれかになります。

• [disabled]：シリアルポートはディセーブルになりま
す。

• [enabled]：シリアルポートはイネーブルになりま
す。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Serial Port A]

USB の BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる USB BIOS設定の一覧
を示します。

説明名前

サーバがUSBデバイスからブートできるかどうか。次の
いずれかになります。

• [disabled]：サーバは USBデバイスからブートでき
ます。

• [enabled]：サーバはUSBデバイスからブートできま
せん。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Make Device Non Bootable]
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説明名前

システムでレガシーUSBデバイスをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [disabled]：USBデバイスは、EFIアプリケーション
でのみ使用できます。

• [enabled]：レガシーUSBのサポートは常に使用でき
ます。

• [auto]：USBデバイスが接続されていない場合、レ
ガシーUSBのサポートがディセーブルになります。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Legacy USB Support]

USB EHCIのアイドル時電力消費を減らすためにUSBシ
ステムにアイドル時電力最適化設定を使用するかどう

か。この設定で選択した値によって、パフォーマンスが

影響を受けることがあります。次のいずれかになりま

す。

• [high-performance]：最適なパフォーマンスを電力節
約より優先するため、USBシステムのアイドル時電
力最適化設定はディセーブルにされます。

このオプションを選択すると、パフォーマンスが大

幅に向上します。サイトにサーバの電源制限がない

場合はこのオプションを選択することを推奨しま

す。

• [lower-idle-power]：電力節約を最適なパフォーマン
スより優先するため、USBシステムのアイドル時電
力最適化設定はイネーブルにされます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[USB System Idle Power Optimizing
Setting]

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
243

サーバ関連ポリシー

サーバ BIOS 設定



説明名前

USB前面パネルロックは、USBポートへの前面パネル
アクセスをイネーブルまたはディセーブルにするために

設定されます。次のいずれかになります。

• disabled

• enabled

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[USB Front Panel Access Lock]

完全な USBキーボードレガシーサポートのために
60h/64hエミュレーションをシステムでサポートするか
どうか。次のいずれかになります。

• [disabled]—60h/64エミュレーションはサポートされ
ません。

• [enabled]：60h/64エミュレーションはサポートされ
ます。

サーバで USB非対応オペレーティングシステムを
使用する場合は、このオプションを選択する必要が

あります。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Port 60/64 Emulation]

前面パネルのUSBデバイスがイネーブルかディセーブル
か。次のいずれかになります。

• [disabled]：前面パネルの USBポートをディセーブ
ルにします。これらのポートに接続されるデバイス

は、BIOSおよびオペレーティングシステムによっ
て検出されません。

• [enabled]：前面パネルのUSBポートをイネーブルに
します。これらのポートに接続されるデバイスは、

BIOSおよびオペレーティングシステムによって検
出されます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[USB Port:Front]
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説明名前

内部USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。次の
いずれかになります。

• [disabled]：内部 USBポートをディセーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOS
およびオペレーティングシステムによって検出され

ません。

• [enabled]：内部USBポートをイネーブルにします。
これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されま

す。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[USB Port:Internal]

KVMポートがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [disabled]：KVMキーボードおよびマウスデバイス
をディセーブルにします。キーボードとマウスは

KVMウィンドウで機能しなくなります。

• [enabled]：KVMキーボードおよびマウスデバイス
をイネーブルにします。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[USB Port:KVM]

背面パネルのUSBデバイスがイネーブルかディセーブル
か。次のいずれかになります。

• [disabled]：背面パネルの USBポートをディセーブ
ルにします。これらのポートに接続されるデバイス

は、BIOSおよびオペレーティングシステムによっ
て検出されません。

• [enabled]：背面パネルのUSBポートをイネーブルに
します。これらのポートに接続されるデバイスは、

BIOSおよびオペレーティングシステムによって検
出されます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[USB Port:Rear]
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説明名前

SDカードドライブがイネーブルかディセーブルか。次
のいずれかになります。

• [disabled]：SDカードドライブをディセーブルにし
ます。SDカードドライブは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されません。

• [enabled]：SDカードドライブをイネーブルにしま
す。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[USB Port:SD Card]

仮想メディアデバイスがイネーブルかディセーブルか。

次のいずれかになります。

• [disabled]：vMediaデバイスをディセーブルにしま
す。

• [enabled]：vMediaデバイスをイネーブルにします。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[USB Port:VMedia]

すべての物理および仮想USBデバイスがイネーブルであ
るか、ディセーブルであるか。次のいずれかになりま

す。

• [disabled]：すべての USBデバイスがディセーブル
です。

• [enabled]：すべての USBデバイスがイネーブルで
す。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[All USB Devices]
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説明名前

xHCIモードのサポートを有効または無効にします。次の
いずれかになります。

• [disabled]：xHCIモードのサポートは無効です。

• [enabled]：xHCIモードのサポートは有効です。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[xHCI Mode Support]

PCI 設定の BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる PCI設定の BIOS設定
の一覧を示します。

説明名前

PAEサポートなしで動作しているオペレーティングシス
テムのメモリ使用率を、BIOSがシステム設定に応じて
4GB以下で最大化するかどうか。次のいずれかになりま
す。

• [disabled]：メモリ使用率を最大化しません。 PAE
をサポートするオペレーティングシステムすべてに

このオプションを選択します。

• [enabled]：PAEをサポートしないオペレーティング
システムについて 4GB以下でメモリ使用率を最大
化します。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Max Memory Below 4G]
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説明名前

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプション ROMは 4 GB
を超えるアドレスにアクセスできません。PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [disabled]：64ビット PCIデバイスを 4 GB以上のア
ドレス空間にマッピングしません。

• [enabled]：64ビット PCIデバイスを 4 GB以上のア
ドレス空間にマッピングします。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Memory Mapped IO Above 4Gb Config]

システムに複数の VGAデバイスがある場合は、VGAグ
ラフィックスデバイスのプライオリティを設定できま

す。次のいずれかになります。

• [onboard]：プライオリティがオンボード VGAデバ
イスに与えられます。BIOSポスト画面および OS
ブートはオンボード VGAポート経由で駆動されま
す。

• [offboard]：プライオリティが PCIEグラフィックス
アダプタに与えられます。BIOSポスト画面および
OSブートは外部グラフィックスアダプタポート経
由で駆動されます。

• [onboard-vga-disabled]：プライオリティが PCIEグラ
フィックスアダプタに与えられ、オンボード VGA
デバイスはディセーブルになります。

オンボードVGAがディセーブルの場合、
vKVMは機能しません。

（注）

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

オンボード VGAデバイスのみが Cisco UCS B
シリーズサーバでサポートされます。

（注）

[VGA Priority]
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説明名前

BIOSでの ASPM（アクティブ電源状態管理）サポート
のレベルを設定できます。次のいずれかになります。

• [disabled]：ASPMサポートは、BIOSでディセーブ
ルです。

• [auto]：電力状態を CPUによって判別します。

• [forcel0]：すべてのリンクを強制的にL0スタンバイ
（L0s）状態にします。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[ASPM Support]

QPI の BIOS 設定
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができる QPIの BIOS
設定を示しています。

説明名前

Intel QuickPath Interconnect（QPI）リンク周波数（ギガトランス
ファー/秒（MT/s）単位）。次のいずれかになります。

• [6400]

• 7200

• 8000

• 9600

• [Auto]：QPIリンク周波数は CPUによって決定されます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベンダーの
BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[QPI Link Frequency]
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説明名前

次のいずれかになります。

• [home-snoop]：スヌープは、常に、メモリコントローラの
ホームエージェント（集中型リング停止）によって起動さ

れます。このモードは、早期スヌープよりローカル遅延が

多いですが、未処理トランザクションが増えた場合に予備

のリソースを使用できます。

• [cluster-on-die]：このモードは、コアが 10以上のプロセッ
サでのみ使用できます。高度に NUMA最適化されたワー
クロードに最適なモードです。

• [home-directory-snoop-with-osb]

• [early-snoop]：分散キャッシュリング停止で、別のキャッ
シングエージェントにスヌーププローブまたは要求を直

接送信できます。このモードは、遅延が少なく、スレッド

全体でデータセットを共有しているためにキャッシュ間転

送からメリットが得られるワークロードや NUMA最適化
されていないワークロードに最適です。

• [auto]：QPIスヌープモードは CPUによって決定されま
す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベンダーの
BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[QPI Snoop Mode]

LOM および PCIe スロットの BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる USB BIOS設定の一覧
を示します。
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説明名前

オプション ROMが SASポートで使用できる
かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

[PCIe Slot:SAS OptionROM]

このオプションを使用すると、PCIeスロット
nに装着されているアダプタカードの最大速
度を制限できます。次のいずれかになります。

• [gen1]：最大速度が 2.5 GT/s（ギガ転送/
秒）になります。

• [gen2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [gen3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [auto]：最高速度は自動的に設定されま
す。

• [Disabled]：最大速度は制限されません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

[PCIe Slot:n Link Speed]
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説明名前

オプション ROMがポートで使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

[PCIe Slot:n OptionROM]

オプション ROMがHBAポートで使用できる
かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

[PCIe Slot:HBA OptionROM]
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説明名前

オプション ROMがMLOMポートで使用でき
るかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

[PCIe Slot:MLOM OptionROM]

オプション ROMがポートで使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

[PCIe Slot:N1 OptionROM]

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
253

サーバ関連ポリシー

サーバ BIOS 設定



説明名前

オプション ROMがポートで使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [Enabled]：拡張スロットを使用できま
す。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

[PCIe Slot:N2 OptionROM]

オプション ROMが 10G LOMポートで使用で
きるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

[PCIe 10G LOM 2 Link]

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

PCI ROM CLP

set pci-rom-clp-support pci-rom-clp-config
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説明名前

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

SIOC1オプション ROM

set sioc1-optionrom-config sioc1-optionrom

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

SIOC2オプション ROM

set sioc2-optionrom-config sioc2-optionrom
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説明名前

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

SB MEZZ1オプション ROM

set sbmezz1-optionrom-config sbmezz1-optionrom

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

IOE Slot1オプション ROM

set ioeslot1-optionrom-config ioeslot1-optionrom
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説明名前

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

IOE MEZZ 1オプション ROM

set ioemezz1-optionrom-config ioemezz1-optionrom

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

IOE Slot2オプション ROM

set ioeslot2-optionrom-config ioeslot2-optionrom
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説明名前

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

IO ENVME1オプション ROM

set ioenvme1-optionrom-config ioenvme1-optionrom

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

IO ENVME2オプション ROM

set ioenvme2-optionrom-config ioenvme2-optionrom
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説明名前

• [disabled]：拡張スロットを使用できませ
ん。

• [enabled]：拡張スロットは使用できます。

• [uefi-only]
：拡張スロットは UEFIにのみ使用でき
ます。

• [legacy-only]：拡張スロットはレガシーで
のみ使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOS
は、サーバタイプとベンダーのBIOSデ
フォルト値に含まれるこの属性の値を使

用します。

SBNVME1オプション ROM

set sbnvme1-optionrom-config sbnvme1-optionrom

グラフィックス構成の BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して実行できるグラフィックス構成
の BIOS設定の一覧を示します。

説明名前

統合グラフィックスをイネーブルにします。次のいずれ

かになります。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

• [enabled]：統合グラフィックスがイネーブルになり
ます。

• [disabled]：統合グラフィックスがディセーブルにな
ります。

[Integrated Graphics]
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説明名前

統合グラフィックスコントローラのマップドメモリの

サイズを設定できます。次のいずれかになります。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

•
•
•
•
•
•

[Aperture Size]

オンボードグラフィックス（KVM）をイネーブルにし
ます。次のいずれかになります。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

• [enabled]：オンボードグラフィックがイネーブルに
なります。

• [disabled]：オンボードグラフィックスがディセーブ
ルになります。

Onboard Graphics

ブートオプションの BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できるブートオプションBIOS
設定の一覧を示します。
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説明名前

BIOSでユーザ入力を待機せずに非 EFIベースのブート
オプションを再試行するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [disabled]：ユーザ入力を待機してから非EFIベース
のブートオプションを再試行します。

• [enabled]：ユーザ入力を待機せずに非 EFIベースの
ブートオプションを継続的に再試行します。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Boot Option Retry]

Intel SASEntryRAIDモジュールがイネーブルかどうか。
次のいずれかになります。

• [disabled]：Intel SAS Entry RAIDモジュールはディ
セーブルです。

• [enabled]：Intel SASEntryRAIDモジュールはイネー
ブルです。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Intel Entry SAS RAID]

Intel SASEntryRAIDモジュールがどのように設定される
か。次のいずれかになります。

• [it-ir-raid]：Intel IT/IRRAIDを使用するようRAIDモ
ジュールを設定します。

• [intel-esrtii]：Intel Embedded Server RAID Technology
IIを使用するよう RAIDモジュールを設定します。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Intel Entry SAS RAID Module]
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説明名前

オンボードソフトウェアRAIDコントローラをサーバに
使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：ソフトウェアRAIDコントローラを使用
できません。

• [enabled]：ソフトウェア RAIDコントローラを使用
できます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Onboard SCU Storage Support]

CiscoUCSManagerのBIOSパラメータ仮想化機能により、統合された一連のサービスプロファ
イルの BIOS設定を実際の BIOSサポートパラメータにマッピングします。ただし、すべての
BIOS設定項目がすべてのサーバモデルやプラットフォームに適用できるわけではありませ
ん。カスタムBIOSポリシーを作成し、[BootOptionRetry]を選択したときに、ブート可能なオ
プションがない場合は、Cisco UCS B420 M3または Cisco UCS B420 M4サーバのリブートは失
敗し、CiscoUCSManagerは次のメッセージを表示します。「Reboot and Select proper Boot device
or Insert Boot Media in selected Boot device and press a key」。ブートパスを修正した後には、手
動でブートオプションを設定して、サーバが停電の後にリブートできるようにしておく必要

があります。BIOSデフォルトサーバのポリシー、および BIOSオプションとそのデフォルト
設定の詳細については、BIOSポリシー, （270ページ）およびサーバ BIOS設定, （216ペー
ジ）を参照してください。

（注）

サーバ管理 BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できるサーバ管理 BIOS設定
の一覧を示します。
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General Settings

説明名前

システムエラー（SERR）の発生時に、BIOSがマスク不
能割り込み（NMI）を生成し、エラーをログに記録する
かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：SERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [enabled]：SERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
し、エラーをログに記録します。[AssertNmionPerr]
をイネーブルにするには、この設定をイネーブルに

する必要があります。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Assert Nmi on Serr]

プロセッサバスパリティエラー（PERR）の発生時に、
BIOSがマスク不能割り込み（NMI）を生成し、エラーを
ログに記録するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：PERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [enabled]：PERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
し、エラーをログに記録します。この設定を使用す

るには、[Assert Nmi on Serr]をイネーブルにする必
要があります。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Assert Nmi on Perr]
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説明名前

BIOSが定義済みのタイムアウト値を持つウォッチドッ
グタイマーをプログラムするかどうか。タイマーが切れ

る前にオペレーティングシステムのブートを完了しない

場合、CIMCはシステムをリセットし、エラーがログに
記録されます。次のいずれかになります。

• [disabled]：サーバブートにかかる時間を追跡するた
めのウォッチドッグタイマーを使用しません。

• [enabled]：サーバブートにかかる時間をウォッチ
ドッグタイマーで追跡します。サーバが事前に定義

した時間内にブートしない場合、CIMCはシステム
をリセットし、エラーを記録します。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

この機能には、オペレーティングシステムのサポートま

たは Intel管理ソフトウェアが必要です。

[OS Boot Watchdog Timer]

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [power-off]：OSブート中にウォッチドッグタイマー
が期限切れになった場合、サーバは電源オフになり

ます。

• [reset]：OSブート中にウォッチドッグタイマーが
期限切れになった場合、サーバはリセットされま

す。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

このオプションは、[OSBootWatchdogTimer]をイネーブ
ルにした場合にだけ利用できます。

[OS Boot Watchdog Timer Timeout
Policy]

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
264

サーバ関連ポリシー

サーバ BIOS 設定



説明名前

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5-minutes]：ウォッチドッグタイマーは OSブート
開始から 5分後に期限切れになります。

• [10-minutes]：ウォッチドッグタイマーはOSブート
開始から 10分後に期限切れになります。

• [15-minutes]：ウォッチドッグタイマーはOSブート
開始から 15分後に期限切れになります。

• [20-minutes]：ウォッチドッグタイマーはOSブート
開始から 20分後に期限切れになります。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

このオプションは、[OSBootWatchdogTimer]をイネーブ
ルにした場合にだけ利用できます。

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]

POST中にシステムがハングした場合に、システムを回
復するためにFRB-2タイマーが使用されるかどうか。次
のいずれかになります。

• [Disabled]：FRB-2タイマーは使用されません。

• [Enabled]：POST中に FRB-2タイマーが開始され、
必要に応じてシステムの回復に使用されます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[FRB-2 Timer]
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コンソールリダイレクション設定

説明名前

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコ
ンソールリダイレクションに使用できるようにします。

BIOSのブートが完了し、オペレーティングシステムが
サーバを担当すると、コンソールリダイレクションは関

連がなくなり、無効になります。次のいずれかになりま

す。

• [disabled]：POST中にコンソールリダイレクション
は発生しません。

• [serial-port-a]：POST中のコンソールリダイレクショ
ンのためシリアルポートAをイネーブルにします。
このオプションはブレードサーバおよびラックマウ

ントサーバに対して有効です。

• [serial-port-b]：POST中のコンソールリダイレクショ
ンのためシリアルポートBをイネーブルにし、サー
バ管理タスク実行を許可します。このオプション

は、ラックマウントサーバでのみ有効です。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

このオプションをイネーブルにする場合は、

POST中に表示される Quiet Bootのロゴ画面も
ディセーブルにします。

（注）

[Console Redirection]

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかど

うか。送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用
すると、隠れた端末問題が原因で発生する可能性がある

フレームコリジョンを減らすことができます。次のいず

れかになります。

• [none]：フロー制御は使用されません。

• [rts-cts]：フロー制御に RTS/CTSが使用されます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Flow Control]
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説明名前

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレー

ト。[Console Redirection]をディセーブルにした場合は、
このオプションを使用できません。次のいずれかになり

ます。

• [9600]：9600ボーレートが使用されます。

• [19200]：19200ボーレートが使用されます。

• [38400]：38400ボーレートが使用されます。

• [57600]：57600ボーレートが使用されます。

• [115200]：115200ボーレートが使用されます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[BAUD Rate]

コンソールリダイレクションに使用される文字フォー

マットのタイプ。次のいずれかになります。

• [pc-ansi]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [vt100]：サポートされている vt100ビデオ端末とそ
の文字セットが使用されます。

• [vt100-plus]：サポートされている vt100-plusビデオ
端末とその文字セットが使用されます。

• [vt-utf8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用さ
れます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Terminal Type]
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説明名前

シリアルポートでレガシーなオペレーティングシステ

ム（DOSなど）からのリダイレクションをイネーブルに
するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：コンソールリダイレクションがイネーブ
ルになっているシリアルポートはレガシーオペレー

ティングシステムから非表示になります。

• [enabled]：コンソールリダイレクションがイネーブ
ルになっているシリアルポートはレガシーオペレー

ティングシステムに表示されます。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Legacy OS Redirect]
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説明名前

PuTTYファンクションキーおよびテンキーの最上段の
キーのアクションを変更できます。次のいずれかになり

ます。

• [VT100]：ファンクションキーによって ESC OP～
ESC O[を生成します。

• [linux]：Linux仮想コンソールを模倣します。ファ
ンクションキー F6～ F12はデフォルトモードと同
様に動作しますが、F1～ F5は ESC [[A～ ESC [[E
を生成します。

• [xtermr6]：ファンクションキー F5～ F12がデフォ
ルトモードと同様に動作します。ファンクション

キー F1～ F4によって ESC OP～ ESC OSを生成し
ます。これはデジタル端末のキーパッドの上段に

よって生成されるシーケンスです。

• [sco]：ファンクションキー F1～ F12が ESC [M～
ESC [Xを生成します。ファンクションおよび Shift
キーが ESC [Y～ ESC [jを生成します。Ctrlおよび
ファンクションキーが ESC [k～ ESC [vを生成しま
す。Shift、Ctrlおよびファンクションキーが ESC
[w～ ESC [{を生成します。

• [escn]：デフォルトモードです。ファンクション
キーはデジタル端末の一般的な動作と一致します。

ファンクションキーが ESC [11~や ESC [12~などの
シーケンスを生成します。

• [vt400]：ファンクションキーがデフォルトモード
と同様に動作します。テンキーの最上段のキーに

よって ESC OP～ ESC OSを生成します。

• [PlatformDefault][platform-default]：BIOSは、サーバ
タイプとベンダーのBIOSデフォルト値に含まれる
この属性の値を使用します。

[Putty KeyPad]

set console-redir-config
putty-function-keypad

WindowsのSpecial AdministrationControl（SAC）で使用。[Out of Band Management]

[Redirection After BIOS POST]
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BIOS ポリシー
BIOSポリシーは、サーバまたはサーバグループに対するBIOS設定の設定を自動化するポリシー
です。ルート組織内のすべてのサーバに対して使用可能なグローバル BIOSポリシーを作成する
か、サブ組織の階層に対してだけ使用可能な BIOSポリシーを作成できます。

BIOSポリシーを使用するには、次の手順を実行します。

1 Cisco UCS Managerで BIOSポリシーを作成します。

2 BIOSポリシーを 1つ以上のサービスプロファイルに割り当てます。

3 サービスプロファイルをサーバと関連付けます。

サービスプロファイルの関連付け時に、Cisco UCS Managerはサーバ上の BIOS設定を BIOSポリ
シー内の設定と一致するように変更します。BIOSポリシーを作成せず、BIOSポリシーをサービ
スプロファイルに割り当てていない場合は、サーバの BIOS設定にそのサーバプラットフォーム
のデフォルトが使用されます。

デフォルトの BIOS 設定
Cisco UCS Managerは、Cisco UCSがサポートするサーバの各タイプのための 1セットのデフォル
トBIOS設定を含んでいます。デフォルトBIOS設定は、ルート組織だけで使用でき、グローバル
です。Cisco UCSでサポートされている各サーバプラットフォームには、1セットの BIOS設定だ
けを適用できます。デフォルトBIOS設定は変更できますが、デフォルトBIOS設定の追加セット
の作成はできません。

デフォルト BIOS設定の各セットは、サポートされているサーバの特定のタイプに合わせて設計
されており、サービスプロファイルに BIOSポリシーが含まれていない、特定のタイプのすべて
のサーバに適用されます。

Cisco UCS実装にサーバ特定の設定によって満たされない特定の要件があるのでない限り、Cisco
UCSドメインのサーバの各タイプ用に設計されたデフォルト BIOS設定を使用するよう推奨しま
す。

Cisco UCSManagerにより、これらのサーバプラットフォーム固有のBIOS設定が次のように適用
されます。

•サーバに関連付けられたサービスプロファイルには、BIOSポリシーはインクルードされま
せん。

• BIOSポリシーには、特定の設定に対するプラットフォームデフォルトのオプションが設定
されます。

Cisco UCS Managerによって提供されるデフォルト BIOS設定は変更できます。ただし、デフォル
トの BIOS設定に対する変更は、その特定のタイプまたはプラットフォームのすべてのサーバに
適用されます。特定のサーバの BIOS設定だけを変更する場合は、BIOSポリシーを使用すること
を推奨します。
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BIOS ポリシーの作成

Cisco UCS Managerは、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定による BIOS設定の変更
をCisco IntegratedManagement Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更は
バッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなどの一部の設定は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされているわけでは
ありません。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies]を右クリックして [Create BIOS Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create BIOS Policy]ウィザードの [Main]ページで [Name]フィールドに BIOSポリシーの名前を

入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 [Create BIOS Policy]ウィザードで、次の手順を実行して BIOS設定を実行します。
a) BIOS設定を変更する場合は、該当するオプションボタンをクリックするか、ドロップダウン
リストから適切な項目を選択します。

各 BIOS設定のオプションに関する説明および情報については、次のトピックを参照してくだ
さい。

• [Main]ページ：メイン BIOS設定, （216ページ）

• [Processor]ページ：プロセッサの BIOS設定, （219ページ）

• [Intel Directed IO]ページ： Intel Directed I/O BIOS設定, （236ページ）

• [RAS Memory]ページ： RASメモリの BIOS設定, （238ページ）

• [Serial Port]ページ：シリアルポートの BIOS設定, （241ページ）

• [USB]ページ： USBの BIOS設定, （242ページ）

• [PCI Configuration]ページ： PCI設定の BIOS設定, （247ページ）

• [Boot Options]ページ：ブートオプションの BIOS設定, （260ページ）
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• [Server Management]ページ：サーバ管理 BIOS設定, （262ページ）

b) 各ページの後に [Next]をクリックします。

ステップ 7 ポリシーの BIOS設定がすべて完了したら、[Finish]をクリックします。

BIOS のデフォルトの修正
設定するサーバで BIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラーリ
ングモードなどの一部の設定は、すべてのCisco UCSサーバでサポートされているわけではあり
ません。

Cisco UCS実装にサーバ特定の設定によって満たされない特定の要件があるのでない限り、Cisco
UCSドメインのサーバの各タイプ用に設計されたデフォルト BIOS設定を使用するよう推奨しま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Defaults]を展開して、デフォルトの BIOS設定を変更するサーバのモデル番号を選択しま
す。

ステップ 5 [Work]ペインで該当するタブをクリックしてから、必要なオプションボタンをクリックするか、
ドロップダウンリストから選択してデフォルトの BIOS設定を変更します。
各 BIOS設定のオプションに関する説明および情報については、次のトピックを参照してくださ
い。すべての BIOS設定がサーバの各タイプに使用できるわけではありません。

• [Main]タブ：メイン BIOS設定, （216ページ）

• [Advanced]タブ：

◦ [Processor]サブタブ：プロセッサの BIOS設定, （219ページ）

◦ [Intel Directed IO]サブタブ： Intel Directed I/O BIOS設定, （236ページ）

◦ [RAS Memory]サブタブ： RASメモリの BIOS設定, （238ページ）

◦ [Serial Port]サブタブ：シリアルポートの BIOS設定, （241ページ）

◦ [USB]サブタブ： USBの BIOS設定, （242ページ）

◦ [PCI Configuration]サブタブ： PCI設定の BIOS設定, （247ページ）

• [Boot Options]タブ：ブートオプションの BIOS設定, （260ページ）
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• [Server Management]タブ：サーバ管理 BIOS設定, （262ページ）

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

サーバの実際の BIOS 設定の表示
サーバの実際の BIOS設定を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 実際の BIOS設定を表示するサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Motherboard]サブタブをクリックします。
ステップ 6 [BIOS Settings]領域で、見出しの右側にある [Expand]アイコンをクリックして領域を開きます。

[BIOS Settings]領域の各タブに、そのサーバプラットフォームの設定が表示されます。いくつか
のタブには追加情報を含むサブタブがあります。

トラステッドプラットフォームモジュール

トラステッドプラットフォームモジュール

トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）は、サーバの認証に使用するアーティファク
トを安全に保存できるコンポーネントです。これらのアーティファクトには、パスワード、証明

書、または暗号キーを収録できます。プラットフォームが信頼性を維持していることを確認する

うえで効果的なプラットフォームの尺度の保存でも、TPMを使用できます。すべての環境で安全
なコンピューティングを実現するうえで、認証（プラットフォームがその表明どおりのものであ

ることを証明すること）および立証（プラットフォームが信頼でき、セキュリティを維持してい

ることを証明するプロセス）は必須の手順です。これは IntelのTrustedExecutionTechnology（TXT）
セキュリティ機能の要件であり、TPMを搭載したサーバの BIOS設定でイネーブルにする必要が
あります。Cisco UCSM4以降のブレードサーバとラックマウントサーバは TPMをサポートして
います。デフォルトでは、TPMはこれらのサーバで有効になっています。
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重要 • Cisco UCSManagerをリリース 2.2(4)にアップグレードする場合は、TPMは有効になって
います。

• TPMが有効な状態で Cisco UCS Managerをリリース 2.2(4)からダウングレードすると、
TPMが無効になります。

Intel Trusted Execution Technology
Intel Trusted Execution Technology（TXT）を使用すると、ビジネスサーバ上で使用および保管され
る情報の保護機能が強化されます。この保護の主要な特徴は、隔離された実行環境および付随メ

モリ領域の提供にあり、機密データに対する操作をシステムの他の部分から見えない状態で実行

することが可能になります。Intel TXTは、暗号キーなどの機密データを保管できる封印されたス
トレージ領域を提供し、悪意のあるコードからの攻撃時に機密データが漏洩するのを防ぐために

利用できます。Cisco UCS M4以降のブレードサーバとラックマウントサーバは TXTをサポート
しています。デフォルトでは、TXTはこれらのサーバで無効になっています。

TXTはTPM、Intel Virtualization Technology（VT）、および Intel Virtualization Technology for Directed
I/O（VT-d）が有効になっている場合にだけ、有効にできます。TXTだけを有効にすると、暗黙的
に TPM、VT、および VT-dも有効になります。

トラステッドプラットフォームの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 TPMを設定する組織のノードを展開します。
ステップ 4 [BIOS Policies]を展開し、TPMを設定する BIOSポリシーを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで [Advanced]タブをクリックします。

ステップ 6 [Trusted Platform]サブタブをクリックします。
ステップ 7 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TPMを無効にするdisabled

TPMを有効にするenabled
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説明オプション

TPMを有効にする[Platform Default]

ステップ 8 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TXTを無効にするdisabled

TXTを有効にするenabled

TXTを無効にする[Platform Default]

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

トラステッドプラットフォームの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 TPMを設定する組織のノードを展開します。
ステップ 4 [BIOS Policies]を展開し、TPMを設定する BIOSポリシーを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで [Advanced]タブをクリックします。

ステップ 6 [Trusted Platform]サブタブをクリックします。
ステップ 7 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TPMを無効にするdisabled

TPMを有効にするイネーブル化

TPMを有効にする[Platform Default]

ステップ 8 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TXTを無効にするdisabled
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説明オプション

TXTを有効にするイネーブル化

TXTを無効にする[Platform Default]

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

TPM のプロパティの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順に展開
します

ステップ 3 TPM設定を表示するサーバを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Motherboard]サブタブをクリックします。

一貫したデバイスの命名
オペレーティングシステムが一貫した方法でイーサネットインターフェイスに命名できるメカニ

ズムがない場合は、サーバの構成が変更されたネットワーク接続の管理は困難になります。Cisco
UCS Managerリリース 2.2(4)で導入された一貫したデバイスの命名（CDN）を使用すると、イー
サネットインターフェイスに一貫した方法で名前を付けることができます。これにより、アダプ

タまたは他の設定が変更された場合でも、イーサネットインターフェイスの名前がより永続的に

なります。

vNICの CDNを設定するには、次の手順を実行します。

• BIOSポリシーで一貫したデバイスの命名を有効にします。

• BIOSポリシーとサービスプロファイルを関連付けます。

• vNICの一貫した命名を設定します。
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一貫したデバイスの命名の注意事項と制約事項

•一貫したデバイスの命名（CDN）はWindows 2012 R2でのみサポートされます。その他のオ
ペレーティングシステムではサポートされません。

• CDNは、M3以降のすべてのブレードサーバとラックマウントサーバでサポートされます。

• CDNをサポートするには、BIOSとアダプタファームウェアがリリース 2.2(4)バンドルに組
み込まれている必要があります。

• Cisco UCS Managerリリース 3.1以降のリリースでは、次のアダプタで CDNがサポートされ
ています。

◦ Cisco UCS VIC 1385（UCSC-PCIE-C40Q-03）

◦ Cisco UCS VIC 1387（UCSC-MLOM-C40Q-03）

• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、CDNは次のアダプタでのみサポートされます。

◦ Cisco UCS VIC 1225（UCSC-PCIE-CSC-02）

◦ Cisco UCS MLOM 1227（UCSC-MLOM-CSC-02）

◦ Cisco UCS VIC 1225T（UCSC-PCIE-C10T-02）

◦ Cisco UCS MLOM 1227T（UCSC-MLOM-C10T-02）

◦ Cisco UCS VIC 1240（UCSB-MLOM-40G-01）

◦ Cisco UCS VIC 1280（UCS-VIC-M82-8P）

◦ Cisco UCS VIC 1340（UCSB-MLOM-40G-03）

◦ Cisco UCS VIC 1380（UCSB-VIC-M83-8P）

• CDNは vNICテンプレートおよびダイナミック vNICでサポートされています。

•同じサービスプロファイル内の複数の vNICに同じ CDN名を指定することはできません。

• CDN名が vNICに指定されていない場合は、vNIC名が CDN名として使用されます。

• vNICに設定する CDN名は、[Admin CDN Name]として表示されます。vNICに最後に適用さ
れた CDN名は、[Oper CDN Name]として表示されます。たとえば、「vnic0」という名前の
vNICの [Admin CDN Name]が cdn0の場合、この vNICの [Oper CDN Name]は cdn0になりま
すが、同じ vNICでも [Admin CDN Name]が指定されていない場合は [Oper CDN Name]は
vnic0になります。

• Cisco UCSManagerリリース 3.1以降では、CDN対応のBIOSポリシーがサーバに割り当てら
れている場合、アダプタファームウェアのダウングレードは禁止されています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4) では、CDNが関連付けられたサーバに割り当てられた
BIOSポリシーで有効な場合、Cisco UCS Managerのダウングレードは禁止されています。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
277

サーバ関連ポリシー

一貫したデバイスの命名の注意事項と制約事項



• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4) では、CDN対応 BIOSポリシーがサーバに割り当てられ
ている場合は、BIOSファームウェアのダウングレードは禁止されています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.2(4) では、CDN対応 BIOSポリシーがサーバに割り当てられ
ている場合は、アダプタファームウェアのダウングレードは禁止されています。

•適用された BIOSポリシーが CDN非対応から CDN対応に、または CDN 対応から CDN非
対応に変更された場合は、BIOS更新プログラムのリブートが有効かどうかに関係なく、警
告が表示されホストがリブートします。

• Windowsオペレーティングシステムをインストールする前に、BIOSポリシーでCDNを有効
にし、vNIC に CDN 名を追加しておくことを推奨します。

• Windowsオペレーティングシステムがすでにサーバにインストールされ、CDN が BIOS ポ
リシーで有効な場合は、次の手順を実行します。

1 ネットワークドライバをアンインストールします。

2 システムで非表示のデバイスをスキャンし、それらをアンインストールします。

3 システムで新しいハードウェアを再スキャンし、ネットワークドライバを再インストー

ルします。

これを行わないと、vNICが設定された CDN名で認識されません。

•サービスプロファイルで、適用された BIOSポリシーが CDN非対応から CDN対応に、ま
たは CDN 対応から CDN非対応に変更された場合は、次の手順を実行します。

1 ネットワークドライバをアンインストールします。

2 システムで非表示のデバイスをスキャンし、それらを削除します。

3 システムで新しいハードウェアを再スキャンし、ネットワークドライバを再インストー

ルします。

BIOSポリシーが CDN対応から CDN非対応に変更された場合は、CDN名が
システム上のすべての vNICから削除されたことを確認します。

（注）

• vNICに変更が加えられた場合、システム上のすべてのデバイスの BDFも変更されます。次
に、システムに存在するすべての vNICの BDFの変更をトリガするいくつかのシナリオを示
します。

◦ vNICが追加または削除された場合

◦ vNICがシステム上のあるアダプタからシステム上の別のアダプタに移動された場合

これらの変更がシステムに加えられた場合は、次の手順を実行します。

1 存在するすべてのネットワークインターフェイスからネットワークドライバをアンイン

ストールします。

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
278

サーバ関連ポリシー

一貫したデバイスの命名の注意事項と制約事項



2 システムで非表示のデバイスをスキャンし、それらをアンインストールします。

3 システムで新しいハードウェアを再スキャンし、ネットワークコントローラにネットワー

クドライバを再インストールします。

非表示のデバイスが削除されないと、ネットワークアダプタのCDN名はCisco UCSManager
に設定されたとおりに表示されません。

各種アダプタが混在する場合の CDN

CDN名が CDN がサポートされているアダプタと CDNがサポートされていないアダプタが混在
するシステム内のvNICに設定されると、システム配置において、CDNが設定されたvNICがCDN
をサポートするアダプタに配置されない場合があります。

CDNが BIOSポリシーで有効であり、システム配置によって、CDN が設定された vNIC（Admin
CDN設定済み）が CDNをサポートしていないアダプタに配置された場合は、情報エラーが発生
しますが、サービスプロファイルの設定問題は無視されます。

CDNがBIOSポリシーで有効であり、システム配置によって、vNIC（AdminCDN未設定）がCDN
をサポートしていないアダプタに配置された場合は、情報エラーが発生しますが、サービスプロ

ファイルの設定問題は無視されます。この場合、[Oper CDNName]は空になり、vNIC名から派生
されません。

CDN名をサーバのホストネットワークインターフェイス名として展開する場合は、サポートさ
れるアダプタに手動で vNICを配置する必要があります。

BIOSポリシーでの一貫したデバイスの命名の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 [root] を展開します。
ステップ 4 [BIOS Policies]を展開します。
ステップ 5 CDNを設定する BIOSポリシーを選択します。
ステップ 6 [Main]タブの [Consistent Device Naming]フィールドで次のいずれかをクリックして、CDNを設定

します。

説明オプション

BIOSポリシーで CDNを無効にします。disabled

BIOSポリシーで CDNを有効にします。enabled
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説明オプション

BIOSは、サーバタイプとベンダーに関するBIOSのデフォルト設
定に含まれるこの属性の値を使用します。

Platform Default

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

vNIC の CDN 名の設定
CDN名が vNICに指定されていない場合は、vNIC名が CDN名として使用されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 CDN名を設定する vNICを含む組織のノードを展開します。
ステップ 4 CDN名を設定する vNICを含むサービスプロファイルと [vNICs]ノードを展開します。
ステップ 5 vNICを選択します。
ステップ 6 [General]タブをクリックします。
ステップ 7 [Properties]領域で [CDN Source]として [User Defined]を選択します。
ステップ 8 vNICの CDN名を [CDN Name]フィールドに入力します。

vNICに設定する CDN名は [CDN Name]として表示されます。vNICに最後に適用され
た CDN名は、[Oper CDN Name]として表示されます。たとえば、「vnic0」という名前
の vNICの [CDN Name]が cdn0の場合、この vNICの [Oper CDN Name]は cdn0になり
ますが、同じ vNICでも [CDN Name]が指定されていない場合は [Oper CDN Name]は
vnic0になります。

（注）

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

CIMC セキュリティポリシー
Cisco UCS Managerは、セキュリティを強化するために次のポリシーを提供しています。

• KVM管理ポリシー

• IPMIアクセスプロファイル
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IPMI アクセスプロファイル
このポリシーでは、IPアドレスを使用して、IPMIコマンドを直接サーバに送信できるかどうかを
決定することができます。たとえば、CIMCからセンサーデータを取得するためのコマンドを送
信することができます。このポリシーは、サーバでローカルに認証可能なユーザ名とパスワード

を含む IPMIアクセス、およびこのアクセスが読み取り専用か、読み取りと書き込みであるかを定
義します。

また、IPMIアクセスプロファイルで IPMI over LANをディセーブルまたはイネーブルにして、リ
モート接続を制限することもできます。IPMIoverLANは、関連しないすべてのサーバおよび IPMI
アクセスポリシーのないすべてのサーバでデフォルトによりディセーブルになります。IPMIアク
セスポリシーを作成すると、IPMI over LANはデフォルトでイネーブルに設定されます。値を変
更してディセーブルにしない場合、IPMIoverLANは関連するすべてのサーバでイネーブルになり
ます。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

IPMI アクセスプロファイルの作成

はじめる前に

IPMIプロファイルは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にし
ています。

•適切な権限があり、サーバのオペレーティングシステムによる認証が可能なユーザ名

•このユーザ名のパスワード

•ユーザ名と関連付けられている権限

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IPMI Access Profiles]を右クリックし、[Create IPMI Access Profile]を選択します。
ステップ 5 [Create IPMI Access Profile]ダイアログボックスで次の手順を実行します。

a) プロファイルの一意の名前および説明を入力します。
b) [IPMI Over LAN]フィールドで、リモート接続を許可するか、禁止するかを選択します。
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c) [OK]をクリックします。

ステップ 6 ナビゲータの [IPMI Users]領域で、[+]をクリックします。
ステップ 7 [Create IPMI User]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

この IPMIプロファイルと関連付けるユーザ名。

1～16文字の英数字を入力します。「@」（アットマーク）、
「_」（アンダースコア）、「-」（ハイフン）も使用できま
す。プロファイルの保存後は、この名前を変更できません。

[Name]フィールド

このユーザ名に関連付けられるパスワード。

1～ 20文字の標準 ASCII文字を入力します（ただし、「=」
（等号）、「$」（ドル記号）、「|」（縦棒）は除く）。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

ユーザロール。次のいずれかになります。

• Admin

• Read Only

[Role]フィールド

b) [OK]をクリックします。

ステップ 8 別のユーザを追加するには、ステップ 6および 7を繰り返します。
ステップ 9 [OK]をクリックして、[Work]ペインの IPMIプロファイルに戻ります。

次の作業

IPMIプロファイルはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルー
ドします。
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IPMI アクセスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [IPMI Profiles]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

KVM 管理ポリシー
KVM管理ポリシーを使用して、KVM経由でサーバにアクセスするときに仮想メディア（vMedia）
暗号化を有効にするかどうかを指定できます。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

KVM仮想メディア（vMedia）セッションがマッピングされた後、KVM管理ポリシーを変更
すると、仮想メディア（vMedia）セッションは失われます。KVM仮想メディア（vMedia）セッ
ションを再度マッピングする必要があります。

（注）

KVM 管理ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [KVM Management Policies]を右クリックし、[Create KVM Management Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create KVM Management Policy]ダイアログボックスで次の手順を実行します。

a) ポリシーの一意の名前と説明を入力します。
b) [vMedia Encryption]フィールドで、vMedia暗号化をイネーブルにするかどうかを選択します。
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c) [OK]をクリックします。

KVM仮想メディア（vMedia）セッションがマッピングされた後、KVM管理ポリシーを
変更すると、仮想メディア（vMedia）セッションは失われます。KVM仮想メディア
（vMedia）セッションを再度マッピングする必要があります。

（注）

グラフィックスカードポリシー
CiscoUCSManagerリリース 3.1(3)ではグラフィックスカードのサポートが拡張され、グラフィッ
クスカードモードを変更する機能が追加されました。グラフィックスカードポリシーを使用し

てグラフィックスカードモードを設定できます。グラフィックスカードモードを次に示します。

•コンピューティング

• Graphics

• Any Configuration

グラフィックスカードポリシーの作成

CiscoUCSManagerは、GPUの設定変更を、グラフィックスカードポリシーを介してProcessor
Node Utility Operating System（PNuOS）にプッシュします。これらの変更は、サーバがリブー
トされるまで有効になりません。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Graphics Card Policies]を右クリックして、[Create Graphics Card Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create Graphics Card Policy]ダイアログボックスの [Main]ページで、次の操作を実行します。

a) ポリシーの一意の名前を入力します。
b) （任意） ポリシーの説明を入力します。
c) [Graphics Card Mode]フィールドで、次のいずれかを選択します。

•コンピューティング

• Graphics

• Any Configuration
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d) [OK]をクリックします。

ローカルディスクポリシー

ローカルディスク設定ポリシー

このポリシーは、ローカルドライブのオンボード RAIDコントローラを通じて、サーバ上にイン
ストールされているオプションのSASローカルドライブを設定します。このポリシーでは、ロー
カルディスク設定ポリシーをインクルードしているサービスプロファイルに関連付けられたすべ

てのサーバに対してローカルディスクモードを設定できます。

ローカルディスクモードには次のものがあります。

• No Local Storage：ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用します。このオプショ
ンを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサービスプロファイルを、ローカルディ

スクを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スループッ
トを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべて

のデータが失われます。

• RAID 1 Mirrored：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生した
場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さい方
の空き容量に等しくなります。

• Any Configuration：変更なしのローカルディスク設定を転送するサーバ設定で使用します。

• NoRAID：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロードを変更しない状態のままにする
サーバ設定で使用します。

No RAIDを選択し、このポリシーをすでに RAIDストレージが設定されているオペレーティ
ングシステムを使用するサーバに適用した場合、システムによってディスクの内容が削除さ

れません。そのため、[No RAID]モードの適用後にサーバでの違いがわからないことがあり
ます。よって、ポリシーの RAID設定と、サーバの [Inventory] > [Storage]タブに表示される
実際のディスク設定とが一致しない場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除させるには、No RAIDコンフィギュレー
ションモードの適用後にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用します。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各ディ
スクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ情報が

格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデータ
スループットを提供します。
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• [RAID 6 Striped Dual Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、2つ
のパリティディスクを使用して、最大 2つの物理ディスクの障害に対する保護を提供しま
す。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

• [RAID 10 Mirrored and Striped]：RAID 10はミラー化されたディスクのペアを使用して、完全
なデータ冗長性と高いスループットレートを提供します。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：データが複数のストライプ化されたパリティディスク
セットにストライプ化され、高いスループットと複数のディスク故障耐性を提供します。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：データが複数のストライプ化されたパリティディ
スクセットにストライプ化され、高いスループットと優れたディスク故障耐性を提供しま

す。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また、このポリシーを有効に

するには、サーバに関連付ける必要があります。

組み込みオンボードRAIDコントローラを搭載したCiscoUCSManagerと統合されたCiscoUCS
Cシリーズサーバの場合、ローカルディスクモードは常に [Any Configuration]でなければな
らず、RAIDはコントローラ上で直接設定する必要があります。

（注）

すべてのローカルディスク設定ポリシーに関するガイドライン

ローカルディスク設定ポリシーを作成する前に、次のガイドラインを考慮してください。

HDD と SSD を混合しない

1台のサーバや RAID設定に、HDDと SSDを使用しないでください。

B200 M1 または M2 のデフォルトローカルディスク設定ポリシーを使用して、B200 M3 にサービス
プロファイルを割り当てない

B200M1およびM2サーバとB200M3サーバのストレージコントローラで提供されるRAID/JBOD
サポートは異なっているため、B200M1またはM2サーバのデフォルトローカルディスク設定ポ
リシーを含むサービスプロファイルをB200M3サーバに割り当てたり、再割り当てを行ったりす
ることはできません。デフォルトのローカルディスク設定ポリシーには、[AnyConfiguration]モー
ドまたは JBOD設定が含まれます。

JBOD モードのサポート

B200 M3サーバでは、ローカルディスクの JBODモードがサポートされています。

ローカルディスクの JBODモードをサポートしているのは、B200 M1、B200 M2、B200 M3、
B250 M1、B250 M2、B22 M3ブレードサーバのみです。

（注）
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RAID 用に設定されているローカルディスク設定ポリシーに関するガ
イドライン

MegaRAID ストレージコントローラを搭載したサーバ用のローカルディスク設定ポリシーに RAID
設定を設定する

ブレードサーバまたは統合されたラックマウントサーバにMegaRAIDコントローラが搭載され
ている場合、そのサーバのサービスプロファイルに含まれるローカルディスク設定ポリシーでド

ライブの RAID設定を設定する必要があります。これを実行するには、そのサーバに定義されて
いる RAIDモードのいずれかを使用して、サービスプロファイルのローカルディスク設定ポリ
シーを設定するか、[Any Configuration]モードと LSIユーティリティツールセットを使用して、
RAIDボリュームを作成します。

OSをインストールする前に RAID LUNを設定していないと、インストール時にディスク検出エ
ラーが発生し、「NoDevice Found」といったエラーメッセージが表示される可能性があります。

サーバプロファイルで [Any Configuration] モードが指定されている場合、RAID 1 クラスタ移行後に
サーバが起動しない

RAID1クラスタの移行後、サービスプロファイルをサーバに関連付ける必要があります。サービ
スプロファイル内のローカルディスク設定ポリシーに RAID 1ではなく [Any Configuration]モー
ドが設定されていると、RAID LUNは、関連付け中およびその後も「非アクティブ」状態のまま
になります。その結果、サーバは起動できなくなります。

この問題を回避するには、サーバに関連付けるサービスプロファイルに、移行前の元のサービス

プロファイルとまったく同じローカルディスク設定ポリシーが含まれるようにし、[Any
Configuration]モードは含まれないようにします。

MegaRAID ストレージコントローラを搭載したサーバ上で JBOD モードを使用しない

MegaRAIDストレージコントローラが搭載されたブレードサーバまたは統合ラックマウントサー
バ上で JBODモードまたは JBOD操作を設定または使用しないでください。JBODモードと操作
は、このサーバで完全に機能するよう設計されていません。

統合されたラックマウントサーバ内の RAID ボリュームと RAID コントローラはそれぞれ 1 つまで

Cisco UCSManagerと統合されているラックマウントサーバは、Cisco UCS Centralサーバ上に存在
するハードドライブの数とは関係なく、RAIDボリュームを 1つまでしか設定できません。

統合されたラックマウントサーバ内のローカルハードドライブは、1つの RAIDコントローラの
みにすべて接続される必要があります。Cisco UCS Managerとの統合では、ローカルハードドラ
イブが単一のラックマウントサーバ内の複数の RAIDコントローラに接続することはサポートさ
れていません。そのため、Cisco UCS Managerと統合されるラックマウントサーバを発注する際
は、単一の RAIDコントローラ構成を要求することを推奨します。

また、サードパーティ製のツールを使用して、ラックマウントサーバ上に複数のRAIDLUNを作
成しないでください。Cisco UCS Managerでは、そのような設定はサポートされていません。
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ブレードサーバ内の RAID ボリュームと RAID コントローラはそれぞれ 1 つまで

ブレードサーバは、サーバ内に存在するドライブの数とは関係なく、RAIDボリュームを 1つま
でしか設定できません。ローカルハードドライブは、1つの RAIDコントローラのみにすべて接
続される必要があります。たとえば、B200 M3に LSIコントローラと Intel Patsburgコントローラ
が搭載されていても、LSIコントローラだけが RAIDコントローラして使用できます。

また、サードパーティ製のツールを使用して、ブレードサーバ上に複数のRAIDLUNを作成しな
いでください。Cisco UCS Managerでは、そのような設定はサポートされていません。

ミラー RAID で選択されるディスクの数は 2 つまでにする

ミラー RAIDで選択されたディスクの数が 2つを超えると、RAID 1は RAID 10 LUNとして作成
されます。この問題は、Cisco UCS B440 M1サーバと B440 M2サーバで発生する可能性がありま
す。

一部のサーバの特定の RAID 設定オプションでは、ライセンスが必要

一部の Cisco UCSサーバには、特定の RAID設定オプションのライセンスが必要です。Cisco UCS
Managerで、このローカルディスクポリシーを含むサービスプロファイルとサーバを関連付ける
と、Cisco UCSManagerによって選択されたRAIDオプションに適切なライセンスが備わっている
かが確認されます。問題がある場合は、サービスプロファイルを関連付ける際に、Cisco UCS
Managerに設定エラーが表示されます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

B420 M3 サーバでは全コンフィギュレーションモードはサポートされていない

B420 M3サーバでは、ローカルディスク設定ポリシーで、次のような設定オプションはサポート
されていません。

• RAIDなし

• [RAID 6 Striped Dual Parity]

また、B420 M3では JBODモードや操作はサポートされていません。

シングルディスク RAID 0 設定は、一部のブレードサーバではサポートされていない

シングルディスク RAID 0設定は、次のブレードサーバではサポートされていません。

• Cisco UCS B200 M1

• Cisco UCS B200 M2

• Cisco UCS B250 M1

• Cisco UCS B250 M2
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ローカルディスク設定ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies]を右クリックし、[Create Local Disk Configuration Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create LocalDiskConfiguration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド
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説明名前

次のローカルディスクポリシーモードのいずれかを選択でき

ます。

• [No Local Storage]

• [RAID 0 Striped]

• [RAID 1 Mirrored]

• [Any Configuration]

• [No RAID]

No RAIDを選択し、このポリシーをすでにRAIDストレー
ジが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、システムによってディスクの内容

が削除されません。そのため、[No RAID]モードの適用後
にサーバでの違いがわからないことがあります。よって、

ポリシーの RAID設定と、サーバの [Inventory] > [Storage]
タブに表示される実際のディスク設定とが一致しない場合

があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除させる
には、No RAIDコンフィギュレーションモードの適用後
にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適

用します。

• [RAID 5 Striped Parity]

• [RAID 6 Striped Dual Parity]

• [RAID 10 Mirrored and Striped]

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]

一部の Cisco UCSサーバには、特定の RAID設定オプ
ションのライセンスが必要です。Cisco UCS Manager
で、このローカルディスクポリシーを含むサービス

プロファイルとサーバを関連付けると、Cisco UCS
Managerによって選択された RAIDオプションに適切
なライセンスが備わっているかが確認されます。問題

がある場合は、サービスプロファイルを関連付ける際

に、CiscoUCSManagerに設定エラーが表示されます。

特定の Cisco UCSサーバの RAIDライセンス情報につ
いては、そのサーバの『Hardware Installation Guide』
を参照してください。

（注）

[Mode]ドロップダウンリスト
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説明名前

オンにすると、サーバは、サービスプロファイルとの関連付け

が解除されても、ローカルディスク設定ポリシー内の設定を保

持します。

サーバ内の 1つ以上のディスクに障害が発生すると、
[Protect Configuration]は機能しなくなります。

注意

このプロパティは、デフォルトでオンになっています。

サービスプロファイルがサーバから関連付けを解除され、新し

いサービスプロファイルが関連付けられると、新しいサービス

プロファイルの Protect Configurationプロパティの設定が優先さ
れ、前のサービスプロファイルの設定が上書きされます。

このオプションが有効になっていると、サーバが稼働停止して

再稼働された後でもディスク上のデータは保護されます。した

がって、サーバとサービスプロファイルの再関連付けは失敗し

ます。

このオプションがイネーブルの状態でサーバとサービ

スプロファイルの関連付けを解除した後、そのサー

バに新しいサービスプロファイルを関連付け、その

サービスプロファイル内のローカルディスク設定ポ

リシーに前とは異なるプロパティが含まれていると、

サーバから設定不一致のエラーが返され、関連付けは

失敗します。

（注）

[Protect Configuration]チェック
ボックス

SDカードの FlexFlashコントローラを有効化または無効化にす
るには、該当するボタンをクリックしてください。

このパラメータは、SDカードモジュールのあるサー
バのみ該当します。

（注）

[FlexFlashステータス]オプショ
ンボタン

RAIDレポートを有効化または無効化にするには、該当するボ
タンをクリックしてください。RAIDレポートを有効にすると、
RAIDステータスがモニタリングされ、障害が有効化されます。

1枚のSDカードのみが装着されている場合は、RAID
レポートが有効な場合でも、RAIDステータスは「無
効化」と表示され、RAIDの状態は「NA」と表示さ
れます。

（注）

[FlexFlashRAIDレポートステー
タス]オプションボタン

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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ローカルディスク設定ポリシーの変更

この手順は、関連付けられたサービスプロファイルからローカルディスク設定ポリシーを変更

するものです。[Servers]の [Policies]ノードからローカルディスク設定ポリシーを変更することも
できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 変更するローカルディスク設定ポリシーを持つサービスプロファイルを含む組織を展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するローカルディスク設定ポリシーを含むサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change Local Disk Configuration Policy]をクリックします。
ステップ 7 [Change Local Disk Configuration Policy]ダイアログボックスで、[Select the Local Disk Configuration

Policy]ドロップダウンリストから次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

このオプションのリストから既存のローカルディスク設定ポリシーを

選択します。CiscoUCSManagerはこのポリシーをサービスプロファイ
ルに割り当てます。

Use a Disk Policy

選択されたサービスプロファイルだけがアクセスできるローカルディ

スク設定ポリシーを作成できます。

Create a Local Disk Policy

デフォルトのローカルディスクポリシーを選択します。

UCSサーバが Cisco UCS Managerに接続している場合、[No
Disk Policy]を選択すると RAIDが消去され、接続されている
サーバでデフォルトの RAID設定がサポートサれていない場
合は個々の RAID 0ディスクで置き換えられます。

（注）

No Disk Policy

ステップ 8 [OK]をクリックします。
ステップ 9 （任意） [Local Disk Configuration Policy]領域を展開し、変更が行われたことを確認します。
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ローカルディスク設定ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Local Disk Config Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

FlexFlash のサポート

概要

Cisco UCS Bシリーズサーバ、CシリーズM3以降のサーバ、SシリーズM4サーバは、内部セ
キュアデジタル（SD）メモリカードをサポートしています。SDカードは、Cisco Flexible Flash
ストレージコントローラ（SDカード用スロットが 2つある PCIベースのコントローラ）によっ
てホストされます。カードには、HVと呼ばれる単一のパーティションが含まれます。FlexFlash
がイネーブルの場合、Cisco UCSManagerには、BIOSとホストオペレーティングシステムの両方
に対する USBドライブとして HVパーティションが表示されます。

提供される一方または両方の SDカードスロットを装着できます。SDカードが 2つ装着されてい
る場合は、ミラー化モードで使用できます。

サーバ内で異なる容量のカードを混在させないでください。（注）
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SDカードはオペレーティングシステムのブートイメージやその他の情報を保存するために使用
できます。次の図に、SDカードスロットを示します。

図 1：SD カードスロット

FlexFlashはデフォルトでディセーブルになっています。サービスプロファイルで使用されるロー
カルディスクポリシーで FlexFlashをイネーブルにできます。FlexFlashがローカルディスクポリ
シーでイネーブルと定義され、サーバがSDカードをサポートしている場合、FlexFlashコントロー
ラはサービスプロファイルを関連付ける際にイネーブルになります。サーバがSDカードをサポー
トしていない場合や CIMCバージョンが古い場合は、構成エラーメッセージが表示されます。

サポートされるサーバの FlexFlashを無効にすると、ハイパーバイザまたはHVパーティションは
ホストからすぐに切断されます。FlexFlashコントローラは、関連サービスプロファイルの関連付
け解除の一環としてもディセーブルになります。

FlexFlashコントローラはデュアル SDカード用の RAID-1をサポートします。FlexFlashスクラブ
ポリシーは、両方のカードの HVパーティションを削除し、そのカードを正常な RAID状態にす
ることができます。
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RAIDペアの新しいSDカードを設定し、次の方法のいずれかを使用してそれらをフォーマットす
ることができます。

• SDカードをフォーマットします。 SDカードのフォーマット, （299ページ）には、詳細情
報が掲載されています。

•関連付けられているサーバの場合、FlexFlashスクラブポリシーを作成し、サーバからサービ
スプロファイルの関連付けを解除します。関連付けられていないサーバの場合、FlexFlashス
クラブポリシーを作成し、デフォルトのスクラブのポリシーを変更した後でサーバを再認識

させます。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』の「Scrub Policy Settings」セクションには、
スクラブポリシーの使用方法に関する詳細情報が記載されています。

ペアリングが完了したらすぐにスクラブポリシーをディセーブルにします。（注）

HVパーティションから起動するには、SDカードがサービスプロファイルで使用されるブート
ポリシーで定義されている必要があります。

FlexFlash ファームウェア管理

FlexFlashコントローラファームウェアは、CIMCイメージの一部としてバンドルされます。CIMC
をアップグレードする際に、最新のファームウェアバージョンがFlexFlashコントローラで使用可
能な場合、コントローラは管理されなくなり、FlexFlashインベントリには、[Controller State]が
[Waiting For User Action]として、[Controller Health]が [Old Firmware Running]として表示されま
す。FlexFlashコントローラのファームウェアをアップグレードするには、ボードコントローラの
更新を行う必要があります。詳細については、該当する『CiscoUCSB-Series FirmwareManagement
Guide』を参照してください。次の URLで入手できます。http://www.cisco.com/en/US/products/
ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html

Cisco Flexible Flash ストレージコントローラの制約事項：

• Cisco Flexible Flashストレージコントローラは 16 GB、32 GBおよび 64 GBの SDカードのみ
をサポートしています。

16 GBおよび 32 GBカードは B200-M3ブレードサーバでのみサポートされ、
64 GB SDカードは B200-M4ブレードサーバでのみサポートされます。

（注）

•ラックサーバの SDカードをブレードサーバで使用したり、ブレードサーバの SDカードを
ラックサーバで使用することは推奨されません。サーバタイプ間での SDカードの交換は
SDカードのデータ損失につながる可能性があります。

•一部の Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバには、4つのパーティション（HV、
HUU、SCU、ドライバ）を持つ SDカードが搭載されています。Cisco UCS Managerでは HV
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パーティションのみが表示されます。FlexFlashスクラブポリシーを使用して、4つのパー
ティションを持つ SDカードを単一 HVパーティションカードに移行できます。

• FlexFlashコントローラは RAID-1同期（ミラー再構築）をサポートしません。SDカードが
RAIDデグレード状態である場合、あるいはメタデータエラーがコントローラによって報告
された場合は、FlexFlashスクラブポリシーを実行してRAIDのためのカードを組み合わせる
必要があります。FlexFlashのスクラブポリシーの詳細については、「サーバ関連ポリシー」
を参照してください。次の条件によってRAIDデグレードやメタデータエラーが引き起こさ
れる可能性があります。

◦サーバの 1つのスロットにすでに SDカードが装着されているときに、別のスロットに
新しいまたは使用されていた SDカードを挿入する。

◦異なるサーバの 2つの SDカードを挿入する。

•サーバのファームウェアバージョンは、2.2(1a)以上が必要です。

FlexFlash FX3S のサポート
リリース 2.2(3)以降、Cisco UCS Managerでは FX3Sコントローラによる追加の FlexFlashサポー
トが可能になりました。FX3Sコントローラは次のサーバ上に存在します。

• Cisco UCS B200 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS C220 M4ラックサーバ

• Cisco UCS C240 M4ラックサーバ

FX3S制御を使用した FlexFlash操作は、Cisco Flexible Flashストレージコントローラでの操作と
同じです。FlexFlashはデフォルトでは無効で、ローカルディスクポリシーを使用して有効化され
ます。また、コントローラをリセットし、SDカードをフォーマットして、一対の SDカードを自
動同期させることもできます。

FX3Sコントローラの SDカードには、ハイパーバイザと呼ばれる単一のパーティションが含まれ
ています。

Cisco FX3S コントローラの制約事項：

• FX3Sコントローラは、32 GBおよび 64 GBの SDカードのみをサポートします。16 GBの
カードはサポートされません。

•ラックサーバの SDカードをブレードサーバで使用したり、ブレードサーバの SDカードを
ラックサーバで使用することは推奨されません。サーバタイプ間での SDカードの交換は
SDカードのデータ損失につながる可能性があります。

•サーバのファームウェアバージョンは、2.2(3a)以上が必要です。
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FlexFlash SD カードを使用したブレードサーバの起動
16 GB以上の FlexFlashカードを使用してブレードサーバを起動するには、次の手順を使用しま
す。この手順では、ブレードサーバ、ソフトウェア、および関連付けられたインフラストラク

チャを設定する方法を知っていることと、機能していることを確認することが必要です。この

CiscoUCSManagerの制御手順は、任意のバージョンのファームウェアを実行しているすべてのブ
レードサーバに適用されます。この手順はラックサーバには適用されません。作業環境でFlexFlash
カードを有効にする前に、次の手順に従います。

FlexFlashをすでに使用している状態で次の手順を使用すると、カードからすべてのデータが失
われます。

注意

この手順では、FlexFlashカードの使用方法や、FlexFlashシステムのその他の機能は扱ってい
ません。

（注）

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 2 [Work]ペインで、[FlexFlashController]ウィンドウ内のFlexFlashカードの詳細情報を確認します。

ステップ 3 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 4 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 5 サービスプロファイルを含む組織のノードを展開し、[Storage]をクリックします。
ステップ 6 [Work] ペインで、[Actions]領域の [Change Local Disk Configuration Policy] をクリックし、[Create

Local Disk Configuration Policy]リンクを展開します。ローカルディスク設定ポリシーの作成, （
289ページ）の手順に従ってローカルディスクの設定ポリシーを作成します。
FlexFlashポリシー名には、空白や特殊文字を使用することはできません。

ステップ 7 [ChangeDisk Local Configuration Policy]を展開し、作成したポリシーを選択し、[OK]をクリックし
ます。

ステップ 8 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 9 スクラブポリシーの作成, （301ページ）の手順に従って Scrub-FF-nameなどの名前でポリシーを

作成し、[OK]をクリックします。
スクラブポリシー名には、空白や特殊文字を使用することはできません。
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ステップ 10 ドロップダウンボックスから作成したポリシーを選択します。

ステップ 11 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 12 [Work]ペインで、[General]タブをクリックし、[Actions]領域から [Server Maintenance]を選択しま

す。

ステップ 13 [MaintenanceServer]ダイアログボックスで [Re-acknowledge]オプションボタンをクリックし、[OK]
をクリックします。

ステップ 14 [Action]領域の [ServerMaintenance]をクリックし、[Re-acknowledge]オプションボタンをもう一度
クリックします。

ステップ 15 [Inventory]タブで [Storage]サブタブを選択します。
[Work]領域の [FlexFlash Controller]ウィンドウで、有効な FlexFlashカードの詳細情報を確認でき
ます。

ステップ 16 KVMManagerを起動してオペレーティングシステムにログオンします。デバイスとドライブフォ
ルダのハイパーバイザパーティションの詳細を確認します。カードサイズによって、HVパーティ
ションには 32GBまたは 64GBのいずれかの詳細情報が表示されます。
FlexFlashカードは同期され、使用可能になりました。

FlexFlash SD カードのサポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies]を展開し、FlexFlashサポートをイネーブルにするローカルディスク設
定ポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [FlexFlash State]フィールドで、[Enable]オプションボタンをクリックします。
ステップ 7 [FlexFlash RAID Reporting State]フィールドで、[Enable]オプションボタンをクリックします。
ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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自動同期のイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 自動同期を有効にするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で、[Enable Auto-sync]をクリックします。
ステップ 7 [Enable Auto-sync]ダイアログボックスで、プライマリとして使用する SDカードの [Admin Slot

Number]を選択します。
ステップ 8 [OK]をクリックします。

SD カードのフォーマット

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 SDカードをフォーマットするサーバをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で [Format SD Cards]をクリックします。
ステップ 7 [Yes]をクリックして、SDカードをフォーマットします。
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FlexFlash コントローラのリセット

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 FlexFlashコントローラをリセットするサーバをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で [Reset FlexFlash Controller]をクリックします。
ステップ 7 FlexFlashコントローラをリセットするには [Yes]をクリックします。

スクラブポリシー

スクラブポリシーの設定

このポリシーは、ディスカバリプロセス中にサーバのローカルデータおよび BIOS設定に何が起
こるか、サーバがいつ再認識されるか、またはサーバとサービスプロファイルの関連付けがいつ

解除されるかを決定します。

ローカルディスクスクラブポリシーは、Cisco UCS Managerによって管理されるハードドラ
イブにのみ適用され、USBドライブなど他のデバイスには適用されません。

（注）

スクラブポリシーの設定によっては、そのようなときに次の処理が行われます。

ディスクスクラブ

ローカルドライブのデータに対しては、アソシエーションが解除されるときに、次のいずれかが

発生します。

•イネーブルの場合、ローカルドライブ上のすべてのデータが破棄されます。

•ディセーブルの場合、ローカルドライブ上のすべてのデータが保持されます（ローカルス
トレージ設定を含む）。

BIOS 設定スクラブ

BIOS設定に対しては、スクラブポリシーを含むサービスプロファイルがサーバからアソシエー
ション解除されるときに、次のいずれかが発生します。
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•イネーブルの場合、サーバのすべての BIOS設定が消去され、そのサーバタイプとベンダー
に合わせた BIOSのデフォルトにリセットされます。

•ディセーブルの場合、サーバの既存の BIOS設定が保持されます。

FlexFlash スクラブ

FlexFlashスクラブにより、新規またはデグレード SDカードの組み合わせ、FlexFlashメタデータ
の設定エラーの解決、およびパーティションが 4つの旧式 SDカードから単一パーティション SD
カードへの移行が可能になります。SDカードに対しては、スクラブポリシーを含むサービスプ
ロファイルがサーバからアソシエーション解除されるとき、またはサーバが再認識されるときに、

次のいずれかが発生します。

•イネーブルの場合、SDカードのHVパーティションはPNUOSフォーマットユーティリティ
によりフォーマットされます。SDカードが 2つある場合、そのカードはRAID-1ペアされて
おり、両方のカードの HVパーティションは有効とマークされます。スロット 1のカードは
プライマリとマークされ、スロット 2のカードはセカンダリとしてマークされます。

•ディセーブルの場合、既存の SDカード設定が保持されます。

（注） • FlexFlashスクラブを行うと SDカードのHVパーティションが消去されるため、FlexFlash
スクラブを実行する前に、適切なホストオペレーティングシステムユーティリティを使

用して SDカードの完全バックアップを行うことを推奨します。

•サービスプロファイルのメタデータ設定不具合を解決するには、FlexFlashスクラブを実
行する前にローカルディスク設定ポリシーの FlexFlashをディセーブルにし、サーバが再
認識された後に FlexFlashをイネーブルにする必要があります。

•ペアリングが完了、またはメタデータ不具合が解決したらすぐにスクラブポリシーをディ
セーブルにします。

• Cisco UCS S3260ストレージサーバでは FlexFlashスクラブはサポートされません。

スクラブポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Scrub Policies]を右クリックし、[Create Scrub Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create Scrub Policy]ウィザードで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

このフィールドを [Yes]に設定すると、このスクラブポリシー
を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除され

たときに、サーバのローカルドライブにあるすべてのデータが

完全に消去されます。このフィールドを [No]に設定すると、す
べてのローカルストレージ設定を含むローカルドライブ上の

データは保存されます。

[Disk Scrub]フィールド

このフィールドを [Yes]に設定すると、このスクラブポリシー
を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除され

たときに、そのサーバの BIOS設定が消去され、そのサーバタ
イプとベンダーのデフォルトにリセットされます。このフィー

ルドを [No]に設定すると、BIOS設定は保存されます。

[BIOS Settings Scrub]フィール
ド

フィールドを [Yes]に設定すると、サーバが再認識されたとき
に、SDカードの HVパーティションは PNUOSフォーマット
ユーティリティを使用してフォーマットされます。このフィー

ルドを [No]に設定すると、SDカードは保存されます。

[FlexFlash Scrub]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。
[Disk scrub]および [FlexFlash Scrub]オプションは、Cisco UCS S3260ストレージサーバ
ではサポートされませんCisco UCS S3260ストレージサーバ。

（注）
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スクラブポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Scrub Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

DIMM エラー管理

DIMM の修正可能なエラー処理
CiscoUCSManagerでは、DIMMが事前定義されたウィンドウにおいて修正可能な重大エラーに遭
遇した場合、ステータスが Degradedと表され、機能しないデバイスと見なされます。

DIMMの修正可能なエラー処理機能により、サーバ内のすべてのDIMMに関する修正可能および
修正不可能なメモリエラーをすべてリセットできます。エラー設定をリセットすると、当該DIMM
のエラー数はクリアされ、ステータスは操作可能に変わり、DIMMのセンサー状態がリセットさ
れます。

メモリエラーのリセット

Cisco UCS Managerとベースボード管理コントローラ（BMC）で発生したすべての修正可能およ
び修正不可能なメモリエラーをリセットするには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 エラー設定をリセットするサーバを右クリックし、[ResetAllMemoryErrors]を選択します。また、

[Actions]領域から [Reset All Memory Errors]を選択することもできます。
ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認のダイアログボックスが表示された場合は、[Yes]をクリックしま

す。
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DIMM のブラックリスト化
Cisco UCS Managerで、デュアルインラインメモリモジュール（DIMM）の状態は、SELイベン
トレコードに基づいています。メモリテストの実行中にBIOSで修正不可能なメモリエラーに遭
遇した場合、DIMMは不良としてマークされます。不良なDIMMは機能しないデバイスと見なさ
れます。

DIMMのブラックリスト化を有効にすると、Cisco UCS Managerはメモリテスト実行メッセージ
をモニタし、DIMM SPDデータ内でメモリエラーに遭遇した DIMMをブラックリストに載せま
す。これにより、ホストは修正不可能な ECCエラーに遭遇した DIMMをマップから外すことが
できます。

DIMM のブラックリストのイネーブル化
メモリポリシーは、Cisco UCSドメインの既存のサーバ、およびメモリポリシーを設定した後で
追加されたサーバに適用できるグローバルポリシーです。

（注） •この機能は、Cisco UCS Bシリーズブレードサーバおよび UCS Cシリーズラックサーバ
の両方でサポートされています。

Cisco UCS Cシリーズ 420 M3ラックサーバはこの機能をサポートしていませ
ん。

（注）

•このグローバルポリシーをサービスプロファイルに追加することはできません。

はじめる前に

• Cisco Bシリーズブレードサーバの場合、サーバファームウェアはリリース 2.2(1)以降のリ
リースである必要があります。

•シスコ Cシリーズおよび Sシリーズラックサーバの場合、サーバファームウェアはリリー
ス 2.2(3)である必要があります。

•次の権限のいずれかでログインする必要があります。

◦ Admin

◦サーバポリシー

◦サーバプロファイルのサーバポリシー
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ブラックリストをイネーブルにする組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
ステップ 4 [Memory Policy]を展開して [default]を選択します。
ステップ 5 [Blacklisting]領域で、[Enabled]オプションボタンをクリックします。

DIMMのブラックリストは、ドメインレベルポリシーでイネーブルにされ、これらの変更は、そ
の特定のドメイン内のすべてのサーバに適用されます。

サーバの Cisco IMCが DIMMのブラックリストをサポートしない場合、情報レベルのエラー
が生成されます。

（注）

Serial over LAN ポリシー設定

Serial over LAN ポリシーの概要
このポリシーは、このポリシーを使用するサービスプロファイルと関連付けられているすべての

サーバに対する Serial over LAN接続の設定を行います。デフォルトでは、Serial over LAN接続は
ディセーブルにされています。

Serial over LANポリシーを実装する場合、IPMIプロファイルを作成することも推奨します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

Serial over LAN ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Serial over LAN Policies]を右クリックし、[Create Serial over LAN Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create Serial over LAN Policy]ウィザードで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき
ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタ

イミングに関する情報を含めることをお勧めし

ます。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文
字またはスペースを使用できます。`（アクセン
ト記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大な
り）、<（小なり）、または '（一重引用符）は
使用できません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Disable]：Serial over LANアクセスはブ
ロックされます。

• [Enable]：Serial over LANアクセスは許可
されます。

[Serial over LAN State]フィールド

次のいずれかになります。

• 9600

• 19200

• 38400

• 57600

• 115200

[Speed]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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Serial over LAN ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Serial over LAN Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバ自動構成ポリシー

サーバ自動構成ポリシーの概要

CiscoUCSManagerでは、このポリシーを使用して、新しいサーバの設定方法を決定します。サー
バ自動構成ポリシーを作成すると、新しいサーバの起動時に次の処理が行われます。

1 サーバに対してサーバ自動構成ポリシーの資格認定が実行されます。

2 必要な資格を満たしている場合、サーバは、サーバ自動構成ポリシーで設定されたサービスプ

ロファイルテンプレートから作成されたサービスプロファイルと関連付けられます。そのサー

ビスプロファイルの名前は、Cisco UCS Managerによって付与されるサーバの名前に基づきま
す。

3 サービスプロファイルは、サーバ自動構成ポリシーで設定された組織に割り当てられます。

自動構成ポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•サーバプールポリシー資格情報

•サービスプロファイルテンプレート

•組織（システムによりマルチテナント機能が実装されている場合）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Autoconfig Policies]サブタブをクリックします。
ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create Autoconfiguration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

この自動設定ポリシーに関連付けられているサーバプールポリ

シー資格情報。

サーバプールポリシー資格情報で指定された基準に合致する新

しいサーバが検出されると、Cisco UCSは、[Service Profile
TemplateName]ドロップダウンリストフィールドで選択された
サービスプロファイルテンプレートに基づいて、自動的にサー

ビスプロファイルを作成し、それをサーバに関連付けます。

[Qualification]ドロップダウン
リスト

この自動構成ポリシーに関連付けられた組織。

Cisco UCSが自動的にサービスプロファイルを作成してサーバ
に関連付ける場合、サービスプロファイルはこのフィールドで

選択された組織に配置されます。

[Org]ドロップダウンリスト

このポリシーに関連付けられたサービスプロファイルテンプ

レート。

[Service Profile Template Name]
ドロップダウンリスト
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ステップ 7 [OK]をクリックします。

自動構成ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Autoconfig Policies]サブタブをクリックします。
ステップ 5 削除する自動構成ポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバディスカバリポリシー設定

サーバディスカバリポリシーの概要

サーバディスカバリポリシーにより、新しい UCSブレードサーバや UCS Miniを追加したとき
の UCS Managerの対応方法を定義します。サーバディスカバリポリシーを作成する場合、サー
バがシャーシに追加されたときに、システムにより詳細なディスカバリを行うのか、または、ユー

ザがまず新しいサーバを確認する必要があるのかどうかを制御できます。デフォルトでは、シス

テムにより完全なディスカバリが実行されます。

サーバディスカバリポリシーを作成した場合は、新しいサーバを起動すると次の処理が行われま

す。

1 サーバディスカバリポリシー資格情報はサーバに対して実行されます。

2 サーバが必要な資格を満たしている場合、Cisco UCS Managerはサーバに次の処理を適用しま
す。

•この処理に関して選択されたオプションに応じて、UCSManagerが新しいサーバをただち
に検出するか、または新しいサーバに対するユーザの確認応答を待機する

•サーバにスクラブポリシーを適用する
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ハードウェアの挿入、削除、または交換によって自動的に詳細なディスカバリがトリガーされる

と、以下が実行されます。

1 サーバが「保留アクティビティ」リストに移動されます。

2 サーバで重大なハードウェア不一致エラーが発生し、ハードウェアの不一致が UCSMにより
検出されたことが示されます。

3 詳細なディスカバリをトリガーするには、サーバを明示的に認識する必要があります。

Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)では、ブロックサイズが 4Kのドライブはブレードサーバ
ではサポートされませんが、ラックマウントサーバではサポートされます。ブロックサイズ

が 4 Kのドライブがブレードサーバに挿入された場合、検出は失敗し、次のエラーメッセー
ジが表示されます。

Unable to get Scsi Device Information from the system（システムからSCSI

デバイス情報を取得できません）

このエラーが発生した場合は、次の手順を実行します。

重要

1 4 Kのドライブを取り外します。

2 サーバを再認識します。

サーバを再認識するとサーバがリブートし、その結果、サービスが失われます。

サーバディスカバリポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーとサーバプールを関連付ける予定がある場合は、サーバプールポリシー資格情報

を作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Server Discovery Policies]サブタブをクリックします。
ステップ 4 テーブルアイコンバーの [+]アイコンをクリックして、[Create Server Discovery Policy]ダイアロ

グボックスを開きます。

ステップ 5 [Description]フィールドに、ディカバリポリシーの説明を入力します。
ステップ 6 [Action]フィールドで、次のオプションのいずれかを選択します。

• [Immediate]：Cisco UCS Managerは、自動的に新しいサーバの検出を試みます。

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
310

サーバ関連ポリシー

サーバディスカバリポリシーの作成



• [UserAcknowledged]：CiscoUCSManagerは、新しいサーバの検索が指示されるまで待機しま
す。

ステップ 7 （任意） このポリシーをサーバプールに関連付けるには、[Qualification]ドロップダウンリスト
でサーバプールポリシーの資格情報を選択します。

ステップ 8 （任意） スクラブポリシーを含めるには、[Scrub Policy]ドロップダウンリストでポリシーを選
択します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

次の作業

サーバディスカバリポリシーはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方

にインクルードします。

サーバディスカバリポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Server Discovery Policies]サブタブをクリックします。
ステップ 4 削除するサーバディスカバリポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ハードウェア変更検出ポリシー

ハードウェア変更検出は、ハードウェアコンポーネントの変更が生じた場合のCiscoUCSManager
の動作を設定するためのグローバルポリシーです。ポリシーには次の 2つの値があります。

• [User Acknowledged]：ハードウェアインベントリ不一致エラーをすべてクリアするには、
サーバを確認する必要があります。

• [Auto Acknowledged]：ハードウェアコンポーネントの変更が検出されると、自動の詳細な
ディスカバリがトリガーされます。

UCSMがサーバハードウェアコンポーネントの変更を検出すると、クリティカルハードウェア
インベントリ不一致エラーがサーバで発生します。エラーをクリアしてハードウェアインベント

リを完了するには、手動でサーバを確認する必要があります。サーバを確認すると、詳細なディ

スカバリと詳細な関連付けがトリガーされます。
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ラックサーバの場合、エラーをクリアしてハードウェアインベントリを完了するには、サーバを

解放してから、再稼働する必要があります。

ハードウェアインベントリ不一致エラーがある場合には、ポリシーを変更できません。

ハードウェア変更検出ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Policies] > [Global Policies]を選択します。
ステップ 2 [Hardware Change Discovery Policy]ポリシーで次のいずれかを選択します。

• [User Acknowledged]：ハードウェアインベントリ不一致エラーをすべてクリアするには、
サーバを確認する必要があります。

• [Auto Acknowledged]：ハードウェアコンポーネントの変更が検出されると、自動の詳細な
ディスカバリがトリガーされます。

ステップ 3 [Save Changes]をクリックします。

サーバ継承ポリシー設定

サーバ継承ポリシーの概要

このポリシーは、サーバ用のサービスプロファイルを作成するために、サーバディスカバリプ

ロセス中に呼び出されます。このポリシーから作成されたサービスプロファイルはすべて、製造

元でブレードに設定された値を使用します。このポリシーは次の機能を実行します。

•サーバのインベントリの分析

•選択された組織へのサーバの割り当て（設定されている場合）

•製造元でサーバに設定された IDを使って、このサーバのサービスプロファイルを作成

このポリシーを使って作成したサービスプロファイルは他のサーバに移行できません。

サーバ継承ポリシーの作成

VICアダプタが搭載されたブレードサーバまたはラックマウントサーバ（Cisco UCS M81KR仮
想インターフェイスカードなど）、サーバのアイデンティティ値が製造時にサーバハードウェア

に書き込まれていません。その結果、アダプタのアイデンティティは、デフォルトプールから取
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得する必要があります。デフォルトプールに、サーバに割り当てるのに十分なエントリが格納さ

れていない場合、サービスプロファイルの関連付けが設定エラーで失敗します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Server Inheritance Policies]サブタブをクリックします。
ステップ 4 テーブルの下部にあるアイコンバーで、[+ Add]をクリックします。

[+ Add]が無効になっている場合は、テーブルのエントリをクリックして有効にします。

ステップ 5 [Create Server Inheritance Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

このポリシーを 1つ以上の特定のサーバプールに関連付けるに
は、それらのプールを識別するサーバプール資格ポリシーを選

択します。

[Qualification]ドロップダウン
リスト

このポリシーに組織を関連付ける場合、または現在のアソシエー

ションを変更する場合は、ドロップダウンリストから組織を選

択します。

[Org]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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サーバ継承ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Server Inheritance Policies]サブタブをクリックします。
ステップ 4 削除するサーバ継承ポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールポリシー設定

サーバプールポリシーの概要

このポリシーはサーバディスカバリプロセス中に呼び出されます。これは、サーバプールポリ

シー資格情報により、サーバと、ポリシーで指定されたターゲットプールが一致した場合にどの

ような処理が行われるかを定義します。

サーバが複数のプールに適合したときに、これらのプールにサーバプールポリシーがあった場

合、このサーバはこれらすべてのプールに追加されます。

サーバプールポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•少なくとも 1つのサーバプール

•サーバプールポリシー資格情報（サーバをプールに自動的に追加する場合）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pool Policies]を右クリックし、[Create Server Pool Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create Server Pool Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングに関す

る情報を含めることをお勧めします。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

このポリシーをサーバプールに関連付ける場合は、ドロップダ

ウンリストから該当のプールを選択します。

[Target Pool]ドロップダウンリ
スト

このポリシーを 1つ以上の特定のサーバプールに関連付けるに
は、それらのプールを識別するサーバプール資格ポリシーを選

択します。

[Qualification]ドロップダウン
リスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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サーバプールポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Server Pool Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールポリシー資格情報設定

サーバプールポリシー資格情報の概要

このポリシーは、ディスカバリプロセス中に実行されたサーバのインベントリに基づいて、サー

バを資格認定します。資格情報は、サーバが選択基準を満たすかどうかを判断するために、ポリ

シーで設定されたルールです。たとえば、データセンタープールのサーバの最小メモリ容量を指

定するルールを作成できます。

資格情報は、サーバプールポリシーだけではなく、その他のポリシーでも、サーバを配置するた

めに使用されます。たとえば、サーバがある資格ポリシーの基準を満たしている場合、このサー

バを 1つ以上のサーバプールに追加したり、自動的にサービスプロファイルと関連付けたりでき
ます。

サーバプールポリシー資格情報を使用すると、次の基準に従ってサーバを資格認定できます。

•アダプタのタイプ

•シャーシの場所

•メモリのタイプと設定

•電源グループ

• CPUのコア数、タイプ、および設定

•ストレージの設定と容量

•サーバのモデル

実装によっては、サーバプールポリシー資格情報を使用して、次を含む複数のポリシーを設定す

る必要があります。

•自動構成ポリシー
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•シャーシディスカバリポリシー

•サーバディスカバリポリシー

•サーバ継承ポリシー

•サーバプールポリシー

サーバプールポリシーの資格情報の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを右クリックし、[Create Server Pool Policy Qualification]を
選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool Policy Qualification]ダイアログボックスに、ポリシーの一意の名前および説明
を入力します。

ステップ 6 （任意）このポリシーを使用して、アダプタ構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、

次の手順を実行します。

a) [Create Adapter Qualifications]をクリックします。
b) [Create Adapter Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

アダプタタイプ

アダプタの資格を保存すると、このタイプは変更できなくな

ります。

[Type]ドロップダウンリスト

アダプタ PIDが一致する必要のある正規表現。[PID]フィールド

選択されたタイプの最大容量

容量を指定するには、[Select]を選択し、必要な最大容量を入
力します。1～ 65535の整数を入力できます。

[Maximum Capacity]フィール
ド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 （任意）このポリシーを使用して、サーバが物理的に存在するシャーシに基づいたサーバの資格

認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Chassis/Server Qualifications]をクリックします。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
317

サーバ関連ポリシー

サーバプールポリシーの資格情報の作成



b) [Create Chassis and Server Qualifications]ダイアログボックスの 領域で次のフィールドに値を入
力して、使用するシャーシの範囲を指定します。

• [First Chassis ID]フィールド—このポリシーに関連付けられたサーバプールが使用できる
最初のシャーシ ID。

• [Number ofChassis]フィールド—プールに含めるシャーシの合計数（[FirstChassis ID]フィー
ルドで指定されたシャーシから始まります）。

例：

たとえば、シャーシ 5、6、7、および 8を使用する場合、[First Chassis ID]フィールドに 5を
入力し、[Number of Chassis]フィールドに 4を入力します。シャーシ 3だけを使用する場合、
[First Chassis ID]フィールドに 3を入力し、[Number of Chassis]フィールドに 1を入力します。

シャーシ 5、6、および 9を使用する場合、5～ 6の範囲のシャーシ/サーバ資格を作
成し、シャーシ 9には別の資格を作成します。必要に応じた数のシャーシ/サーバ資
格を作成できます。

ヒント

c) [Finish]をクリックします。

ステップ 8 （任意）このポリシーを使用して、サーバが物理的に存在するシャーシとスロットの両方に基づ

いたサーバの資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Chassis/Server Qualifications]をクリックします。
b) [Create Chassis and Server Qualifications]ダイアログボックスの 領域で次のフィールドに値を入
力して、使用するシャーシの範囲を指定します。

• [First Chassis ID]フィールド—このポリシーに関連付けられたサーバプールが使用できる
最初のシャーシ ID。

• [Number ofChassis]フィールド—プールに含めるシャーシの合計数（[FirstChassis ID]フィー
ルドで指定されたシャーシから始まります）。

c) テーブルで、[Add]をクリックします。
d) [Create Server Qualifications]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力して、使用する
範囲のサーバの範囲を指定します。

• [First Slot ID]フィールド—このポリシーに関連付けられているサーバプールから取得で
きる最初のスロット ID。

• [Number of Slots]フィールド—このポリシーに関連付けられているサーバプールから取得
できるスロットの合計数。

e) [Finish Stage]をクリックします。
f) 別のスロットの範囲を追加するには、[Add]をクリックし、ステップ dおよび eを繰り返しま
す。

g) スロット範囲の指定を終了したら、[Finish]をクリックします。

ステップ 9 （任意）このポリシーを使用して、メモリ構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、次

の手順を実行します。
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a) [Create Memory Qualifications]をクリックします。
b) [Create Memory Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

必要な最小クロック速度（MHz）。[Clock]フィールド

許容される最大遅延（ナノ秒）。[Latency]フィールド

最小限必要なメモリ容量（MB単位）。[Min Cap]フィールド

メモリの許容最大容量（MB単位）。[Max Cap]フィールド

データバスの最小幅。[Width]フィールド

[Width]フィールドの値と関連付けられる測定単位。[Units]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 10 （任意）このポリシーを使用して、CPU/コア構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、
次の手順を実行します。

a) [Create CPU/Cores Qualifications]をクリックします。
b) [Create CPU/Cores Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このポリシーが適用される CPUアーキテクチャ。[Processor Architecture]ドロッ
プダウンリスト

プロセッサ PIDが一致する必要のある正規表現。[PID]フィールド

最小限必要な CPUコアの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Min Number of Cores]フィー
ルド

CPUコアの許容最大数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Max Number of Cores]フィー
ルド

最小限必要な CPUスレッドの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[MinNumber of Threads]フィー
ルド
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説明名前

CPUスレッドの許容最大数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[MaxNumber of Threads]フィー
ルド

最小限必要な CPU速度。

容量を指定するには、[select]を選択し、CPUの最小速度を入
力します。

[CPU Speed]フィールド

最小限必要な CPUバージョン。

容量を指定するには、[select]を選択し、CPUの最大速度を入
力します。

[CPU Stepping]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 11 （任意）このポリシーを使用して、ストレージ構成および容量に基づいたサーバの資格認定を実

行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Storage Qualifications]をクリックします。
b) [Create Storage Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

使用可能なストレージをディスクレスにする必要があるかど

うか。次のいずれかになります。

• [Unspecified]：どのストレージタイプも受け入れ可能で
す。

• [Yes]：ストレージをディスクレスにする必要がありま
す。

• [No]：ストレージをディスクレスにできません。

[Diskless]フィールド

最小限必要なブロック数。

容量を指定するには、[select]を選択し、ブロックの数を入力
します。

[Number of Blocks]フィールド

最小限必要なブロックサイズ（バイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ブロックのサイズを
入力します。

[Block Size]フィールド
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説明名前

サーバ内のすべてのディスクの最小ストレージ容量（MB単
位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ストレージの最小容
量を入力します。

[Min Cap]フィールド

ストレージの許容最大容量（メガバイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ストレージの最大容
量を入力します。

[Max Cap]フィールド

最小限必要なディスクあたりのストレージ容量（ギガバイト

単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、各ディスクの最小容
量を入力します。

[Per Disk Cap]フィールド

ユニット数。

容量を指定するには、[select]を選択し、必要なユニットを入
力します。

[Units]フィールド

FlexFlashカードの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、必要なユニットを入
力します。

[Number of Flex Flash Cards]
フィールド

ディスクタイプ。次のいずれかになります。

• [Unspecified]：どのディスクタイプも受け入れ可能です。

• [HDD]：ディスクは HDDにする必要があります。

• [SSD]：ディスクは SSD（SATAまたは SAS）にする必
要があります。

[Disk Type]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 12 （任意） このポリシーを使用して、サーバのモデルに基づいたサーバの資格認定を実行するに

は、次の手順を実行します。

a) [Create Server Model Qualifications]をクリックします。
b) [Create Server Model Qualifications]ダイアログボックスに、[Model]フィールドと一致する正規
表現を入力します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 13 （任意）このポリシーを使用して、電源グループに基づいたサーバの資格認定を実行するには、

次の手順を実行します。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
321

サーバ関連ポリシー

サーバプールポリシーの資格情報の作成



a) [Create Group Power Qualifications]をクリックします。
b) [Create Group Power Qualifications]ダイアログボックスで、[Power Group]ドロップダウンリス
トから電源グループを選択します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 14 （任意） このポリシーを使用して、関連付けられたサーバプールに追加できるラックマウント

サーバの資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Rack Qualifications]をクリックします。
b) [Create Storage Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このポリシーに関連付けられているサーバプールが取得に使

用できる最初のラックマウントサーバスロット ID。
[First Slot ID]フィールド

このポリシーに関連付けられているサーバプールが取得に使

用できるラックマウントサーバスロットの合計数。

[Number of Slots]フィールド

ステップ 15 テーブル内の資格を確認し、必要に応じて修正します。

ステップ 16 [OK]をクリックします。

サーバプールポリシーの資格情報の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシー資格情報を右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールポリシーの資格情報からの資格の削除

1つまたは複数の資格のセットを削除してサーバプールポリシーの資格情報を変更するには、こ
の手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを展開します。
ステップ 4 変更するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Qualifications]タブを選択します。

ステップ 6 資格のセットを削除するには、次の手順を実行します。

a) テーブルで、資格のセットを示す行を選択します。
b) この行を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

vNIC/vHBA 配置ポリシー設定

vNIC/vHBA 配置ポリシー
vNIC/vHBA配置ポリシーは、次のことを決定するために使用されます。

•仮想ネットワークインターフェイス接続（vCon）をサーバ上の物理アダプタにマッピングす
る方法。

•各 vConに割り当てることのできる vNICまたは vHBAのタイプ。

各vNIC/vHBA配置ポリシーには、物理アダプタの仮想表現であるvConが含まれます。vNIC/vHBA
配置ポリシーがサービスプロファイルに割り当てられ、サービスプロファイルがサーバに関連付

けられると、vNIC/vHBA配置ポリシー内の vConが物理アダプタに割り当てられ、vNICおよび
vHBAがそれらの vConに割り当てられます。

1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場合は、Cisco UCSがすべての vConをそ
のアダプタに割り当てます。4つのアダプタを持つサーバの場合は、CiscoUCSが vCon1をアダプ
タ 1に、vCon2をアダプタ 2に、vCon3をアダプタ 3に、vCon4をアダプタ 4に割り当てます。

2つまたは3つのアダプタを搭載したブレードサーバまたはラックサーバの場合、CiscoUCSは、
サーバのタイプと選択された仮想スロットマッピングスキーム（ラウンドロビンまたは線形順

序）に基づいて vConを割り当てます。使用可能なマッピングスキームの詳細については、vCon
のアダプタへの配置, （324ページ）を参照してください。

Cisco UCSは、vConの割り当て後、vNICと vHBAを各 vConの [Selection Preference]に基づいて
割り当てます。これは、次のいずれかになります。
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vHBAの PCI順序を指定できますが、任意の順序は、vNICまたは vHBAなど、相互間ではな
く、デバイスのクラス内で機能します。アダプタ内で、vNICは vHBAよりも常に前に配置さ
れます。

（注）

• [All]：設定されたすべての vNICと vHBAは、明示的な割り当て、割り当て解除、動的のい
ずれかで vConに割り当てられます。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]：vNICと vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があります。サービスプ
ロファイルやvNICまたはvHBAのプロパティにより、明示的に割り当てることができます。

• [Exclude Dynamic]：動的な vNICや vHBAを vConに割り当てることはできません。vConは
静的な vNICと vHBAに使用可能で、割り当て解除または明示的な割り当てを行います。

• [Exclude Unassigned]：割り当て解除された vNICや vHBAを vConに割り当てることはできま
せん。vConは動的な vNICや vHBAの他、明示的に割り当てられた静的な vNICや vHBAに
使用できます。

• [Exclude usNIC]：Cisco usNICを vConに割り当てることはできません。vConは、明示的に割
り当てられている、割り当てられていない、または動的であっても、その他すべての設定さ

れた vNICと vHBAに使用できます。

[Exclude usNIC]に設定されている vConに明示的に割り当てられているSRIOV
usNICは、引き続きその vConに割り当てられたままになります。

（注）

サービスプロファイルにvNIC/vHBA配置ポリシーを含めない場合、Cisco UCS Managerはデフォ
ルトの [Round Robin]の vConマッピング方式と [All]の vNIC/vHBA選択プリファレンスに従い、
各アダプタの機能と相対容量に基づいてアダプタ間で vNICと vHBAを配布します。

vCon のアダプタへの配置
CiscoUCSは、サービスプロファイル内のすべての vConをサーバ上の物理アダプタにマッピング
します。マッピングの実行方法、およびサーバ内の特定のアダプタへのvConの割り当て方法は、
次の条件によって決まります。

•サーバのタイプ。2つのアダプタカードを搭載した N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレー
ドサーバは、他のサポートされるラックサーバまたはブレードサーバとは異なるマッピン

グスキームを使用します。

•サーバ内のアダプタの数。

• vNIC/vHBA配置ポリシー内の仮想スロットマッピングスキームの設定（該当する場合）。

vNICおよび vHBAを vConに割り当てるための vNIC/vHBA選択環境設定を設定するときは、こ
の配置を検討する必要があります。
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vConのアダプタへの配置は、アダプタの PCIEスロット番号とは関係ありません。vConの配
置のために使用されるアダプタ番号は、アダプタの PCIEスロット番号ではなく、サーバ検出
中にそれらに割り当てられる IDです。

（注）

N20-B6620-2 および N20-B6625-2 ブレードサーバでの vCon のアダプタへの配置
N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバの場合は、2つのアダプタを左から右に、vCon
を右から左に数えます。これらのブレードサーバの 1台が 1つのアダプタを持つ場合は、Cisco
UCSがすべての vConをそのアダプタに割り当てます。サーバが 2つのアダプタを持つ場合は、
vConの割り当ては仮想スロットマッピングスキームに基づいて行われます。

• [Round Robin]：Cisco UCSは vCon2と vCon4をアダプタ 1に、vCon1と vCon3をアダプタ 2
に割り当てます。これはデフォルトです。

• [Linear Ordered]：Cisco UCSは vCon3と vCon4をアダプタ 1に、vCon1と vCon2をアダプタ
2に割り当てます。

vCon のアダプタへの配置（他のすべてのサポート対象サーバの場合）
N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバに加え、Cisco UCSによりサポートされるその
他すべてのサーバでは、vConの割り当ては、サーバに搭載されるアダプタ数と仮想スロットマッ
ピングスキームに応じて異なります。

1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場合は、Cisco UCSがすべての vConをそ
のアダプタに割り当てます。4つのアダプタを持つサーバの場合は、CiscoUCSが vCon1をアダプ
タ 1に、vCon2をアダプタ 2に、vCon3をアダプタ 3に、vCon4をアダプタ 4に割り当てます。

2つまたは3つのアダプタを搭載したブレードサーバまたはラックサーバの場合、CiscoUCSは、
選択した仮想スロットマッピングスキーム（ラウンドロビンまたは線形順序）に基づいて vCons
を割り当てます。

表 1：ラウンドロビンマッピングスキームを使用した vCon のアダプタへの配置

vCon4 の割り当てvCon3 の割り当てvCon2 の割り当てvCon1 の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ1アダプタ2アダプタ12

アダプタ2アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

ラウンドロビンはデフォルトのマッピングスキームです。
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表 2：線形順序マッピングスキームを使用した vCon のアダプタへの配置

vCon4 の割り当てvCon3 の割り当てvCon2 の割り当てvCon1 の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ2アダプタ1アダプタ12

アダプタ3アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

Cisco UCS B440 M2ブレードサーバに搭載された 2つのアダプタで vConポリシーを使用して
いる場合は、次のマッピングに注意してください。

（注）

•最初に vCon 2からアダプタ 1へのマッピング

• 2番目に vCon 1からアダプタ 2へのマッピング

vNIC/vHBA の vCon への割り当て
Cisco UCS Managerには、vNIC/vHBA配置ポリシーを使用して vNICおよび vHBAを vConに割り
当てるオプションが 2つあります。つまり、明示的割り当てと暗黙的割り当てです。

vNIC および vHBA の明示的割り当て

明示的割り当てでは、vConを指定してから、vNICまたは vHBAを割り当てるアダプタを指定し
ます。この割り当てオプションは、サーバ上のアダプタ間への vNICおよび vHBAの配布方法を
決定する必要がある場合に使用します。

明示的割り当ての場合に、vConと関連付けられる vNICおよび vHBAを設定するには、次の手順
を実行します。

• vCon設定を任意の使用可能なオプションに設定します。vConは、vNIC/vHBA配置ポリシー
を使用して設定するか、サーバに関連付けられているサービスプロファイルで設定できま

す。vConで [All]が設定されている場合でも、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割
り当てることができます。

• vNICおよび vHBAを vConに割り当てます。この割り当ては、vNICまたは vHBAの仮想ホ
ストインターフェイス配置プロパティ、またはサーバに関連付けられたサービスプロファ

イルで実行できます。

vNICや vHBAをそれらのタイプに設定されていないvConに割り当てようとすると、Cisco UCS
Managerによって設定エラーが発生したことを示すメッセージが表示されます。

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
326

サーバ関連ポリシー

vNIC/vHBA の vCon への割り当て



サービスプロファイルの関連付け中に、Cisco UCSManagerは、設定済みの vNICおよび vHBAの
割り当てを、サーバ内の物理的なアダプタ数および機能と比較して検証し、その後でポリシー内

の設定に従ってvNICおよびvHBAを割り当てます。負荷分散は、このポリシーで設定されたvCon
およびアダプタへの明示的な割り当てに基づいています。

アダプタが 1つ以上の vNICまたは vHBAの割り当てをサポートしていない場合は、Cisco UCS
Managerによってサービスプロファイルに対するエラーが生成されます。

vHBAの PCI順序を指定できますが、任意の順序は、vNICまたは vHBAなど、相互間ではな
く、デバイスのクラス内で機能します。アダプタ内で、vNICは vHBAよりも常に前に配置さ
れます。

（注）

vNIC および vHBA の暗黙的割り当て

暗黙的割り当てでは、Cisco UCS Managerは vConを決定した後で、アダプタの機能とそれらの相
対的な処理能力に基づいて vNICまたは vHBAを割り当てるアダプタを決定します。この割り当
てオプションは、vNICまたはvHBAが割り当てられるアダプタがシステム設定で重要ではない場
合に使用します。

暗黙的割り当ての場合に vConを設定するには、次の手順を実行します。

• vCon設定を [All]、[Exclude Dynamic]、または [Exclude Unassigned]に設定します。vConは、
vNIC/vHBA配置ポリシーを使用して設定するか、サーバに関連付けられているサービスプ
ロファイルで設定できます。

• vConを [Assigned Only]に設定しないでください。この設定を使用して暗黙的割り当てを実
行することはできません。

• vNICまたは vHBAを vConに割り当てないでください。

サービスプロファイルの関連付け中に、Cisco UCS Managerは、サーバ内の物理的なアダプタ数
および機能を検証し、必要に応じて vNICおよび vHBAを割り当てます。負荷分散はアダプタの
機能に基づいており、vNICおよび vHBAの配置は、システムによって決定される実際の順番に
従って実行されます。たとえば、あるアダプタが他のアダプタより多くの vNICに対応できる場
合、そのアダプタにはより多くの vNICが割り当てられます。

サーバに設定されている数の vNICおよび vHBAをアダプタでサポートできない場合、Cisco UCS
Managerは、サービスプロファイルに対する障害を生成します。

デュアルアダプタ環境での vNIC の暗黙的割り当て

各スロットにアダプタカードが搭載されたデュアルスロットサーバで暗黙的な vNIC割り当てを
使用する場合、Cisco UCS Managerは通常 vNIC/vHBAを次のように割り当てます。

•サーバの両方のスロットに同じアダプタがある場合、Cisco UCS Managerは vNICの半分と
vHBAの半分を各アダプタに割り当てます。
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•サーバに 1つの非 VICアダプタと 1つの VICアダプタがある場合、Cisco UCS Managerは、
2つの vNICと 2つの vHBAを非 VICアダプタに割り当て、残りの vNICと vHBAを VICア
ダプタに割り当てます。

•サーバに 2つの異なる VICアダプタがある場合、Cisco UCS Managerは、2つのアダプタの
相対的な処理能力に基づいて、vNICと vHBAを比例的に割り当てます。

次の例は、サポートされるアダプタカードのさまざまな組み合わせに対して、CiscoUCSManager
が vNICと vHBAをどのように割り当てるのか、その一般的な方法を示しています。

• 4つの vNICと、2つの Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタ（それぞれ 2つの
vNIC）を搭載したサーバを設定する場合、Cisco UCSManagerは 2つの vNICを各アダプタに
割り当てます。

• 50の vNICと、Cisco UCS CNA M72KR-Eアダプタ（2つの vNIC）および Cisco UCS M81KR
仮想インターフェイスカードアダプタ（128の vNIC）を搭載したサーバを設定する場合、
Cisco UCS Managerは、2つの vNICを Cisco UCS CNA M72KR-Eアダプタに割り当て、48の
vNICを Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードアダプタに割り当てます。

• 150の vNICと、Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードアダプタ（128の vNIC）お
よび Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカードアダプタ（256の vNIC）を搭載した
サーバを設定する場合、Cisco UCS Managerは、50の vNICを Cisco UCS M81KR仮想イン
ターフェイスカードアダプタに割り当て、100の vNICを Cisco UCS VIC-1240仮想インター
フェイスカードアダプタに割り当てます。

vNICをファブリックフェールオーバー用に設定し、ダイナミック vNICをサーバ用に設定し
た場合に、この暗黙的な割り当てに対する例外が発生します。

（注）

vNICファブリックのフェールオーバーが含まれる設定で、1つのアダプタがvNICのフェールオー
バーをサポートしない場合、Cisco UCS Managerは、ファブリックのフェールオーバーが有効に
なっているすべての vNICを、それらをサポートするアダプタに割り当てます。ファブリックの
フェールオーバー用に設定された vNICのみが設定に含まれる場合、それらをサポートしないア
ダプタに割り当てられる vNICはありません。ファブリックのフェールオーバー用に設定された
vNICと設定されていない vNICがある場合、Cisco UCS Managerは、すべてのフェールオーバー
vNICを、それらをサポートするアダプタに割り当て、上記の比率に従って、少なくとも 1つの非
フェールオーバー vNICを、それらをサポートしないアダプタに割り当てます。

ダイナミック vNICが含まれる設定では、同様の暗黙的な割り当てが発生します。Cisco UCS
Managerは、すべてのダイナミックvNICをそれらをサポートするアダプタに割り当てます。ただ
し、ダイナミック vNICとスタティック vNICの組み合わせでは、少なくとも 1つのスタティック
vNICがダイナミック vNICをサポートしていないアダプタに割り当てられます。
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vNIC/vHBA 配置ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vNIC/vHBA Placement Policies]を右クリックし、[Create Placement Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create Placement Policy]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

この配置ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

[Virtual Slot Mapping Scheme]
フィールド
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説明名前

Cisco UCSは、サーバの PCIeアダプタカードに、仮想ネット
ワークインターフェイス接続（vCon）を割り当てます。各
vConは、vNICsや vHBAに割り当て可能な物理アダプタとし
て仮想表示されます。

1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場合
は、Cisco UCSがすべての vConをそのアダプタに割り当てま
す。4つのアダプタを持つサーバの場合は、CiscoUCSがvCon1
をアダプタ 1に、vCon2をアダプタ 2に、vCon3をアダプタ
3に、vCon4をアダプタ 4に割り当てます。

2つまたは 3つのアダプタを持つブレードサーバやラック
サーバの場合は、Cisco UCSが選択された仮想スロットマッ
ピングスキームに基づいて、vConを割り当てます。次のい
ずれかになります。

• [Round Robin][]：2つのアダプタカードを持つサーバの
場合、Cisco UCSは vCon1と vCon3をアダプタ 1に、
vCon2と vCon4をアダプタ 2に割り当てます。

3つのアダプタカードを持つサーバの場合は、CiscoUCS
が vCon1をアダプタ 1に、vCon2と vCon4をアダプタ 2
に、vCon3をアダプタ 3に割り当てます。

これがデフォルトのスキームです。

• [Linear Ordered][]：2つのアダプタカードを持つサーバ
の場合、Cisco UCSは vCon1と vCon2をアダプタ 1に、
vCon3と vCon4をアダプタ 2に割り当てます。

3つのアダプタカードを持つサーバの場合は、CiscoUCS
が vCon1をアダプタ 1に、vCon2をアダプタ 2に割り当
て、 vCon3と vCon4をアダプタ 3に割り当てます。

N20-B6620-2およびN20-B6625-2ブレードサーバの
場合は、2つのアダプタを左から右に、vConを右か

（注）

ら左に数えます。これらのブレードサーバの1台が
1つのアダプタを持つ場合は、Cisco UCSがすべて
の vConをそのアダプタに割り当てます。サーバが
2つのアダプタを持つ場合は、vConの割り当ては仮
想スロットマッピングスキームに基づいて行われ

ます。

• [Round Robin]：Cisco UCSは vCon2と vCon4を
アダプタ 1に、vCon1と vCon3をアダプタ 2に
割り当てます。これはデフォルトです。

• [Linear Ordered]：Cisco UCSは vCon3と vCon4
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説明名前

をアダプタ 1に、vCon1と vCon2をアダプタ 2
に割り当てます。

Cisco UCSは、vConの割り当て後、vNICと vHBAを各 vCon
の [Selection Preference]に基づいて割り当てます。

b) 各 [Virtual Slot]の [Selection Preference]カラムで、ドロップダウンリストから次のいずれかを
選択します。

• [All]：設定されたすべての vNICと vHBAは、明示的な割り当て、割り当て解除、動的の
いずれかで vConに割り当てられます。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]：vNICと vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があります。サービス
プロファイルや vNICまたは vHBAのプロパティにより、明示的に割り当てることができ
ます。

• [Exclude Dynamic]：動的な vNICや vHBAを vConに割り当てることはできません。vCon
は静的な vNICと vHBAに使用可能で、割り当て解除または明示的な割り当てを行いま
す。

• [Exclude Unassigned]：割り当て解除された vNICや vHBAを vConに割り当てることはで
きません。vConは動的な vNICや vHBAの他、明示的に割り当てられた静的な vNICや
vHBAに使用できます。

• [Exclude usNIC]：Cisco usNICを vConに割り当てることはできません。vConは、明示的
に割り当てられている、割り当てられていない、または動的であっても、その他すべての

設定された vNICと vHBAに使用できます。

[Exclude usNIC]に設定されている vConに明示的に割り当てられている SRIOV
usNICは、引き続きその vConに割り当てられたままになります。

（注）

c) [OK]をクリックします。
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vNIC/vHBA 配置ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [NIC/vHBA Placement Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

vCon への vNIC の明示的割り当て

はじめる前に

vNIC/vHBA配置ポリシーまたはサービスプロファイルで次のいずれかの値を使用して、vConを
設定します。

• Assigned Only

• Exclude Dynamic

• Exclude Unassigned

vConで [All]が設定されている場合、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割り当てること
ができます。しかし、この設定ではほとんど制御ができません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 vNICを、明示的に vConに割り当てるサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。
ステップ 5 明示的に vConに割り当てる vNICをクリックします。
ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Host Interface Placement]セクションで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

vNIC用のユーザ指定仮想ネットワークインターフェイス
（vCon）配置。次のいずれかになります。

• [Any]：Cisco UCSManagerが vNICの割り当てられる vCon
を決定できます。

• [1]：vNICを vCon1に明示的に割り当てます。

• [2]：vNICを vCon2に明示的に割り当てます。

• [3]：vNICを vCon3に明示的に割り当てます。

• [4]：vNICを vCon4に明示的に割り当てます。

[Desired Placement]ドロップダ
ウンリスト

サーバの vNICの実際の vCon割り当て。[Actual Assignment]フィールド

vNICをその vNICタイプ用に設定されていない vConに割り当てようとすると、CiscoUCSManager
は設定エラーを知らせるメッセージボックスを表示します。別の vConに vNICを割り当てるか、
サービスプロファイルの vCon設定を変更する必要があります。

ステップ 8 [Order]セクションで、次のフィールドに入力します。

説明名前

vNICのユーザ指定の PCI順序。

0～ 128の整数を入力します。サーバには 128を超える vNICを
作成できません。

[Desired Order]フィールド

サーバの vNICの実際の PCI順序。[Actual Order]フィールド

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

vCon への vHBA の明示的割り当て

はじめる前に

vNIC/vHBA配置ポリシーまたはサービスプロファイルで次のいずれかの値を使用して、vConを
設定します。

• Assigned Only

• Exclude Dynamic
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• Exclude Unassigned

vConで [All]が設定されている場合、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割り当てること
ができます。しかし、この設定ではほとんど制御ができません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 vHBAを明示的に vConに割り当てるサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
ステップ 5 明示的に vConに割り当てる vHBAをクリックします。
ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Host Interface Placement]セクションで、次のフィールドに入力します。

説明名前

vHBA用のユーザ指定仮想ネットワークイン
ターフェイス（vCon）配置。次のいずれかにな
ります。

• [Any]：Cisco UCSManagerが、vHBAを割
り当てる vConを決定できるようにしま
す。

• [1]：vHBAを vCon1に明示的に割り当て
ます。

• [2]：vHBAを vCon2に明示的に割り当て
ます。

• [3]：vHBAを vCon3に明示的に割り当て
ます。

• [4]：vHBAを vCon4に明示的に割り当て
ます。

[Desired Placement]フィールド

サーバの vHBAの実際の vCon割り当て。[Actual Assignment]フィールド

vHBAをそのvHBAタイプ用に設定されていないvConに割り当てようとすると、CiscoUCSManager
は設定エラーを知らせるメッセージボックスを表示します。別のvConにvHBAを割り当てるか、
サービスプロファイルの vCon設定を変更する必要があります。

ステップ 8 [Order]セクションで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

vHBAのユーザ指定の PCI順序。

0～ 128の整数を入力します。サーバには 128
を超える vHBAを作成できません。

[Desired Order]フィールド

サーバの vHBAの実際の PCI順序。[Actual Order]フィールド

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

ダイナミック vNIC の前にスタティック vNIC を配置
最適なパフォーマンスを得るために、スタティック vNICとスタティック vHBAは、PCIeバス上
のダイナミックvNICの前に配置する必要があります。スタティックvNICは、スタティックvNIC
および vHBAの両方を参照します。Cisco UCS Managerリリース 2.1は、スタティックおよびダイ
ナミック vNICの順序に関する次の機能を備えています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.1にアップグレードした後、既存のサービスプロファイル
（Cisco UCSManagerリリース 2.1以前のリリースで定義されたプロファイル）に変更がない
場合は、vNICの順序は変更されません。

• Cisco UCSManagerリリース 2.1へのアップグレード後、vNIC関連の変更によって vNICマッ
プの順序が変更される場合があります。その場合、結果としてすべてのダイナミック vNIC
がスタティック vNICの後に配置されます。

• CiscoUCSManagerリリース 2.1で新しく作成されたサービスプロファイルでは、スタティッ
ク vNICが常にダイナミック vNICの前に順序付けられます。

•上記の動作は、スタティックvNICまたはダイナミックvNICの作成または削除の順番に依存
しません。

• SRIOV対応のサービスプロファイルの場合は、UCSMによって対応する仮想関数（VF）の
前に vNIC物理関数（PF）が挿入されます。この方式では、VFが PCIeバスおよび BDF上の
親 PF vNICの近くに配置され、VFの継続的な増分順序になることが保証されます。

例

Cisco UCS Managerリリース 2.0での当初のデバイス順序
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2

Cisco UCS Managerリリース 2.0での新たなデバイス順序（2つのスタティック vNICを追加）
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4
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Cisco UCS Managerリリース 2.1へのアップグレード後（vNIC関連の変更がサービスプロファイ
ルで行われる前）
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4

Cisco UCS Managerリリース 2.1での新たなデバイス順序（ポリシー数を 2から 4に変更すること
によって 2つのダイナミック vNICを追加）
dyn-vNIC-1 3
dyn-vNIC-2 4
eth-vNIC-1 1
eth-vNIC-2 2
dyn-vNIC-3 5
dyn-vNIC-4 6

多機能 PCIe デバイスとしてのダイナミック vNIC

Cisco UCS Managerバージョン 2.1は、0機能デバイス（すべてのスタティック vNICに対応する
新しい BUS）としてスタティック vNICをプロビジョニングします。多機能ダイナミック vNIC
は、新しいバススロットから最後のスタティック vNIC/vHBAの後に配置されます。

Cisco UCS Managerバージョン 2.1は、新しい StaticZeroモードをサポートしています。（注）

表 3：バージョンの互換性

Cisco UCS Manager

バージョン 2.1
方式：
ZeroFunction/MultiFunction/StaticZero

バージョン 2.0
方式：ZeroFunction/MultiFunction

バージョン 1.4
方式：ZeroFunction

スタティック vNICまたは PF
は、バス [0-57]、関数 [0]上に
あります。SRIOV：対応する
VFが同一バスおよび関数
[1-255]上にあります。
No-SRIOV：ダイナミックvNIC
は、バス [0-57]、関数 [0-7]上
にあります。

< StaticZeroモード>

スタティック vNICおよびダイ
ナミック vNICは、バス
[0-57]、関数 [0-7]上にあります
バス 0、関数 0
バス 0、関数 7

バス 1、関数 0

< MultiFunctionモード >

スタティックおよびダイナミッ

ク vNICはすべて、バス
[0-57]、関数 [0]上にあります。

< ZeroFunctionモード >
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Cisco UCS Manager

バージョン 2.1
方式：
ZeroFunction/MultiFunction/StaticZero

バージョン 2.0
方式：ZeroFunction/MultiFunction

バージョン 1.4
方式：ZeroFunction

Balboaからのアップグレードで
は、バスが <= 57になるまで
BDFの番号の付け直しは行わ
れません（ZeroFunctionモード
のまま）。デバイスが 58台ま
たはプラットフォーム固有の最

大 PCIeバス数を超えるか、
SRIOV設定に変更されると、
StaticZeroモードに切り替わり
ます。

Balboaからのアップグレードで
は、バスが <= 57になるまで
BDFの番号の付け直しは行わ
れません（ZeroFunctionモード
のまま）。

デバイスが 58台を超えると、
MultiFunctionモードに切り替わ
ります。

Cisco UCS Managerバージョン
2.0からのアップグレードで
は、BDFの番号の付け直しは
行われません

（ZeroFunction/MultiFunction
モードのまま）。デバイスが

58台またはプラットフォーム
固有の最大 PCIeバス数を超え
るか、SRIOV設定に変更され
ると、StaticZeroモードに切り
替わります。

vNIC/vHBA のホストポートの配置
vNIC/vHBAを vConに割り当てた後、それを特定のアダプタのホストポートのいずれかに配置で
きます。配置先のホストポートは明示的に指定するか、または Cisco UCS Managerにより自動的
にホストポートに vNICs/vHBAを割り当てることができます。

Cisco UCS VIC 1340および VIC 1380アダプタをサポートするサーバへの vNIC/vHBAホスト
ポート配置を実行できます。

（注）

vNIC/vHBAのホストポート配置により、アダプタの vNIC/vHBAの順序が決まります。最初のホ
ストポートに配置された vNIC/vHBAは最初に列挙され、2番目のホストポートの vNIC/vHBAが
それに続きます。
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ホストポートの配置の設定

Cisco UCS VIC 1340および VIC 1380アダプタと Cisco UCS VIC 1385および Cisco UCS VIC 1387
アダプタをサポートするサーバで、vNICのホストポートの配置を設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 ホストポートに配置する vNICと関連付けるサービスプロファイルを選択します。
ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。
ステップ 5 [vNICs]サマリーテーブルの下で、設定する vNICの [Admin Host Port]の値をダブルクリックし、

次のいずれかを選択します。

• [Any]：Cisco UCS Managerが vNICの割り当てられるホストポートを決定できます。

• [1]：ホストポート 1に vNICを明示的に割り当てます。

• [2]：ホストポート 2に vNICを明示的に割り当てます。

[Actual Host Port]には、ホストポートの vNICの実際の割り当てが表示されます。この機能がサ
ポートされていない場合は、[None]と表示されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

CIMC マウント vMedia

スクリプト可能な vMedia の使用

Cisco UCSManagerでは、リモートUCSサーバの vMediaデバイス ISOイメージをプロビジョニン
グできます。スクリプト可能な vMediaを使用して、リモートサーバに IMGまたは ISOイメージ
をマウントするようにプログラミングできます。CIMCマウント vMediaを使用すると、メディア
接続を追加することなく、データセンター内の他のマウントメディア間で通信できるようになり

ます。スクリプト可能な vMediaを使用すると、ブラウザを使用せずに仮想メディアデバイスを
制御して、手動で各 UCSサーバを個別にマッピングできます。

スクリプト可能な vMediaは、NFS、CIFS、HTTP、および HTTPSの共有など、複数の共有タイ
プをサポートします。スクリプト可能な vMediaはBIOS設定によって有効になり、WebGUIおよ
び CLIインターフェイスを介して設定されます。

Cisco UCS Managerのスクリプト可能な vMediaは次の機能をサポートしています。

•特定の vMediaデバイスからのブート
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•マウントされた共有からローカルディスクへのファイルのコピー

• OSドライバのインストールおよび更新

Cisco UCSManagerによるスクリプト可能な vMediaのサポートは、CIMCにマッピングされて
いるデバイスにのみ適用されます。既存の KVMベースの vMediaデバイスはサポートされま
せん。

（注）

次の条件に合致する場合、vMediaのマウントは失敗します。

1 vMediaポリシー内のリモート vMediaイメージファイル名が [Service-Profile-Name]に設定され
ている。

2 サービスプロファイルの名前が変更されている。

これは、サービスプロファイルの名前を変更しても、vMediaポリシー内のリモートvMediaイメー
ジファイル名は変更されないためです。イメージファイル名は引き続き、リモートデバイス上

の古いイメージをポイントするため、検出できません。

Cisco UCS B200M2ブレードサーバおよび Cisco UCS B230 M2ブレードサーバでは、vMedia
ポリシーがこれらのブレードサーバでサポートされていないため使用することはできません。

（注）

vMedia ポリシーの作成
リモートの vMediaデバイスのマッピング情報を設定するために、vMediaポリシーが使用されま
す。1つの vMediaポリシーで、CD用と HDD用の 2つの vMediaデバイスとマッピングを使用で
きます。同時に、1つの ISOと 1つの IMGを設定できます。ISO構成は CDドライブに、IMG構
成は HDDデバイスにマッピングします。

デバイスをリモートフォルダにマッピングする場合、IMGを作成し、HDDデバイスとして
マッピングします。

（注）

はじめる前に

次にアクセスできることを確認します。

•リモート vMediaサーバ

• vMediaデバイス

   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
340

サーバ関連ポリシー

vMedia ポリシーの作成



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vMedia Policies]ポリシーを右クリックし、[Create vMedia Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create vMedia Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vMediaポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場所や条件についての

情報を含めることを推奨します。最大115文字を入力できます。
説明

障害の発生時にvMediaがマウントを続行するかどうかを指定し
ます。ここに表示される値は次のとおりです。

• Yes

• [No]

デフォルト設定は、[Yes]です。[Yes]を選択すると、
マウントに成功するか、このオプションが無効化され

るまで、リモートサーバはvMediaマウントプロセス
のマウントを試行し続けます。[No]を選択すると、
警告メッセージが表示され、マウントが失敗した場合

にはリトライが機能しないことが示されます。

（注）

[Retry on Mount Failure]

ステップ 6 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
ステップ 7 [Create vMedia Mount ]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vMediaマウントポリシーの名前。名前
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説明名前

マウントするリモートvMediaのタイプ。ここに表示される値は
次のとおりです。

• [CDD]：スクリプト可能 vMedia CD。

• [HDD]：スクリプト可能 vMedia HDD。

[Device Type]

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のオプ

ションボタンのいずれかをクリックして、マウントされたリ

モートサーバとの通信に使用するプロトコルを指定します。こ

こに表示される値は次のとおりです。

• [NFS]：Network Files System。

• [CIFS]：Common Internet File System。

• [HTTP]：Hypertext Transfer Protocol。

• [HTTPS]：Hypertext Transfer Protocol over Secure。

[Protocol]
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説明名前

リモートサーバと通信するためのプロトコルとして CIFSを使
用する場合に、認証に使用するプロトコル。CIFS以外のプロト
コルを使用する場合、このフィールドは使用できません。認証

プロトコルを指定するには、ドロップダウンリストから次のい

ずれかを選択します。

• [Default]：NT LAN Managerのセキュリティサポートプロ
バイダー（NTLMSSP）プロトコル。このオプションは、
Windows 2008 R2およびWindows 2012 R2でのみ使用しま
す。

• [None]：認証は使用されません。

• [Ntlm]：NTLANManager（NTLM）セキュリティプロトコ
ル。このオプションは、Windows 2008 R2およびWindows
2012 R2でのみ使用します。

• [Ntlmi]：NTLMiのセキュリティプロトコル。このオプショ
ンは、CIFS Windowsサーバでデジタル署名が有効な場合
のみ使用します。

• [Ntlmssp]：NT LANManagerのセキュリティサポートプロ
バイダー（NTLMSSP）プロトコル。このオプションは、
Windows 2008 R2およびWindows 2012 R2でのみ使用しま
す。

• [Ntlmsspi]：NTLMSSPiプロトコル。このオプションは、
CIFS Windowsサーバでデジタル署名が有効な場合のみ使
用します。

• [Ntlmv2]：NTLMv2セキュリティプロトコル。このオプ
ションは、Samba Linuxでのみ使用します。

• [Ntlmv2i]：NTLMv2iのセキュリティプロトコル。このオ
プションは、Samba Linuxでのみ使用します。

認証プロトコルオプションは、プロトコルとして

[CIFS]を選択した場合のみ使用可能です。他のすべて
のプロトコルでは、[Authentication Protocol]フィール
ドは無効になります。

（注）

Authentication Protocol
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説明名前

バックアップファイルを格納する場所の IPアドレスまたはホ
スト名を入力します。これは、サーバ、ストレージアレイ、

ローカルドライブ、またはファブリックインターコネクトが

ネットワーク経由でアクセス可能な任意の読み取り/書き込みメ
ディアなどがあります。

ホスト名を使用する場合、Cisco UCS Managerで DNSサーバを
使用するように設定する必要があります。[Inband]ネットワー
クがそのサーバに設定されている場合、ホスト名（DNS）を使
用できます。

[Hostname/IPAddress]

イメージに使用される名前。ここに表示される値は次のとおり

です。

• [None]：ファイル名を [Remote File]フィールドに入力する
必要があります。

• [Service ProfileName]：ファイル名は自動的に、仮想メディ
ア（vMedia）ポリシーが関連付けられているサービスプロ
ファイルの名前になります。

（注） • [Service Profile Name]を [ImageName]変数として
選択した場合、[RemoteFile]フィールドは無効に
なります。

• [Service Profile Name]を [ImageName]変数として
選択した場合は、サービスプロファイルの名前

を変更しないでください。サービスプロファイ

ルの名前を変更すると、仮想メディア（vMedia）
のマウントが失敗することがあります。

[Image Name Variable]

ISOやその他のイメージファイルのフルパスを入力します。

ファイルへのフルパスは、共有名に続き「/」で始ま
ることを確認します。

（注）

このフィールドにはファイル名（ファイル拡張子付き）だけを

含めることができます。

[Remote File]

リモートサーバの共有の名前（たとえば「share」）を入力しま
す。

Remote Path

Cisco UCS Managerがリモートサーバへのログインに使用する
ユーザ名を入力します。

プロトコルがNFSの場合、このフィールドは適用されません。
プロトコルがHTTPの場合、このフィールドの選択は任意です。

[Username]
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説明名前

ユーザ名に関連付けるパスワードを入力します。

プロトコルがNFSの場合、このフィールドは適用されません。
プロトコルがHTTPの場合、このフィールドの選択は任意です。

[Password]

ステップ 8 [OK]をクリックします。
リモートサーバの詳細は、[Create vMedia Mount]ダイアログボックスの [vMedia Mounts]領域に
一覧表示されます。

次の作業

vMediaブートポリシーを作成します。

サービスプロファイルへの vMedia ポリシーの追加
Scriptable vMediaを使用する前に、vMediaおよびBootポリシーをサービスプロファイルに追加す
る必要があります。vMediaポリシーとブートポリシーがサービスプロファイルに追加された後、
そのサービスプロファイルをCiscoUCSサーバに関連付けることができます。次の手順に、vMedia
ポリシーをサービスプロファイルに追加する方法を示します。

はじめる前に

サービスプロファイルに追加する vMediaポリシーを設定します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。
[Unified Computing System Manager]ペインが表示されます。

ステップ 5 [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。
この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
ません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロファイル

テンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要がありま

す。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
345

サーバ関連ポリシー

サービスプロファイルへの vMedia ポリシーの追加



ステップ 6 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから
UUIDを割り当てます。

ステップ 8に進みます。

Select (pool default used by default)

製造元によってサーバに割り当てられた

UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUID
はサービスプロファイルがサーバと関連

付けられるまで割り当てられません。こ

の時点で、UUIDは製造元によってサー
バに割り当てられたUUID値に設定され
ます。サービスプロファイルを後で別の

サーバに移動すると、UUIDは新しいサー
バに一致するように変更されます。

ステップ 8に進みます。

手動で割り当てるUUIDを使用します。

ステップ 7に進みます。

XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX

ドロップダウンリストの下部のリストか

ら選択するUUID接尾辞プールからUUID
を割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可

能な UUIDの数および UUIDの合計数を
示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示
されます。

既存のプールを使用するのではなく、す

べてのサービスプロファイルがアクセス

できるプールを作成する場合は、ステッ

プ 4に進みます。それ以外の場合はス
テップ 8に進みます。

Pools Pool_Name

ステップ 7 （任意） XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXXオプションを選択した場合は、
次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効なUUID
を入力します。
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b) 選択した UUIDが使用可能であることを確認するには、[here]リンクをクリックします。

ステップ 8 （任意） このサービスプロファイルで使用する新しい UUID接尾辞プールを作成する場合は、
[Create UUID Suffix Pool]をクリックし、[Create UUID Suffix Pool]ウィザードのフィールドに値を
入力します。

ステップ 9 （任意） テキストボックスに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

このサービスプロファイルのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペースを使用できます。`（アクセント
記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、
<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

ステップ 10 [Next]をクリックします。
ステップ 11 [vMedia]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにvMediaポリシーを割り当てられるよう
にします。

ステップ 12に進みます。

[Select vMedia Policy to use]

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カル vMediaポリシーを作成できます。
[Create a Specific vMedia
Policy]

サービスプロファイルに既存のvMediaポリシーを割り当てます。こ
のオプションを選択した場合、Cisco UCSManagerでポリシーの詳細
が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create vMedia
Policy]をクリックします。それ以外の場合は、リストでポリシーを
選択し、ステップ 13に進みます。

vMedia Policies
Policy_Name

ステップ 12 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートにアクセスできる新しい vMediaポリシーを
作成したら、[vMedia]ドロップダウンリストからそのポリシーを選択します。

ステップ 13 [Next]をクリックします。

CIMC vMedia ポリシーの表示

はじめる前に

vMediaポリシーを設定しておきます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Policies] > [vMedia Policies]を展開します。
ステップ 3 [vMedia Policies]ノードを展開して、[vMedia Policies]のリストを表示します。
ステップ 4 vMediaポリシーの名前をダブルクリックし、選択した [vMedia Mount]のプロパティを表示しま

す。

[Properties]ページで、[vMedia Mounts]で使用されるプロパティを変更できます。
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第 15 章

ファームウェアアップグレード

• ファームウェアアップグレード, 349 ページ

• コンポーネントのファームウェアバージョンの確認, 350 ページ

ファームウェアアップグレード
Cisco UCS Managerリリース 3.1以降、シスコは Cisco UCS Manager のリリースごとに次の各プ
ラットフォームに対応した統合 Cisco UCS Managerソフトウェアおよびファームウェアアップグ
レードをリリースしています。

• Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectと Cisco UCS Bシリーズ、Cシリーズ、および S
シリーズサーバ

• Cisco UCS 6200シリーズ Fabric Interconnectと Cisco UCS Bシリーズ、Cシリーズ、および S
シリーズ

• Cisco UCS 6324 Fabric Interconnectと Cisco UCS Bシリーズおよび Cシリーズサーバ（別名
UCS Mini）

サービスプロファイル内のパッケージである自動インストール機能により、ファームウェア自動

同期サーバポリシーを使用して、またはエンドポイントで直接、ファームウェアをアップグレー

ドできます。ファームウェアのガイドラインとインストール方法の詳細については、『CiscoUCS
ファームウェア管理ガイド』を参照してください。
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コンポーネントのファームウェアバージョンの確認

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 3 [Installed Firmware]タブで、各コンポーネントに対して一覧表示されたファームウェアバージョ
ンを確認します。

ファームウェアのガイドラインとインストール方法の詳細については、『Cisco UCS Firmware
Management Guide』を参照してください。
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第 16 章

診断の設定

• Cisco UCS Manager診断の概要, 351 ページ

• 診断ポリシーの作成, 352 ページ

• ブレードサーバでの診断テスト, 353 ページ

• すべてのサーバでの診断テストの開始, 353 ページ

• すべてのサーバでの診断テストの停止, 354 ページ

• サーバ診断のステータス/結果の表示, 355 ページ

• 診断のトラブルシューティング, 356 ページ

Cisco UCS Manager 診断の概要
Cisco UCS Manager診断ツールでは、サーバのハードウェアコンポーネントの状態を検証できま
す。診断ツールには各種テストが用意されており、サーバのさまざまなハードウェアサブシステ

ム（メモリやCPUなど）に対して、負荷を与えたりすることができます。ハードウェアコンポー
ネントを修復するか、交換した後のサーバの状態の健全性チェックを実行するためのツールを使

用できます。このツールは、実稼働環境に新しいサーバを導入する前に、包括的なバーンインテ

ストを実行するときにも使用できます。

新しいシステムの場合、orgスコープでデフォルトの診断ポリシーが作成されます。このデフォル
トのポリシーは defaultという名前であり、削除できません。ユーザがこのポリシーを削除しよう
とするとエラーメッセージが表示されます。デフォルトの診断ポリシーは、すべてのサーバで同

じテストセットを実行する際に推奨される方法です。デフォルトポリシーを含むすべての診断ポ

リシーはカスタマイズ可能です。

デフォルトポリシーには 1つのメモリテストだけが含まれています。メモリテストのデフォル
トのパラメータは変更できます。また、デフォルト診断ポリシー内のメモリテストは削除できま

す。メモリテストがない場合、診断ポリシーは実行されません。
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診断ポリシーの作成

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。

手順

ステップ 1 [Servers] > [Policies] > [Diagnostics Policies]を選択します。
ステップ 2 [Add]をクリックします。
ステップ 3 次のフィールドに入力します。

説明フィールド

診断ポリシーの名前。文字数制限は 16文字で
す。

名前

診断ポリシーの説明。これは任意です。説明

ステップ 4 [Next]をクリックします。
ステップ 5 [Add]をクリックします。
ステップ 6 次のフィールドに入力します。

説明名前

テストの実行順序。Order

CPUフィルタをすべての CPUまたは指定した CPUに設定しま
す。

[CPU Filter]

ループカウントを指定された反復回数に設定します。値の範囲

は 1～ -1000です。
[Loop Count]

メモリチャンクを 5mb-chunkまたは big-chunkに設定します。[Memory Chunk Size]

メモリサイズを特定の値に設定します。Memory Size

メモリテストを butterfly、killer、prbs、prbs-addr、または
prbs-killerに設定します。

Pattern
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ステップ 7 [OK]をクリックします。
ステップ 8 [Finish]をクリックします。

ブレードサーバでの診断テスト

ブレードサーバでの診断テストの開始

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Chassis] > [Server]を選択します。
ステップ 2 診断テストを開始するサーバを選択します。

ステップ 3 [Diagnostics]タブをクリックします。
ステップ 4 [Start]をクリックします。診断テストが開始されると、ボタンはグレー表示になります。

ブレードサーバでの診断テストの停止

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Chassis] > [Server]を選択します。
ステップ 2 診断テストを停止するサーバを選択します。

ステップ 3 [Diagnostics]タブをクリックします。
ステップ 4 [Stop]をクリックします。診断テストが停止すると、ボタンはグレー表示になります。

すべてのサーバでの診断テストの開始

すべてのサーバの診断テストを開始すると、個々のサーバがリブートされます。（注）
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はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Diagnostics]を選択します。
ステップ 2 [Start]をクリックします。診断テストが開始されると、リンクはグレー表示になります。

[Diagnostic Result]テーブルで、次の情報を確認できます。

説明フィールド

システム定義のサーバ名。名前

シャーシの固有識別情報。この数字の識別情報

は、システム内のこのシャーシの場所に基づい

て割り当てられます。

ラックサーバには適用されませ

ん。

（注）

[Chassis ID]

サーバモデル PID。PID

サーバでの診断テストの全体的な進捗割合の説

明。

[Overall Progress Percentage]

サーバの診断操作ステータスの説明。Operation Status

サーバが診断テストを実行できない場合は、サーバリンクをクリックし、[Diagnostics]
タブでエラーの説明を確認してください。また、[Faults]タブで生成されたエラーを確
認することもできます。

（注）

すべてのサーバでの診断テストの停止

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。
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手順

ステップ 1 [Equipment] > [Diagnostics]を選択します。
ステップ 2 [Stop]をクリックします。診断テストが停止すると、リンクはグレー表示になります。

サーバ診断のステータス/結果の表示
はじめる前に

CLIから個々のサーバに対して診断テストを実行し、このページでステータスを確認できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Servers]の順に展開します。
ステップ 3 診断ステータスを確認するサーバを選択し、[Diagnostics]タブをクリックします。

以下の情報を確認できます。

説明名前

ユーザが診断ポリシーを選択して特定のサーバに適用できるよ

うにします。

[Diagnostic Policies]

ユーザが特定のサーバに対する診断テストを開始または停止で

きるようにします。

[Start]/[Stop]

サーバの診断操作ステータス。有効な値は [Idle]、[In-Progress]、
[Completed]、[Failed]、[Cancelled]です。

[Operation State]

サーバの診断操作での現行タスクの簡単な説明。[FSM Status Descr]

サーバで実行中の診断操作の全体的な進行状況。[FSM Progress]

診断テストの全体的な進行状況。[Test Overall Progress]

診断操作から返されるエラーの説明。[Error Description]

表 4：診断結果

説明名前

テストに関連付けられている固有識別情報ID
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説明名前

診断テストのタイプ。テストの種類

テスト実行のステータス。値は [Idle]、[In Progress]、
[Completed]、[Failed]です。

Status（ステータス）

診断テスト実行の説明。テストが完了すると、結果の詳細な説

明が表示されます。

説明

診断テストの結果。値は [Pass]、[Fail]、または [NA]です。結果

診断テストの進捗状況の割合。[Progress Percentage]

診断のトラブルシューティング

デバッグ手順問題

診断操作の結果の他に、メモリ関連のエラーを

参照してください。

BIOSが不良 DIMMを検出すると、その DIMM
は無効になり、診断操作では認識されません。

診断操作の結果の他に、メモリ関連のエラーを

参照してください。

DIMMブラックリスト機能が有効であり、
DIMMがブラックリストに追加されると、その
DIMMは診断操作では認識されません。

該当なしサーバに不良DIMMがあり、これが原因でサー
バが起動できない場合、診断操作が正常に実行

されない可能性があります。

該当なし修正できないエラーが原因でサーバリブートが

行われる場合、診断操作が失敗する可能性があ

ります。

該当なしメモリエラーが原因で診断操作が停止する場

合、診断操作エラーが発生する可能性がありま

す。
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このエラーは外部イベントによってトリガーさ

れます。診断操作をやり直します。

診断操作は、管理型エンドポイントのフェール

オーバーやクリティカルなUCSMプロセスの再
起動などの外部イベントにより中断することが

あります。このような状況では、診断操作が取

り消され、メモリテストが失敗としてマークさ

れます。

[Chassis/Server/Faults]タブで、サーバ
エラーを確認します。

[Chassis/Server/SEL Logs]タブで、SEL
ログを調べて DIMMエラーを確認します。

メモリテストが失敗してエラーが発生します。

修正できないエラーが検出されます。

プライマリ FIの /workspaceパーティションに
ある次のログファイルアーカイブで、診断操

作のログを確認します：
diagnostics/diag_log_<system-name>_<timestamp>_<chassis-id>_<blade-id>.tgz

前述のログファイルアーカイブ内で分析ファ

イル
tmp/ServerDiags/MemoryPmem2.<id>/MemoryPmem2.analysis
を参照します。

次のコマンドを使用して、分析ファイルで診断

ログを見つけます。

# for file in `ls
/workspace/diagnostics/*diag*`; do
tar -tzvf $file | grep analysis &&
echo "IN " $file; done

メモリテストエラーをさらに分析する必要が

あります。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
357

診断の設定

診断のトラブルシューティング



   Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
358

診断の設定

診断のトラブルシューティング


	Cisco UCS Manager リリース 3.1 サーバ管理ガイド
	目次
	はじめに
	対象読者
	表記法
	Cisco UCS の関連ドキュメント
	マニュアルに関するフィードバック

	新機能および変更された機能に関する情報
	新機能および変更された機能に関する情報

	サーバ管理の概要
	サーバ管理の概要
	Cisco UCS Manager ユーザ マニュアル

	サーバ ライセンスの管理
	ライセンス
	C ダイレクト ラックのライセンスのサポート
	ファブリック インターコネクトのホスト ID の入手方法
	ライセンスの取得
	ローカル ファイル システムからファブリック インターコネクトへのライセンスのダウンロード
	リモート ロケーションからファブリック インターコネクトへのライセンスのダウンロード
	ライセンスのインストール
	ファブリック インターコネクトにインストールされているライセンスの表示
	ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定
	ライセンスの失効日の決定
	ライセンスのアンインストール

	Cisco UCS Central への Cisco UCS ドメインの登録
	Cisco UCS ドメインの登録
	Cisco UCS Manager と Cisco UCS Central 間のポリシー解決
	Cisco UCS Central への Cisco UCS ドメインの登録
	Cisco UCS Manager とCisco UCS Central 間でのポリシー解決の設定
	Cisco UCS Manager での Cisco UCS Central 登録プロパティの設定
	Cisco UCS Central からの Cisco UCS ドメインの登録解除

	Cisco UCS での電力制限と電源管理
	Cisco UCS での電力制限
	電力ポリシーの設定
	Cisco UCS サーバの電源ポリシー
	電源ポリシーの設定
	電源の冗長性方式
	ポリシー方式のシャーシ グループの電力制限の設定
	ポリシー方式のシャーシ グループの電力制限
	電源制御ポリシー
	電力制御ポリシーの作成
	電力制御ポリシーの削除

	UCS Manager の電源グループ
	電源グループの作成
	電源グループへのシャーシの追加
	電源グループからのシャーシの削除
	電源グループの削除

	ブレード レベルの電力制限
	手動によるブレード レベルの電力制限
	サーバのブレード レベル電力制限の設定
	ブレード レベル電力制限の表示
	グローバル電力プロファイリング ポリシーの設定
	グローバル電力プロファイリング ポリシー
	グローバル電力プロファイル ポリシーの設定
	グローバル電力割り当てポリシーの設定
	グローバル電力割り当てポリシー
	グローバル電力割り当てポリシーの設定
	電源投入操作時の電源管理
	電源同期ポリシーの設定
	電源同期ポリシー
	電源同期の動作
	電源同期ポリシーの作成
	電源同期ポリシーの変更
	電源同期ポリシーの削除
	ラック サーバの電源管理
	UCS Mini 電源管理

	モジュラ サーバ ハードウェア管理
	ブレード サーバ管理
	ブレード サーバの削除および解放に関するガイドライン
	予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項

	ブレード サーバのブート
	サービス プロファイルからのラックマウント サーバのブート
	ブレード サーバのブート順序の決定
	ブレード サーバのシャットダウン
	サービス プロファイルからのサーバのシャットダウン
	ブレード サーバのリセット
	ブレード サーバの出荷時のデフォルト設定へのリセット
	ブレード サーバの再確認
	シャーシからのサーバの削除
	ブレード サーバからのインバンド設定の削除
	ブレード サーバの解放
	存在しないブレード サーバ エントリの削除
	ブレード サーバの再稼動
	シャーシ内のサーバ スロットの再確認
	存在しないブレード サーバの設定データベースからの削除
	ブレード サーバのロケータ LED の切り替え
	ブレード サーバのローカル ディスク ロケータ LED のオン/オフ切り替え
	ブレード サーバの CMOS のリセット
	ブレード サーバの CIMC のリセット
	ブレード サーバの TPM のクリア
	ブレード サーバの POST 結果の表示
	ブレード サーバからの NMI の発行
	ブレード サーバのヘルス イベントの表示
	ヘルス LED アラーム
	ヘルス LED アラームの表示

	Smart SSD
	SSD ヘルスのモニタリング


	ラックマウント サーバ ハードウェア管理
	ラックマウント サーバ管理
	ラックマウント サーバの削除および解放に関するガイドライン
	予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項
	ラックマウント サーバのブート
	サービス プロファイルからのラックマウント サーバのブート
	ラックマウント サーバのブート順序の決定
	ラックマウント サーバのシャットダウン
	サービス プロファイルからのサーバのシャットダウン
	ラックマウント サーバのリセット
	ラックマウント サーバの出荷時のデフォルト設定へのリセット
	ラックマウント サーバの再確認
	ラックマウント サーバからのインバンド設定の削除
	ラックマウント サーバの解放
	ラックマウント サーバの再稼動
	ラックマウント サーバの番号付け直し
	存在しないラックマウント サーバの設定データベースからの削除
	ラックマウント サーバのロケータ LED の切り替え
	ラックマウント サーバのローカル ディスク ロケータ LED のオン/オフ切り替え
	ラックマウント サーバの CMOS のリセット
	ラックマウント サーバの CIMC のリセット
	ラックマウント サーバの TPM のクリア
	ラックマウント サーバからの NMI の発行
	ラックマウント サーバのヘルス イベントの表示
	ラックマウント サーバの POST 結果の表示
	Power Transition Log の表示

	コンピュート カートリッジ ハードウェア管理
	コンピュート カートリッジ
	カートリッジの除去
	シャーシのカートリッジ スロットの確認

	モジュラ サーバ ハードウェア管理
	モジュラ サーバ管理
	モジュラ サーバのブート
	サービス プロファイルからのラックマウント サーバのブート
	モジュラ サーバのブート順序の決定
	モジュラ サーバのシャットダウン
	サービス プロファイルからのサーバのシャットダウン
	モジュラ サーバのリセット
	モジュラ サーバの再認識
	モジュラ サーバからのインバンド設定の削除
	サーバの稼働停止
	モジュラ サーバの再稼働
	サーバのロケータ LED のオン/オフ切り替え
	モジュラ サーバのローカル ディスクのロケータ LED のオン/オフ切り替え
	モジュラ サーバの CMOS のリセット
	モジュラ サーバの CIMC のリセット
	サーバからの NMI の発行
	サーバのヘルス イベントの表示
	ヘルス LED アラーム
	ヘルス LED アラームの表示

	モジュラ サーバの POST 結果の表示

	S3X60 サーバ ノード ハードウェア管理
	Cisco UCS S3260 サーバ ノード管理
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードのブート
	サービス プロファイルからの Cisco UCS S3260 サーバ ノードのブート
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードのブート順序の決定
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードのシャットダウン
	サービス プロファイルからの Cisco UCS S3260 サーバ ノードのシャットダウン
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードのリセット
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードの出荷時の初期状態へのリセット
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードの再確認
	シャーシからの Cisco UCS S3260 サーバ ノードの削除
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードからのインバンド設定の削除
	Cisco UCS S3260 ノードの使用停止
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードの再稼働
	S3260 シャーシ 内のサーバ スロットの再認識
	設定データベースからの存在しない Cisco UCS S3260 サーバ ノードの削除
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードのロケータ LED のオン/オフ切り替え
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードのローカル ディスク ロケータ LED のオン/オフ切り替え
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードの CIMC のリセット
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードの CMOS のリセット
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードからの NMI の発行
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードの POST 結果の表示
	Cisco UCS S3260 サーバ ノードのヘルス イベントの表示
	ヘルス LED アラーム
	ヘルス LED アラームの表示


	サーバ プール
	サーバ プールの設定
	サーバ プール
	サーバ プールの作成
	サーバ プールの削除
	サーバ プールへのサーバの追加
	サーバ プールからのサーバの削除

	UUID 接尾辞プールの設定
	UUID 接尾辞プール
	UUID 接尾辞プールの作成
	UUID 接尾辞プールの削除

	IP プールの設定
	IP プール
	IP プールの作成
	IP プールへのブロックの追加
	IP プールからのブロックの削除
	IP プールの削除


	サーバのブート
	ブート ポリシー
	UEFI ブート モード
	UEFI セキュア ブート
	CIMC セキュア ブート
	CIMCセキュア ブートのステータスの判別
	ラック サーバの CIMC セキュア ブートの有効化

	ブート ポリシーの作成
	SAN ブート
	ブート ポリシー用 SAN ブート ポリシー設定

	iSCSI ブート
	iSCSI ブート プロセス
	iSCSI ブートのガイドラインと前提条件
	イニシエータ IQN の設定
	Windows での MPIO のイネーブル化
	iSCSI ブートの設定
	iSCSI アダプタ ポリシーの作成
	iSCSI アダプタ ポリシーの削除
	iSCSI 認証プロファイルの作成
	iSCSI 認証プロファイルの削除
	iSCSI イニシエータ IP プールの作成
	iSCSI ブート ポリシーの作成
	サービス プロファイルに iSCSI vNIC を作成
	サービス プロファイルからの iSCSI vNIC の削除
	サービス プロファイル レベルでのイニシエータ IQN の設定
	サービス プロファイル レベルでのイニシエータ IQN の変更
	iSCSI ブート パラメータの設定
	iSCSI ブート パラメータの変更
	IQN プール
	IQN プールの作成
	IQN プールへのブロックの追加
	IQN プールからのブロックの削除
	IQN プールの削除

	LAN ブート
	ブート ポリシー用 LAN ブート ポリシー設定

	ローカル デバイス ブート
	ブート ポリシー用ローカル ディスク ブートの設定
	ブート ポリシー用仮想メディア ブートの設定
	ブート ポリシー用 NVMe ブートの設定
	vMedia サービス プロファイルへのブート ポリシーの追加

	ブート ポリシーの削除
	UEFI ブート パラメータ
	UEFI ブート パラメータに関する注意事項と制約事項
	UEFI ブート パラメータの設定
	UEFI ブート パラメータの変更


	サービス プロファイル
	UCS Manager のサービス プロファイル
	サーバ ID を上書きするサービス プロファイル
	サーバ ID を継承するサービス プロファイル
	サービス プロファイルに関するガイドラインおよび推奨事項
	サービス プロファイルの作成方法
	[Expert] ウィザードを使用したサービス プロファイルの作成
	サーバ ID を継承するサービス プロファイルの作成
	ブレード サーバのハードウェア ベースのサービス プロファイルの作成
	ラックマウント サーバのハードウェア ベースのサービス プロファイルの作成

	インバンド サービス プロファイル
	サービス プロファイルからのインバンド設定の削除

	サービス プロファイル タスク
	サービス プロファイルの名前の変更
	サービス プロファイルのクローン化
	サービス プロファイルの UUID の変更
	サービス プロファイルのブート順序の変更
	サービス プロファイル用の vNIC の作成
	サービス プロファイルからの vNIC の削除
	サービス プロファイル用の vHBA の作成
	vHBA に対する WWPN の変更
	vHBA の永続的なバインディングのクリア
	サービス プロファイルからの vHBA の削除
	サービス プロファイルへの vHBA イニシエータ グループの追加
	サービス プロファイルの削除

	サービス プロファイルのアソシエーション
	サービス プロファイルとサーバまたはサーバ プールの関連付け
	サービス プロファイルとサーバまたはサーバ プールの関連付け解除

	サービス プロファイル テンプレート
	初期テンプレートと既存のテンプレート
	サービス プロファイル テンプレートの作成
	サービス プロファイル テンプレートから 1 つ以上のサービス プロファイルの作成
	ブレード サーバのテンプレート ベースのサービス プロファイルの作成
	ラックマウント サーバのテンプレート ベースのサービス プロファイルの作成
	サービス プロファイルからのサービス プロファイル テンプレートの作成
	サービス プロファイルのアセット タグの設定

	サービス プロファイル テンプレート タスク
	サービス プロファイル テンプレートへのサービス プロファイルのバインディング
	サービス プロファイル テンプレートからのサービス プロファイルのバインド解除
	サービス プロファイル テンプレートの UUID の変更
	サービス プロファイルに割り当てられた UUID の、サービス プロファイル テンプレートのプールからのリセット
	vNIC に割り当てられた MAC アドレスの、サービス プロファイル テンプレートのプールからのリセット
	vHBA に割り当てられた WWPN の、サービス プロファイル テンプレートのプールからのリセット
	サービス プロファイル テンプレートからのインバンド設定の削除

	サービス プロファイルのアソシエーション
	サービス プロファイルとサーバまたはサーバ プールの関連付け
	サービス プロファイル テンプレートとサーバ プールの関連付け
	サービス プロファイルとサーバまたはサーバ プールの関連付け解除
	サーバ プールからのサービス プロファイル テンプレートの関連付け解除


	サーバ関連ポリシー
	BIOS 設定
	サーバ BIOS 設定
	メイン BIOS 設定
	プロセッサの BIOS 設定
	Intel Directed I/O BIOS 設定
	RAS メモリの BIOS 設定
	シリアル ポートの BIOS 設定
	USB の BIOS 設定
	PCI 設定の BIOS 設定
	QPI の BIOS 設定
	LOM および PCIe スロットの BIOS 設定
	グラフィックス構成の BIOS 設定
	ブート オプションの BIOS 設定
	サーバ管理 BIOS 設定

	BIOS ポリシー
	デフォルトの BIOS 設定
	BIOS ポリシーの作成
	BIOS のデフォルトの修正
	サーバの実際の BIOS 設定の表示

	トラステッド プラットフォーム モジュール
	トラステッド プラットフォーム モジュール
	Intel Trusted Execution Technology
	トラステッド プラットフォームの設定
	トラステッド プラットフォームの設定
	TPM のプロパティの表示

	一貫したデバイスの命名
	一貫したデバイスの命名の注意事項と制約事項
	BIOSポリシーでの一貫したデバイスの命名の設定
	vNIC の CDN 名の設定

	CIMC セキュリティ ポリシー
	IPMI アクセス プロファイル
	IPMI アクセス プロファイルの作成
	IPMI アクセス プロファイルの削除
	KVM 管理ポリシー
	KVM 管理ポリシーの作成

	グラフィックス カード ポリシー
	グラフィックス カード ポリシーの作成

	ローカル ディスク ポリシー
	ローカル ディスク設定ポリシー
	すべてのローカル ディスク設定ポリシーに関するガイドライン
	RAID 用に設定されているローカル ディスク設定ポリシーに関するガイドライン
	ローカル ディスク設定ポリシーの作成
	ローカル ディスク設定ポリシーの変更
	ローカル ディスク設定ポリシーの削除
	FlexFlash のサポート
	FlexFlash FX3S のサポート
	FlexFlash SD カードを使用したブレード サーバの起動
	FlexFlash SD カードのサポートのイネーブル化
	自動同期のイネーブル化
	SD カードのフォーマット
	FlexFlash コントローラのリセット


	スクラブ ポリシー
	スクラブ ポリシーの設定
	スクラブ ポリシーの作成
	スクラブ ポリシーの削除

	DIMM エラー管理
	DIMM の修正可能なエラー処理
	メモリ エラーのリセット

	DIMM のブラックリスト化
	DIMM のブラックリストのイネーブル化


	Serial over LAN ポリシー設定
	Serial over LAN ポリシーの概要
	Serial over LAN ポリシーの作成
	Serial over LAN ポリシーの削除

	サーバ自動構成ポリシー
	サーバ自動構成ポリシーの概要
	自動構成ポリシーの作成
	自動構成ポリシーの削除

	サーバ ディスカバリ ポリシー設定
	サーバ ディスカバリ ポリシーの概要
	サーバ ディスカバリ ポリシーの作成
	サーバ ディスカバリ ポリシーの削除
	ハードウェア変更検出ポリシー
	ハードウェア変更検出ポリシーの設定

	サーバ継承ポリシー設定
	サーバ継承ポリシーの概要
	サーバ継承ポリシーの作成
	サーバ継承ポリシーの削除

	サーバ プール ポリシー設定
	サーバ プール ポリシーの概要
	サーバ プール ポリシーの作成
	サーバ プール ポリシーの削除

	サーバ プール ポリシー資格情報設定
	サーバ プール ポリシー資格情報の概要
	サーバ プール ポリシーの資格情報の作成
	サーバ プール ポリシーの資格情報の削除
	サーバ プール ポリシーの資格情報からの資格の削除

	vNIC/vHBA 配置ポリシー設定
	vNIC/vHBA 配置ポリシー
	vCon のアダプタへの配置
	N20-B6620-2 および N20-B6625-2 ブレード サーバ用
	他のすべてのサポートされるサーバ用

	vNIC/vHBA の vCon への割り当て
	vNIC/vHBA 配置ポリシーの作成
	vNIC/vHBA 配置ポリシーの削除
	vCon への vNIC の明示的割り当て
	vCon への vHBA の明示的割り当て
	ダイナミック vNIC の前にスタティック vNIC を配置
	vNIC/vHBA のホスト ポートの配置
	ホスト ポートの配置の設定

	CIMC マウント vMedia
	vMedia ポリシーの作成
	サービス プロファイルへの vMedia ポリシーの追加
	CIMC vMedia ポリシーの表示


	ファームウェア アップグレード
	ファームウェア アップグレード
	コンポーネントのファームウェア バージョンの確認

	診断の設定
	Cisco UCS Manager 診断の概要
	診断ポリシーの作成
	ブレード サーバでの診断テスト
	ブレード サーバでの診断テストの開始
	ブレード サーバでの診断テストの停止

	すべてのサーバでの診断テストの開始
	すべてのサーバでの診断テストの停止
	サーバ診断のステータス/結果の表示
	診断のトラブルシューティング


